


訂  正
(1) 128ペ ージ第116図 の写植の位置に誤りがありました。別刷 りの図と差し替えをお願
いします。

(2) 202ペ ージ第156図 中、竪穴住居跡の一辺にある矢印は、電の位置を示しています。
(3)図 版 101(上 )の右側中段の写真は第92図 9の遺物です。
(4)竪 穴住居跡の遺物出土状態のうち、赤刷 りの遺物は本書で実測図を掲載したもので、遺物
出土状態図中の番号は遺物実測図の番号と一致します。黒刷 りのものは実測できなかった遺

物です。

(5) 遺物実測図の番号と遺物写真の番号は一致します。
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平 成 6年 3月

島根 県教 育 委 員会



序

島根県教育委員会では、建設省中国地方建設局の委託を受け昭和63年度 (1988年 )か

ら志津見ダム建設予定地内にある埋蔵文化財の調査を行っております。

志津見ダムの建設が予定されている神戸川は、奈良時代につくられた出雲国風上記に

も多くの記載がある幸の多い川で、古くから人々がたくさんの恩恵を享受してきました。

人々はこの川の恵みを得ようと、太首からこの周辺に集まってきたことと想像されます。

このたびの発掘調査でも、これを裏付けるように、縄文時代以降の遺物、遺構がたく

さん発見されましだ。とくに古墳時代、奈良時代の集落群は、いままで知られていなか

ったこの地域の苗代を雄弁に物語ってくれます。また出土品から、当時の人々が活発に

各地と交流していたことがわかります。

山の幸、川の幸に恵まれ、また河川を利用した交通手段に恵まれたこの地は、当時は

たいへん住みやすかったのかもしれません。

本書は平成 2年度 (1990年)か ら平成 4年度 (1992年)に実施した発掘調査のうち、

森遺跡をはじめとする4遺跡の調査結果をまとめたものであります。内容について不備

な点も多々ありますが、この報告が多少なりとも埋蔵文化財に対する理解に役立つこと

ができれば幸いと存じます。

なお、発掘調査および本書の刊行にあ淀りましては、建設省中国地方建設局斐伊川 。

神戸川総合開発工事事務所や地元のかたがたをはじめ、各方面から多大なるご支援、ご

協力をいただきましたことを、心からお礼申し上げる次第であります。

平成 6年 3月

島根県教育委員会

教育長 今 岡 義 治





例

1.本書は、平成 2年度～ 4年度 (1990～1992年度)の 3カ年にわたって島根県教育委員会が建設

省中国地方建設局から委託を受けて実施した、志津見ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

である。

2.本書では下記の遺跡の調査結果について報告する。

森遺跡 島根県飯石郡頓原町八神

板屋 I遺跡   島根県飯石郡頓原町志津見

森脇山城跡   島根県飯石郡頓原町志津見

阿丹谷辻堂跡  島根県飯石郡頓原町志津見

3.挿図中の方位は国土調査法による第Ⅲ座標系X軸の方向を指す。

4.出土遺物および実測図、写真は島根県教育委員会で保管している。

5.掲載図面はおもに柳浦俊一、大野俊治、田中廼亮、山崎llk子、本村直人、山崎修が作成した。

遺物整理は田中君枝、三浦サツエ、若佐裕子、津森真弓、釘宮和子、正井るみ子、月森和子、堀

江五十鈴、永島いずみがあたった。

6.調査にあたっては、河瀬正利 (広島大学講師)、 林正久 (島根大学教授)、 村上勇 (広島県立美

術館主任学芸員)、 泉拓良 (奈良大学教授)、 林部均 (奈良県立橿原考古学研究所)の各先生に調

査指導を得た。      
‐

また、千葉豊、菱田哲郎の両氏には有益な教示を受け淀。

7.調査にあたっては、頓原町教育委員会、頓原町、建設省斐伊川・神戸川総合開発工事事務所、

島根県斐伊川神戸川対策課の諸機関の協力をいだだいた。

8.本書に掲載の地形図のうち、遺跡分布図は建設省国土地理院発行 5万分の 1、 その他は建設省

出雲工事事務所が作成した地形図を使用した。また、森遺跡遺構配置図および遺構図の一部は島

根県教育委員会が (株)ワ ールド航測コンサルタントに委託して作成した写真測量図に基づく。

9。 図版写真のうち、航空写真の大部分は島根県教育委員会が (株)ワールド航測コンサルタント

に委託して撮影した写真である。その他は柳浦が撮影した。

10,本書の編集、執筆は柳浦が行った。

口
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1.調査に至る経緯と調査の経過

神戸川は、島根県と広島県の県境に位置する女亀山 (標高830m)に源を発して北流し、島根半

島西端の大社湾に注ぐ一級河川である。出雲国風土記によれば古くは下流が「神門川」、上流が

「須佐川」と呼ばれ、下流では鮎、鮭、鱒、イグイなどが、上流では鮎がいた、と記載されている。

豊富な水量を誇る神戸川は現在でも多くの幸に恵まれ、出雲国風土記よりもさらに古い時代から人

類の生活に密着していたことは想像に難くない。

ところが昭和47年 (1972)の集中豪雨で、神戸川と出雲市を貫流するもう一つの大河川斐伊川が

ともに大洪水をおこし、下流の出雲市に大きな被害をもたらした。一方宍道湖に流入した斐伊川の

水は宍道湖を増水させ、松江市の市街地が一週間以上にわたって冠水する事態となった。

この災害によって、斐伊川、神戸川の抜本的な治水計画が検討され、両河川を一体とした治水事

業が計画された。志津見ダムは、この計画の一環として神戸川の上流に位置する飯石郡頓原町志津

見地区に建設が予定されているダムである。

計画によると、志津見ダム建設予定地は湛水面積230haと広大である。このなかには多くの文化

財があり、また未発見の埋蔵文化財の存在が推定されたことから、島根県教育委員会では埋蔵文化

財の分布調査に迫られた。折しも頓原町教育委員会では町内の遺跡分布調査事業が進められており、

県教委ではこれに同調し昭和63年 (1988)にダム建設予定地内の分布調査を行った。町教委の調査

の結果、遺跡が希少であっだ志津見、八神、角井地区で、150カ所にのぼる埋蔵文化財が確認さ

れキ
)志
津見ダム建設予定地内には44カ所の遺跡が存在し6カ所の遺跡推定地があること力半J明した。

またこれと同時に、ダム建設によって消えていく民俗文化財について、2カ年にわたって調査が県

教委によって行われ、その成果は平成 2年度 (1990)に公刊されているを
)

平成元年度 (1989)に至り、施工主である建設省斐伊川・神戸川総合開発工事事務所は代替地造

成、道路付替工事など、地元生活再建整備事業に着手することになり、地内の埋蔵文化財包蔵地の

調査を島根県教育委員会に依頼した。これぞ受け、島根県教育委員会では阿丹谷地区生活再建事業

予定地内の発掘調査を開始した。ここでは、鉄井迫遺跡 (製鉄遺跡 )、 引地城跡 (中世)の 2カ所

が周知の遺跡とされていたが、調査の結果遺構、遺物は確認できなかった。

平成 2年度 (1990)は岡地区の調査を中心に阿丹谷地区の調査も併せて行った。岡地区は主要地

方道出雲二次線 (現在の国道184号 )のつけ替えにともなう明剣 トンネルの建設が予定され、さら

にその周辺が生活再建地として造成工事が計画された。ことには板屋 I遺跡が遺跡として周知され

ており、調査の結果近世の住居跡などが検出された。また、これに続き阿丹谷地区では阿丹谷辻堂
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跡と森脇山城跡の調査に入った。阿丹谷辻堂跡は堂の原、森脇の2カ所の石塔があり、石塔の記録

および地下構造の有無を確認するため発掘調査を行った。2カ所とも地下構造がなく、調査は石塔

を記録して終了した。森脇山城跡は共同墓地の予定地となっており、郭は工事対象外であるものの

関連遺構の存在が予想されたため、工事予定地内の丘陵頂部を中心に発掘を行った。調査の結果、

遺構、遺物は確認されず、城跡の範囲はここまで広がらないことがわかった。調査はその後、既存

の地形図 (200分の 1)に郭、堀切などを書き込みして記録を取り終了した。

平成 3年度 (1991)は谷川南地区生活再建予定地の調査を行った。ここは以前から土器が採集さ

れ、地形的にも遺跡の立地条件としては最適の場所であり、多数の遺構、遺物の存在が予想された。

その光め、年度当初から発掘調査を開始し遺構の検出に努めた。予想通り、発掘当初から竪穴住居

跡をはじめ多くの遺構遺物が検出され、単年度での調査完了は難しいように思われた。ところが、

当初計画されていた町営住宅 2棟が 1棟に縮小されたことから、調査面積は約7,000m2から約5,000

m2に減少した。そのため、調査期間は次年度までずれ込んだものの、平成 3年 4月 から平成 4年 5

月までの約■力月間 (1～ 3月 は中断)で終了することができた。なお、全体図の作成については、

仰ワールド航測コンサルタントに委託し、20分の 1の図を作成した。

調査組織は以下のとおりであった。

ぢ平成 2年度 (1990年 )

事 務 局 泉恒雄 (文化課長)藤 原義光 (同課長補佐)勝 部昭(同課長補佐)野 村純―(同

文化係長)坂 根繁 (同主任) 田部利夫 (島根県教育文化財団嘱託 )

調 査 員 宮沢明久 (文化課埋蔵文化財第 1係長)柳 浦俊― (同主事)

調査補助員 田中地亮 山崎順子

調査協力 伊藤厚志 (頓原町教育委員会社会教育主事)
。平成 3年度 (1991年 )

事 務 局 目次理雄 (文化課長)藤 原義光 (同課長補佐)勝 部昭(同課長補佐)高 橋研(同

文化係長)伊 藤宏 (同主事) 田部利夫 (島根県教育文化財団嘱託 )

調 査 員 宮沢明久 (文化課埋蔵文化財第 1係長)柳 浦俊―(同主事)大 野俊治(同兼主事)

調査補助員 田中廼亮 山崎ll■子

調査協力 伊藤厚志 (頓原町教育委員会社会教育主事) 山崎修 (同主事 )

・平成 4年度 (1992年 )

事 務 局 目次理雄 (文化課長) 山根成二 (同課長補佐)高 橋研(同文化係長)伊 藤宏(同

主事)勝 部昭 (島根県埋蔵文化財調査センター長)久 家儀夫 (同課長補佐)工

藤直樹 (同企画調整係主事) 田部利夫 (島根県教育文化財団嘱託)
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調 査 員 内田律雄 (島根県埋蔵文化財調査センター調査第 4係長)柳 浦俊― (同主事)木

村直人 (同兼文化財保護主事)大 野俊治 (同兼主事 )

調査補助員 田中勉亮 山崎llk子

注 (1)頓原町教育委員会『頓原町の遺跡 志 地々区』1989

(2)島根県教育委員会 建設省中国地方建設局『志津見の民俗』1990

辺 の 遺 跡

島根県飯石郡頓原町大字志津見には、これまで古代にさかのぼる遺跡はあまり知られていなかっ

た。わずかに、天平5年 (733)に編述された『出雲国風土記』に記載される「通道」の中に「志

都美麦咆が見られるだけであだと
)し
かし、その位置については必ずしも特定されておらず、地元の

言い伝えでは明剣神社付近と言われてきた (島根県遺跡地図T9)。 古代遺跡としては八神地区に

横穴式石室を主体部とする比丘尼塚古墳 (頓原町指定遺跡)や、角井地区の堂の原横穴などが知ら

れるに過ぎなかった。

昭和 63年度と平成元年度 (1988～89)に頓原町教育委員会が行った埋蔵文化財詳細分布調査に

よって、遺跡の数は飛躍的に増加し、その数は志津見、八神、角井地区で約150カ所にのぼるを
)′

こ

の時の調査では多くの製鉄遺跡のほか、古墳や遺物散布地が新たに遺跡として知られることになり、

これが発掘調査の端緒になった。

飯石郡頓原町志津見、八神地区は一級河川神戸川の上流に位置する山間の土地である。西側には

標高1,126mの 三瓶山を控え、西は石見との境をなし、南は備後との国境に近い。このような土地

柄にあっては住居地となるべき平坦地はあまりなく、この地の遺跡の多くは、頓原町を貫流する神

戸川沿いの河岸段丘上に立地している。

この段丘を構成する土層は、地元で「ハイカ」と呼ばれる火山灰層で、地質学的には三瓶大平山

降下火山灰とされる。この火山灰は三瓶山の最終噴火時に堆積したものと考えられ、その堆積年代

はB P3,600± 75年といず:)遺跡のほどんどはこの層で確認される。今のところ、この層の上面で

発見された遺跡で最も古いものは五明田遺跡の縄文時代中期末 (里木Ⅱ式)の土坑である。この地

域での三瓶大平山降下火山灰層の堆積層は厚く、この下からはまだ遺跡は発見されていないが、将

来これ′より下の層から縄文時代中期以前の遺跡が発見されることも期待される。

縄文時代の遺物散布地としては、与一原遺跡、松が原遺跡、下山遺跡などがあるが、とくに注目

できるのは1991年に頓原町教育委員会が発掘調査を行った五明田遺猷箸ある。ここでは、磨消縄文

土器をはじめ縄文時代後期の上器が遺構に伴って大量に出土し、島根県のみならず西日本の縄文土

2.
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器研究に新たな展望を期待させた。

また、下山遺跡からは両性具有の特殊な石棒が出上している:)この種の石棒は、島根県ではいま

のところこれ以外に出土例を知らない。

古墳としては、前述の比丘尼塚古墳、堂の原横穴墓のほか、分布調査により中原古墳、貝谷古墳

が新たに発見された。ともに横穴式石室を主体部としているようである。

このほか、この地域で多いのが鉄生産遺跡である。このことは鉄の生産がこの地方の主要産業の

一つとして古くより盛行したことをうかがわせるものである。

古文書の中に見られる炉には弓谷炉・下山炉・堂ノ原炉 (吉田村田部家文書)と檀原炉 (田儀桜

井家文書)があるが、これらの記録に現れない製鉄遺跡は10ケ所を超える。その中には、近世以前

にさかのぼる規模の小さい野炉とみられるものもある。

この地域の中世遺跡に山城跡がある。森脇地区の森脇山城跡は今回の地形測量によって典型的な

戦国時代の山城跡であることがわかった。このあたりは出雲・石見の国境線となっており、中世に

この地方を制覇しようとした毛利 。尼子氏による雲芸攻防戦が「戦記物」にも登場するところであ

る。

以上のように志津見、八神地区の神戸川流域は出雲・石見の国境、また山陰と山陽を結ぶ交通の

要衝として古代から中世にかけて重視されてきた地域であり、それにともなって各時代の様々な遺

跡が存在することが考えられる。

注 (1)加藤義成 『出雲国風上記参究』 1969

(2)頓原町教育委員会 『頓原町の遺跡』 1989

(3)林正久 三浦清 「三瓶火山のテフラの層序とその分布」 『山陰地域研究 (自然)』  1983

(4)頓原町教育委員会 『五明田遺跡』 1991

(5)山崎修 「頓原町下山遺跡出上の石器について」 『八雲立つ風土記の丘』 Nb■ 2 1992
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志津見ダム建設予定地内遺跡分布図
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遺  跡  名 所 在 地 種 類 備 考

1 遺 跡 頓原町大字志津見門 集落跡

2 森 脇 金 蔵 炉 跡 頓原町大字志津見森脇 製鉄遺跡

3 鍛 治 屋 炉 跡 頓原町大字志津見森脇 製鉄遺跡

4 神 原 遺 跡 頓原町大字志津見神原 遺物散布地 須恵器 土師器
5 中 原 遺 跡 頓原町大字八神中原 古墳 墳丘は消滅

6 小 丸 遺 跡 頓原町大字八神北 lFd跡

7 谷 川 遺 跡 頓原町大字八神谷川 遺物散布地 土師器

8 森 遺 跡 頓原町大字八神森 集落跡 土師器 須恵器、住居跡
9 おとみ―さん遺跡 頓原町大字八神森 祭祀遺跡

五 明 田 遺 跡 頓原町大字八神五明田 遺物散布地 縄文土器

明 限 寺 遺 跡 頓原町大宇八神中村 城跡 鉄洋散布

中 村 上 遺 跡 頓原町大字八神中村 城跡 野炉跡

森 脇 遺 跡 頓原町大字志津見森脇 城跡

阿 丹 谷 遺 跡 頓原町大字志津見阿丹谷 城跡

引 地 城 跡 頓原町大字志津見引地 城跡 吉墓群

茶 山 城 跡 頓原町大字志津見森脇 城跡

鉄 井 廻 炉 跡 頓原町大字志津見森脇 製鉄遺跡 消滅

大 平 城 跡 頓原町大字志津見大平 城跡

板 屋 遺 跡 頓原町大字志津見岡 遺物散布地 須恵器 土師器
徳 原 炉 跡 頓原町大字志津見徳原 製鉄遺跡

後 平 城 跡 頓原町大字志津見後平 城跡 宝鐘印塔残欠

貝 谷 城 跡 頓原町大字志津見貝谷 城跡

貝 谷 遺 跡 頓原町大字志津見貝谷 古墳 土師器 須恵器

貝 谷 炉 跡 頓原町大字志津見貝谷 製鉄遺跡 一部欠失

丸 山二 号 炉 跡 頓原町大字志津見丸山 製鉄遺跡

丸 山一 号 炉 跡 頓原町大字志津見丸山 鍛冶跡

大 槙 炉 跡 頓原町大字志津見堂原 製鉄遺跡

権 現 山 城 跡 頓原町大字角井下山 城跡

下 山 遺 跡 頓原町大字角井下山 遺物散布地 石器

下 山 炉 跡 頓原町大字角井下山 製鉄遺跡

権 現 山 炉 跡 頓原町大字角井下山 製鉄遺跡

獅 子 谷 炉 跡 頓原町大字角井獅子谷 製鉄遺跡 金屋子祭祀跡

殿渕山毛宅前炉跡 頓原町大字角井殿渕 製鉄遺跡

殿渕金クソ畑炉跡 頓原町大字角井殿渕 製鉄遺跡

志 都 美 箋」 頓原町大字志津見岡 『出雲國風上記』所載 地元伝承

森 脇 山 城 跡 頓原町大字志津見森脇 城跡

角 井 遺 跡 頓原町大字角井中廻 遺物散布地 石器 縄文土器
比 久 尼 塚 吉 墳 頓原町大字八神東 古墳 町指定史跡

獅 子 古 炉 跡 頓原町大字獅子 製鉄遺跡

竹 谷 炉 跡 頓原町大字獅子 製鉄遺跡

波 多 宝 僚 印 塔 掛合町大字波多 古墳

比 丘 尼 城 跡 掛合町大字波多 城跡
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調 査 の 概 要

森遺跡は飯石郡頓原町大字八神637-1外に所在する。この周辺は神戸川とその支流才谷川によっ

て形成された河岸段丘地形で、山間部にあっては比較的まとまった耕地を有する。近隣には、縄文

時代後期の遺跡である五明田遺跡があり、ここが縄文時代以来良好な居住の場所であったことがう

かがえる (第 1図 図版 1)。

この河岸段丘は南側の山際がもっとも高く、北に向かうにしたがって次第に低くなる。今回の調

査地点北端でもっとも落差が大きく、本調査区と北側の水田との比高差は約 4mである。調査地点

は調査前は水田として利用されており、開発等によって地形が大きく改変されることはなかったよ

うである。そのため、遺構の残存状態は非常によく、良好な資料を多量に得ることができた。

土層は、基本的に上から1.耕作± 2.黄褐色土 (水田基盤層一客土) 3.黒 色上の順で堆

積していた(第 3図 )。 1、 2層は全面同様の厚さであったが、3層の厚さは、調査区西半部で約10

Cmと薄く、東半部で約40～ 50Cmと 厚かった。地山は、3層の下で検出された。これは地元で通称

「ハイカ」と呼ばれる三瓶山の火山灰土で、地質学的には三瓶大平山降下火山灰と呼ばれる砂質火

山灰である。

地山面は調査区の西側がもっとも高く、調査区中程で段がつき、それより東側はもっとも低い

(第 2・ 3図 )。 東西の比高差は約 lmでぁる。

検出された遺構は、竪穴住居跡21棟、掘立柱建物 5棟、土坑墓13、 土坑約60、 清状遺構 1のほか

多数のピットが検出された(第 2図 )。 これらの遺構の多くは調査区の東部で検出されている。遺構

はいずれも地山面で検出されたが、S110、 18の竃上端の高さや、S121の上層堆積状況から考え

ると、遺構の掘り込み面は 2層中にあると思われる。

竪穴住居跡は、弥生時代後期 7棟、古墳時代末から奈良時代にかけてのもの14棟である。弥生時

代後期の竪穴住居跡は平面形が円形で、規模は5mを超える比較的大型のものが多い。柱穴は壁の

やや内側に円形に配され、中央にもピットが 1個ある。それに対し、古墳時代末から奈良時代の竪

穴住居跡は、すべて平面形が方形で壁の一つに造り付けの篭を有しているという特徴がある。規模

は5m前後の大型のものと3m程度の小型のものとがあり、前者には 4本の柱穴がともない後者に

はともなわない。出土遺物をみると、大型のものが古く、小型のものが新しいようである。今回検

出した古墳時代から奈良時代の竪穴住居跡14の うち、3棟は焼失住居である。

竪穴住居跡内からは多くの上器が出土した。ほとんどは土師器甕であったが、土師器邪、高邪、

須恵器蓋邪、高不などがいずれの住居跡からも出上し、時期を知ることができた。焼失住居が多い
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ためか、良好な出土状態の遺物がみられた。とくに、S110では土師器高邪、邪、須恵器蓋が入れ

物にいれたままの状態で、土師器甕、甑が置かれたままの状態で出上したのは注目される。これら

の上器に混じって、大和からの搬入土師器郭が出上したことは、当時の流通を考えるうえで重要で

ある。また、S121では木製の横櫛が完全に炭化した状態で出土した。おそらく、横櫛としては島

根県では最古、全国的にみても古い時期の横櫛と思われる。7世紀代にこのような櫛が存在した事

実は、当時この地がけっして閉鎖的な土地ではなく、他地との活発な交流があった証拠の一つとい

えよう。

掘立柱建物は 5棟組むことができた。しかし、調査区全面で多数のピットが検出されており、こ

れ以外の掘立柱建物が存在した可能性がある。遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

古墳時代末から奈良時代にかけての竪穴住居跡にともなう可能性が高いように想像される。また、

S B04、 05は大型の掘立柱建物で、特殊な建物のように感じられた。

溝状遺構も古墳時代末から奈良時代にかけての竪穴住居跡にともなう遺構である。これは調査区

中央から東南端に斜めに横切るように掘られている。出土遺物から竪穴住居跡と同じ時期であるこ

とがわかるが、その性格は不明である。

土坑墓は13個が検出できた。他の上坑の中にも墓的性格をもつものがある可能性はあるが、ほぼ

まちがいなく土坑墓と判断できたのは13イ固であった。土器細片は多く出土したが、副葬品といえる

遺物はS K07から多量の管玉が出上したに過ぎない。そのため、時期を決定することはできないが、

管玉の形状などから概ね弥生時代後期と考えた。これらは主軸の方向に 4つのまとまりがみられた。

なお、S K07から出土した管玉は141個にのぼり、一つの遺構から出上した個数としては非常に多

く、この土坑墓の被葬者の地位が推し量られる。

土坑については、遺構であるか否かの判断がつかないものが多くあり、今回図示したのは36個に

とどめた。これらは企画性がなく、性格は不明といわざるをえない。時期についても、縄文土器の

出土は多いもののわずかながら弥生土器が混入しているものもあり、出土土器がそのまま土坑の時

期を示しているとは言いがたい。

出土遺物の内容は、縄文時代後期から江戸時代にかけて多岐にわたる。縄文土器は後期、晩期の

上器がまとまらて出土した。多くは調査区西半分から出土しており、東偵Iからはほとんど出土して

いない。遺構にともなわない土器は包含層出土として地点を押さえずに取り上げたが、調査時には

確認できなかっただけで、実際には遺構が存在していたかもしれない。克明に記録を取っていたな

らある程度出上分布のまとまりが検出できた可能性があり、調査方法に問題があったことを認めざ

るをえない。

縄文土器はこれまで島根県では資料の少なかった、彦崎K2式、福田KⅢ式が小片ながら多く得
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られた。また、海岸部ではほとんど出上していない 2条突帯文土器が比較的多く出土し、山陽地方

との関連が注目されに。

弥生土器は、後期のものがほとんどであったが、前期のいわゆる遠賀川式土器がわずかながら出

土した。平成 2年の五明田遺跡の調査でも弥生時代前期の上器が出上しており、遺構はまだ検出さ

れていないが、近隣にこの時代の集落が存在することがうかがえる。後期の土器は竪穴住居跡にと

もなうと考えられるものがほとんどであった。

古墳時代、奈良時代の遺物もほとんどが竪穴住居跡にともなうものであった。若干第 2層から出

上し花ものがあり、この近くにさらに当該期の遺構が存在することを予想させる。中世の遺物は、

自磁、青磁をはじめ中国製の輸入陶磁器がまとまって出上した。なかには中国製焼締陶、褐釉など

珍しいものも含まれている。また、石硯が数点出上している。陶磁器類は17世紀の肥前系のものも

あるが、14世紀から16世紀のものが多い。出上した層は、水田の客土である第 2層で、これらの遺

物が原位置を留めていないことは明らかであるが、周辺に存在した中世城館跡の上杉ここに客土し

たものと考えられ、近隣に有力層の本拠地が存在する可能性がある。

2.検 出 遺 構

(1)竪 穴 住 居 跡

森遺跡では21棟の竪穴住居跡が検出され、そのうち18棟を完掘した。これらはおおまかに弥生時

代後期の住居跡と古墳時代末～奈良時代にかけての住居跡の 2時期に分けらられる。これらの竪穴

住居跡内からはいずれも大量の遺物が出土しており、各住居跡の項で遺物の説明を逐一行うことは

非常に繁雑となる。そのため特に多く出上した後期弥生土器および土師器、須恵器の分類を最初に

行い、住居跡各項の一覧表にその分類を記載することとする。

出土土器の分類 (第 4、 5図 )

弥生上器 (第 4、 5図 )全 形がわかるものが少ないため、日縁部の形態によって分類した。

萎A  口縁端部が肥厚するもので、端部は内傾する。上方への繰り上がりはない。日縁端部に

は凹線まには沈線が施されることが多い。

甕Bl 日縁端部が上方に拡張し複合口縁となっているが、その幅が非常に狭いもの。口縁端部

は内傾する。

甕B2 口縁端部が肥厚して上下方に拡張するもの。口縁端部は内傾する。擬凹線を入れるもの

が多い。
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甕 B3 口縁端部は肥厚し、外傾するもの。擬凹線が入

る。

頚部から日縁部にかけてやや長いもの。擬凹線

を入れるものが多い。

日縁端部が複合口縁で、内傾するもの。擬凹線

を入れるものが多い。

甕 B4

甕B5

甕Cl 日縁端部が複合口縁で、直立気味にやや長く伸
びるもの。櫛描きの沈線が入るものが多い。

甕C2 複合日縁で口縁端部が長く伸び、外反気味にな

るもの。上端部は肥厚する。櫛描きの沈線が入る

ものが多い。

甕Ca 複合口縁だが日縁端部は短く外反または外傾す
る。無文。

甕Dl 複合日縁で、日縁部の外反は甕 Caよ り強い。

器壁は比較的薄く、上端部の肥厚も弱い。櫛描き

の沈線が入る。

甕D2 複合日縁で日縁部端部は長く伸び外傾する。全

体に器壁が厚く、口縁屈曲部の稜は鈍い。日縁部

は無文のものが多い。

甕D3 複合口縁で日縁端部が長く伸びて外反するもの。

日縁上端部は肥厚するものは少ない。櫛描きの沈

線が入る。

重A  単純口縁で、日縁部は短く直立またはやや内傾

する。日縁端部は肥厚する。

壺B  単純口縁で頚部が「 く」の字形に屈曲する。

壺C  日縁部が上下に拡張し内傾または直立するもの。

擬凹線が入るものが多い。

重D  口縁部が複合日縁で、端部は長く外反する。櫛

描きの沈線が入るものが多い。

上師器 (第 5図 )古 墳時代末の土師器と奈良時代の上

師器とを一括して分類する。とくに甕、邪について分類す

B3
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，
か
巡
ヽ
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る。甕は日縁部だけではあまり変化がないことから、全形を知り得るものを中心に形態分類を行う。

襲Al 日縁部が短く、胴部が張るもの。

襲A2 日縁部が短く、胴部が張らないもの。

襲A3 口縁部が短く、長胴のもの。

墓A4 口縁部がAl～ A3よ り長く外反するもの。

甕A5 口縁部がAl～ A3よ り長く直線的に伸びるもの。

甕A6 口縁部は他の甕Aと同様だが、胴部が強く張り球形のもの。

甕B  器形は襲Aに似るが、全体に器壁がうすいもの。口縁部、頚部の厚さが胴部とほぼ同じ

で、全体の感じが甕Aとかなり違う。

邪A  体部が内湾してそのまま丸底の底部にいたるもの。器壁が非常に厚い。

邪B  器高が低く非常に浅身で、皿に近い器形のもの。器壁は邪A同様に厚い。

邪C  日径に比べ器高の高い、比較的深身のものc器壁は邪A同様に厚い。

邪D  大型の上器で、日縁、体部は強く内湾して肩が張る。器壁はA～ Cよ りもうすく、底部

は丸底。

邪E  平底で日縁部、体部は外反するもの。へら磨きなどでていねいに調整され、赤色塗彩が

施されるものがある。器壁は薄手である。

邪F  大和産のもの。丸底で体部は内湾し口縁端部はわずかに屈曲する。深身で器壁は非常に

薄い。へら磨きでていねいに器面調整され、内面には放射状の暗文がみられる。

須恵器 (第 5図 )須 恵器の出土量は土師器に比べ少ない。郷、蓋についておおまかに形態分類

を行う。

蓋Al 天丼部の丸い、古墳時代の須恵器の系譜を引く蓋。天丼部と口縁部の境に稜があるもの。

蓋A2 天丼部の九い、古墳時代の須恵器の系譜を引く蓋。天丼部と口縁部の境に稜がないもの。

蓋B  天丼部に輪状つまみがつき、日縁端部が垂直に屈曲するもの。

邪A  たちあがりと受部をもつ、古墳時代の須恵器の系譜を引く邪。

邪B  ヲ
'常

に小型で、たちあがり、受部、高台をもたないもの。底部は丸底に近く一見蓋A2

の小型に見える。

郷C  体部、日縁部は内湾し高台がつく、出雲地方に多いもの。やや厚手。

邪D  ttCに比べ口縁部、体部がやや直線的に伸びるもの。郷Cよ り薄手。

高邪A 邪部口縁部は内湾する器形で、脚部には透かしが入るものが多い。

高邪B 邪部の底部は平底で、日縁部は外反する。邪部底部と日縁部の境は屈曲し明瞭に区別で

きる。
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弥生時代後期の竪穴住居跡

S101(第 6図 図版5)平 面形がほぼ円形で、径約4.8mの小型の竪穴住居跡である。河岸段

丘縁辺に接しており北西の一部は崩落している。これは残存度が非常に悪く、壁はほとんど残って

いなかった。壁に接して周溝が掘られ、床面はほぼ水平である。床面には楕円形の中央ピットとピ

I暗掲色上

2濃黒掲色土
3淡褐色土
4黄掲色土
5黒掲色土

283.OmB′

2m

第 6図 森遺跡 S101実測図 (1:60)
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土したにすぎない。第 7図 1は萎 Blである。

S101計測表

たPl～ P6と思われる。

出土遺物は少なく、第 7図

(図版65)に図示した弥生土器

のほか突帯文土器などが数片出

S101出土遺物一覧表  ( )は現存値

Cm

第 7図 森遺跡 S101出土上器 (1:4)

平 面 形 円 形

規 模

上     面 下     面 床  面  積

(4.0)× 4.8m l(3.9)× 4.7m l 約 17.3m=

壁 高 3  -  1 3  Cm

周 溝 幅 15～ 35 Cm 深さ 2～ 4 Ca

柱穴

(Cn)

番 号 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7

上面径 35× 35 30× 30 40× 30 35× 35 30× 30 35× 35

深  さ

中 央

ピット

上 面 径 深 さ

75 X 55 Cn Cn

挿図

番号

凶倣

番号
器種 分類

涯 重 cn,
形 態 文 様・手 法 備 考

口 径 高 匠  径

第 7図

-1
65 甕 Bs 12.2 (29)

口縁直立 擬凹線 3条

-2 底部 (2.3)
平底 外面ミガキまたは

ナデ 内面削り

-3 胴部

外面ヘラ状工具に

よる刺突 2段 ナ
デ内面削り
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第 8図 森逮跡 S102実測図 (1:60)
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S102(第 8図 図版 5)平 面形がほぼ円形で径約 6mの大型の竪穴住居跡である。北側の一

部はS D01と 重複しており、平面の観察によると新旧関係はS103(古 )→ S D01(新 )である。

周溝は認められなかったが、南狽Iに幅40～ 60CIllの浅い溝が壁のやや内側に 3分の 1周巡っている。

床面中央には不整楕円形の中央ピットが、竪沿いには主柱穴と思われるピットが 6個円形に配され

ている。これらのピットはほぼ等間隔にあり、その間隔は約2.4mである。床面は凹凸が著しいが、

貼り床などは確認できなかった。

出土遺物は住居跡内全面から出上したが、その量は少なく図示できたのは第 9図 (図版65)に示

しただけである。第 9図 1、 3が甕 B5、 2が甕 C2、 4が甕D2である。

S102計測表

平  面  形 円 形

規 模
上 面 下 面 床  面  積

6  0 X 5  4 m 5. 9 × 5  3 m 約 246mユ

壁 高 2 ～  18 Cm

柱 穴

番 号 Pl P2 P3 P4 P5 P6

上面径 40× 40 35X35 80X40 40X35 45X40 50× 40

深  さ 67

柱痕径

中 央
ピット

上 面 径 深 さ

65 × 70 CIl 3    Cm

//      1    
｀`ヽ
ここヽ 4

OCm

ヽゝ
10

第 9図 森遺跡 S102出上土器 1～ 6(1:4)7～ 10(1:3)
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S102出土遺物一覧表  ( )は現存値

凶
号
坤
番

凶 椒

番号
器種 分類

浸    量 (ca l
形 態 文 様・手 法 備 考

口 径 器  高 底 径

第 9図
-1 甕 B5 235 (53)

口縁困1唄 震凶採 3余 外国
ハケロ十ヨコナデ
内面削り
擬凹線 4条
内面肖IIり-2 同上 C2 182 (26)

口縁外慎

-3 同上 Bs 127
口縁円傾 擬凹裸 2条

盲部 tと求II牢ヤ

-4 同上 D2 182 (345) 困 面 踏 な 1ノ ヨコすす 坐受

-5 底部 (36)
71向 ミガキ
内面肖Wり

-6 底部
外面 ミガキ
内面肖Wう

-7 甕

続運
デ
る
ナ
よ
外
に貝
文
う

棋
突
削

２
刺
内

-8
クシによる刺突又
外ナデ 内削り

-9
ヘラによる不町突
外ナデ  内肖Hう

―-lC 士霊
クシ輌況裸 外ハ
ケ日 肉苫‖う

283 0m A′

283 0m D′

Ｃ．
283 0m c′

283 0m Bイ

第10図 森遺跡 S103断面図 (1:60)
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S103計測表

平 面 形 円 形

規 模
上     面 下     面 床  面  積
63× 64m 1 62× 6 2m l 約 30.2m=

壁 一局 8 ～  17 Cm

柱穴

(Cm)

番 号 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7

上面径 55X40 40× 45 45× 45 40X45 55× 85 45× 45 45X40

深  さ

柱痕径

中 央

ピット

上 面 径 深 さ

100 X 120 CШ

|く

L」

|

山|

翻 F'

I暗褐色土

2灰褐色土

S103実測図 (1:60)

-25-
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S103(第 10・ 11図 図版 6) 平面形がほぼ円形

で径約 6mの大型の竪穴住居跡である。これも残存度

は悪く、壁がごくわずかしか残っていない。周溝はな

く、床面中央には円形の中央ピットがあり、壁に沿っ

て主柱穴と思われるピットが 7個円形に配されている。

これらのピットはP3と P4の間隔がやや広いが、他

はほぼ年間隔に配されている。P3と P4の柱間が約

24m、 他のピットの柱間が1.9mである。

出土遺物は第13図 2～ 4(図販67)な どがPl上面

に集中していた (第12図 図版 6)。 1が甕 Cl、 2が

甕C2で、4は叩き石である。

O                       Im

第12図 森遺跡 S103遺跡出上状態
(1 :20)

∩
Ｎ
Ｍ
Ｕ

斡
。
４

A′

B′

“

m

第13図 森遺跡 S103出土上器 1～ 3

―-26-―
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S103出土逮物一覧表  ( )は現存値

Φ I

1黒掲色± 2黒色± 3明 黒掲± 4責掲色砂質土

第14図 森遺跡 S104実測図 (1:60)

282 0m F′

凶
号
師
番

倣
号
図
番

器種 分類
な 重

形 態 文 様 。手 法 備 考
口  径 器  高 底  径

第13図

-1 甕 B5 (18)
口縁やや内傾 擬凹線 3条

ヨコナデ

-2 67 同上 C2 (68)

口縁外傾 クシ摘沈線■条
2枚貝による刺突
内面ミガキ 削り

Pl上面出土

-3 底部 (162)
外ハケロ+ナデ
内削り

Pl上面出土

-4 67 叩石 ?
長

1055

口
田

345
県

25～26

自然石の可能性あ

り Pl上面出土

―-27-

2m



S104(第 14～16図 図版 7)平 面形がほぼ円形で径約 6mの大型の竪穴住居跡である。壁際

には周溝はみられず、底面は凹凸がある。調査時に底面直上にやや固い層が認められたことから貼

り床をしていたと思われる。

底面には計13個のピットが検出され、 2棟が重複したものと推定される。Pl～ P5は各柱間が

約2.2m、 P6～ 9は各柱間が約1,7m(P6-P9間 のピットは欠落と推定)で、ともに円形に並

ぶことから2棟の重複と考えた。調査で検出された壁に伴う主柱穴はPl～ P5と考えられる。床

面にはこのほかに幅約10～ 40Cmの浅い溝が壁の臨側で検出されたが、これがP6～ P9を主柱穴と

する竪穴住居跡の周溝と推定される。この溝状遺構が竪穴住居跡の周溝とするなら、この竪穴住居

P5

ワ

282 5m A

282 5m B′

282 5m D

Ⅲ
嘲

す
.l

15図 森遣跡 S104断面図 (1:60)

-28-
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跡は径約 5mの円形と思われる。調査時には、この 2つの竪穴住居跡の新旧関係を明らかにするこ

とができなかっに。

出土遺物は、住居跡内の上部から下部まで大小の破片がぎっしりと詰まった状態で出土した (第

16図 図版 7)。 また、遺構確認面より高い位置からもかなりの量の遺物が出土しており、遺構の

掘り込み面は検出面よりさらに高い位置だっkかもしれない。包含層出土土器として後に掲載する

弥生土器も大半はこの位置から出土しているが、これらの上器もS104に伴う可能性は高いと思わ

れる。

住居跡内からは甕A、 Bl～ B6、 Ci～ B9、 D2、 D3、 壺 B、 碗、磨石または叩き石、砥石など

さまざまな種類が出土しているが、どちらの住居跡に伴うかは不明である (第17～21図 図版66～

73)。

0               2m

第16図 森進跡 S104遺物出土状態 (仕 60)

一ミ

-29-



S104計測表

平  面  形 円 形

規 模

上    面   1   下    面   1   床  面  積

57X62m 1 54× 6 0m l 約 255m=

竪 高 2 ～  24 Cn

周 溝 幅 20～ 35 cШ 深さ 6～ 9 cm

柱 穴

(CIll)

番 号 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7

上面径 60× 50 65X60 40× 40 55X40 35X30 55× 30 60× 45

深  さ 55

番 号 P8 P9 P10 P ll P12 P13 P14

上面径 35× 30 55× 55 55× 50 60× 50 60× 55

深  さ 62

中 央

ピット

上 面 径 深 さ

90 × 80 cm 20 cn

S104出土遺物一覧表  ( )は現存値

図
号
挿
番

版

号

図

番
器種 分類

注

形 態 文 様・手 法 備 考口  径 器  高 廣  径

第17図

-1
67 甕 A (985)

頸部外傾 浅い擬凹線 3条

クシによる刺突
ハケロ ケズリ

-2 同上 B2 (30)
口縁内傾 クシ沈線 4条

ケズリ

-3 同上 A (34)
口縁内傾 擬凹線 2条

ヘラ刺突 ケズリ

-4 同上 B2 (285)
口縁内傾 擬凹線 3条

ケズリ

-5 同上 B5 (25)
口縁内傾 擬凹線 2条 棒に

よる刺突 ケズリ

-6 同上 B5 (315)
口縁内傾 擬凹線 4条

ケズリ

-7 同上 B5 2235 (32)
口縁内傾 擬凹線 4条 ヘラ

刺突 ケズリ

-8 霊 C 1485 (385)

口縁内傾 擬凹線 4条 頸内
面ミガキ ケズリ
ρ

-9 望 C (67) 口縁直立 擬凹線 5条
―-10 甕 B2 (215) 震凹線 4条
― -11 67 同上 B4 1345 (265) 頸部長い? 無文 ケズリ

-30-



凶
号
師
番

倣
号
凶
番

器種 分類
霰 量 cm)

形 態 文 様・手 法 備 考
口  径 器  高 底  径

―-12 甕 Bs (20) 口縁内傾 擬凹線 3条

―-13 同上 C2 (33)
口縁端短い 外反 クシ沈線 4条

ヘラ刺突 ケズリ
―-14 同上 B5 1345 (225) 口縁直立 無文 ケズリ
―-15 同上 B5 (4.25) 口縁直立 擬凹線 4条

―-16 同上 B5 (37)
口縁肉湾気味に直

立

擬凹線 4条

2枚貝刺突
―-17 同上 B5 (33) 口縁直立 無文 ケズリ

―-18 同上 B6 (305)
口縁直立 擬凹線 3条

ケズリ

―-19 同上 B5 (41)
頸部やや長い

口縁内傾

擬凹線 4条 ハケ
ロ ケズリ

―-20 同上 B5 1295 (40)
頸部やや長い

口縁直立

擬凹線 3条

―-21 同上 B5 10.5 (70)

口縁外傾 擬凹線 2条 クシ
刺突 2段  ミガキ
ケズリ

―-22 同上 B。 2015 (32)
口縁端外反 擬凹線 4条

ケズリ

―-23 同上 B5 (3.2)
口縁直立 擬回線 2条

ミガキ

-24 同上 Bs (98)
口縁内傾 胴部
張る

無文 ミガキ
ケズリ

鉢の可能性あり

―-25 同上 B4 2175 (4.5)
口縁外反気味に直

立

擬凹繰 3条
ヘラ刺突 ケズリ

―-26 同上 B5 2235
口縁直立 擬凹線 3条

ヘラ刺突 ケズリ
第18図

―-27
同上 Bs (245)

口縁外反気味に直

立

擬凹線 4条

ケズリ

―-28 同上 B4 (415)
口縁直立 クシ沈線 3条

ハケロ ケズリ

―-29 同上 B4 (41)
口縁直立 擬凹線 3条

ケズリ

―-30 同上 B4 (33) 口縁わずかに外傾 擬凹線 3条
―-31 同上 B3 1255 (28) 肉面段不明瞭 無文 ケズリ

―-32 同上 B3 (37)
内面段不明瞭 擬凹線 5条

ヘラ刺突 ケズリ
―-33 同上 C3 (29) 無文 ケズリ

―-34 同上 Cl (905)

口縁短い クシ沈繰 ?

2枚貝刺突 ナデ
かミガキ ケズリ

―-35 同上 Cl (31)
口縁外傾 クシ沈線上をヨコ

ナデ

―-36 同上 Cl 276 (45) 口縁直立 擬凹線 4条

―-37 同上 Cl 1715 (57)
口縁やや外傾

頸部やや長い

擬凹繰 4条

ケズリ

―-38 同上 C2 174 (38) 口縁外傾 無文 ケズリ
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図
号
挿
番

倣
号
凶
番
器種 分類

法 量 ca)
形 態 文 様 。手 法 備 考

口  径 器  高 囁 径
―-39 襲 Bs (3.3) 口縁やや外傾 擬凹線 3条

―-40 同上 Cェ 19.1 (2.8) 口縁やや外反 無文

―,41 同上 Ci (38) 口縁短く外傾 無文 ケズリ

―-42 同上 Dl (3.9)
口縁外反気味に外

傾

擬凹線 ?3条
ケズリ

-43 69 同上 C2 (5,1)
口縁外傾 クシ沈線13条

ケズリ ミガキ?
-44 同上 C3 (3.0) 無文 ケズリ
―-45 同上 Ci 15,95 (2.8) 口縁短い 震凹線 4条

―-46 同上 Cl 21,35 (41)
口縁直立 クシ沈線 6条

ケズリ

―-47 同上 C3 15.85 (29) 口縁外反 無文 ケズリ

―-48 同上 C2 (4.0)
口縁外傾 クシ沈線 3条 十ヨ

コナデ ケズリ

……49 同上 C2 (44)
口縁外傾 クシ沈線 ミガキ

ケズリ

―-50 同上 C2 (3.7)
口縁外傾 擬凹線 4条 ヘラ

刺突 ミガキ

―-51 同上 C2 (42)
口縁やや外反 クシ沈線 6条

ケズリ

―-52 同上 C2 24,15 (5.0)
口縁やや外反 クシ沈線22条

ナデ

―-53 同上 C2 (4.8)
口縁端平坦面 クシ沈線10条

ヨコナデ

―-54 同上 C2 (5.5)
口縁直立 2枚貝連続刺突

ケズリ ヨコナデ
図

５５

・９
　
一

第
同上 C2 24.6 (475)

口縁外傾 顎部ミガキ

ケズリ 無文
―-56 同上 C2 (4.2) 口縁外傾 無文 ケズリ
―-57 同上 C3 15.35 (4.8) ヘラ刺突 ケズリ

一-58 69 同上 D2 22.2 (8.8)
器壁うすい 無文 ケズリ

ヨコナデ

……59 同上 D2 (8,6)
無文 ヨコナデ
ケズリ

―…60 同上 D2 (14.1)
無文 ヨコナデ
ケズリ

-61 同上 D2 (445) ヨコナデ

―-62 同上 D2 (7.2)
クシ刺突 ケズリ
ミガキ ヨコナデ

―-63 同上 D2 21.15 (505) 器壁うすい ヨコナデ ケズリ
―-64 同上 D2 2355 (4.5) ヨコナデ

-6G 同上 D2 2285 (6.3) 口縁やや強く外反 ヨコナデ ケズリ
-6C 同上 D2 (74) 内面段つかない ヨコナデ ケズリ
―-67 同上 D2 (67) 口縁外反 ヨコナデ ケズリ
―-68 同上 D2 (10.4) 口縁外反 ヨコナデ ケズリ

―-69 同上 D2 (8.1)
内面段つかない ミガキ +ナデ

ケズリ

-32-



図
号
挿
番

版
号
図
番

器種 分類
な 重 cm,

形 態 文 様・手 法 備 考
口  径 S 高 底  径

―-70 甕 D2 (49) 内面段つかない ヨコナデ ケズリ
第20区

―-71
同上 Dl (43)

口縁外反 クシ沈線10条

―-72 同上 D3 221 (42)
口縁外反 クシ沈線15条

ヨコナデ

―-73 同上 D3 (90)
口縁外反 クシ沈線13条

ヨコナデ ケズリ

-74 同上 D3 (39)
クシ沈線 8条

ミガキ

―-75 同上 D3 (75)

クシ波状文 直線
文 ヨコナデ
ケズリ

―-76 同上 D9 (59)
稜鈍い 無文 ヨコナデ

ケズリ

―-77 同上 D3 (175)

クシ直線文 波状
文 ヨコナデ ハ

ケロ 下半ミガキ

―-78 士更 D, 1335 (101)
クシ直線文 波状
文 ケズリ

―-79 甕 D9 (42) 無文 ヨコナデ

一-80 胴部 (90)
クシ刺突 ヘラ沈
線 ナデ ケズリ

―-81 底部 (25) やや凹み底 ハケロ ケズリ
―-82 71 同上 (24) やや凹み底 く ガキ ケズリ
―-83 71 同上 (14) 平底 ナデ ケズリ
―-84 71 同上 (25) 平底 ナデ く ガキ

―-85 71 同上 (275) やや凹み底 ミガキ ケズリ

―-86 71 同上 (50)
平底 ミガキ +ナデ

ケズリ

―-87 同上 (24) 平底 ナデ ケズリ

―-88 同上 (23)
平底 ハケロ+ナデ

ケズリ

―-89 同上
最大径

226
(131)

やや凹み底 ミガキ ケズリ 底部穿乳(焼成後 )

-90 同上 (31) 平底 ナデ ケズリ

-91 同上 (65)
平底 ハケロ ミガキ

ケズリ

第21図

―-92
71 霊 B (43)

ケズリ

-93 71 輌こ? 11 05 (19) 外傾 ヨコナデ ケズリ

―-94 71 士堕
ヘラ洗線

ヨコナデ ケズリ
赤色塗彩

―-95 71 士霊
太い沈繰

ヨコナデ

―-96 71

2枚貝による有軸

羽状文 ナデ
ケズリ
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凶
号
師
番

倣
号
図
番

器種 分類
法 cm,

形 態 文 様 。手 法 備 考
口  径 器 澪 匠  径

―-97

2枚貝による刺突
ヨコナデ

ケズリ

―-98

2枚貝による有軸

羽状文 ハケロ
ケズリ

―-99 直線文 刺突文
(ヘラP)ケズリ

―-100 羽状文 (ヘラ)

ケズリ

―-101
爪形の刺突文 2段

ナデ

―-102
クシ刺突

ナデ ケズリ
―-103 刺突 2段 ケズリ

―-104 刺突 2段 (貝 ?)

ケズリ

―-105 刺突 2段 (棒 )
ナデ ケズリ

―-106
2枚貝刺突

ナデ ケズリ

―-107
2枚貝押引き状の

刺突 ミガキ
ケズリ

―-108
ヘラ刺突 2段

ケズリ

―-109 72
2枚貝刺突 波状
文 ケズリ

―-110
2枚貝刺突 ナデ
ケズリ

_111
2枚貝押引き状刺

突 ケズリ

―…112

2枚貝 ?押引き状

の刺突 ナデ
ケズリ

―-113 磨石
長

84
幅

81
厚

4.5

下端と両面中央に

打痕

―-114 磨石
長

１５

幅

11 1

厚

4.7

表面にスス状の黒

色物

―-115 磨石
長

82
幅

68
厚

42
周縁に打痕

―-116 磨石
長

(7.8)

幅

83
厚

2.5

下端に打痕 他?
面は平滑

―-117 砥石
長

(8.5)

幅

2.9

厚

1.■α9

両面に凹面 全面擦痕多い

-34-―



6

I

マ

≡ ≡ ≡ ≡

7==耳 豪 Fi4

/′

//
//21

2 郷

いm/

森進跡 S104出上土器 (1)

、`、
｀
25

ク
か
Fρ,β′E

第17図

-35-



＼さヽ35

ミ`ヽ38

｀
｀`42

霧 0

｀`
さ、53

第18図 森遺跡 S104出土土器 (2)(1:4)
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0                                 20Cm

第19図 森遺跡 S104出土土器 (3)(1:4)
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第20図 森遺跡 S104出土土器 (4)(1:4)
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S105～ 07(第22、 23図 図版 8)調 査区の北端で一部を確認した。平面形は円形と思われ、

S107の検出面からの深さは30CIll以上であった。いずれの住居跡も工事対象外であっ淀ため、平面

プランを確認し上面に出上した遺物を取り上げるだけの調査にとどめた。

O              Im

第22図 森遺跡 S107実測図 (1:20)

時
∞
∞
・
〇
ヨ

0                        2m

第23図 森遺跡 S105、 06実測図 (1:20)
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出土遺物はS107が甕A、 S105が甕C2である (第24図 図版73)。 ともに日縁部には擬凹線

(1が 4条、 2がm条)が、肩部には刺突文が施される。第24図 1が口径22.5Cm、 2が日径29Cm、

底径9.lCm、 器高58.lCmを測る。

O               10Cm

第24図 森進跡 S105、 07出土土器 (l S1 05、 2 S107)(1:4)
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|― I黒0■  2-1晴黒色土
「-2暗灰± 2-2暗黒ai

2-3暗灰色

第25図 森遺跡 S108実測図 (1:60)
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古墳時代末から奈良時代

の竪穴住居跡

S108(第25～27図 図版 9、

10)平面形隅丸方形で一片約
5mを測る竪穴住居跡である。

底面には凹凸があるが、地山よ

り5 cmほ ど高い位置で覆上がや

や固く締まっていたことから貼

り床をして床面としていたと思

われる。

東側の壁にはやや南に寄って

竃が造り付けられていた (第27

図 図版 9)。 竃の部分には粘

土塊があっただけで、石組みな

どは検出できなかった。

周溝および柱穴は貼り床を除

去した段階で確認された。周溝

は壁の内側で検出され、壁と周

S108出土遺物一覧表

第26図 森遺跡 S108遺物出土状態 (1:60)

凶
号
捕
番

放
号
凶
番 器種 分類

膿   量 Cm
形   態 文 様 。手 法 備 考口  符 器  高 医  径

第28図

-1
須恵器

蓋
Al

器高高い 稜上部に沈線
ヘラ切り後回転ヘ

ラ削り

-2
須恵器

郭
A

ヘラ切り後ナデ

-3
土師器

邦
A ケズリ十ナデ

-4 同上 A ハケロ十ナデ

-5
器

手

師土

把

長

８

幅

貶

厚

蠅
接合痕明瞭

-6
土師器

甕
A 152

口縁うすい ヨコナデ

-7 同上 A5 口縁周外ハケロ+

ナデ 胴部ハケロ
-8 同上 Al (110) 胴部ナデ
-9 同上 Al 188 胴部ハケロ

同上 A3 (29,7) 口縁端玉縁状 明部ハケロ
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1暗茶色土
|

3茶黄色土
5暗茶色土
7黄褐色土

S108計測表

平  面  形 隅 丸 万 形

規 模
上 面  1 下 面  1 床面積
50X51m1 47× 48ml 窯9 9 m″

主 軸 N-72Ψ 一E
堅 吉

同 3 ～  13 Cn
電 の 位 置 票壁雨寄 り

60-70Clll    深 さ   6^ャ2 Cm

Pl P2 P3 P4
柱穴
(Cm) 深  さ
柱痕得

柱 間 距 離
rm)
Pl-2 P2-3 P3-4 P4-1

2茶黄色土
4茶色土
6淡黒色土

あまり出土していない (第26図 図版10)。 須

恵器蓋Al、 郷A、 土師器邪A、 甕Al、 Aっ 、

A5、 把手が出土している。(第28図 図版74～

75)。

出土遺物のうち、第28図 1、 2の蓋郷から、

S108は 6世紀末～ 7世紀初頭の時期と考えら

れる。

∞
∞
∞
・
〇

ヨ 0_T_す___百_引トーーーーーーーーーJm

第27図 森遺跡 S108竃実測図 (1:20)赤 は粘土

溝の間には幅約20Cmのテラスができている。周溝の幅は60～80Cmとかなり広い。 主柱穴は 4本で

周溝の内側で検出された。柱間はP2-3、 Pl-4間 が約1.8m、 Pl-2、 P3-4間 が約2.2

mと平面形が長方形になるように配されている。

出土遺物は住居跡内全面から出土したが、貼り床より高い位置での出上が多く貼り床の下からは

-44-
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に
～
イ
ｔ

0                               20Cm

第28図 森遺跡 S108出土土器 1～ 5(1:3) 6～ 10(1:4)
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I黒色土
2暗褐色土
3黄褐色土
4黒褐色土
5淡掲色土
6白黄色土
7明黄色土
8黒色土
9黒茶色土
10黒色上
II暗茶色土

第29図 森遺跡 S109実測図 (1:60)網目は炭化物
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S109(第29～31図 図版11～15)平面形隅丸方形で一片約 5mを測る竪穴住居跡である。西
壁および南壁の一部は調査区域外のため未発掘である。残存度は悪く、壁高は 5 Cm～ loCm残 る程度

である。床は南半分を中心に貼り床をしているようで、地山から5 cmほ ど高い位置で覆土がやや固

くなっていた。

東竪のほぼ中央には竃が造り付けられていた (第30図 図版14、 15)。 竃の構造は焚き口に柱状
の石を片側に 2個ずつ立てて側壁とし、細長い石をその上に架けていたと思われる (上部の石は住

居跡内側に転落した状態で出土)。 焚き口の幅は約35Clllである。これらの石組を骨格とし、その周

囲を粘上で覆ってぃたと思われ、竃部分からは全面に粘土が出土した。

周溝は地山面では検出できなかった。

柱穴は貼り床を除去し、地山面に達した時点で確認された。主柱穴はPl～ 3で、未発掘の部分

にさらにもう1個柱穴の存在が予想され、S109は 4本柱の竪穴住居跡と考えられる。Pl～ P3
は柱間が約2.5mで等間隔である。いずれの柱穴も深くしっかりしたものである。

竃の直下ではさらに 1個のピットが検出された (P4)。 土層の観察では柱痕と考えられる層が

あることから、これも柱穴であると思われる。しかし、層位的にはP4を埋めて貼り床を貼った後

Ｅ

Ｏ
∞
∞
飩

| |
4

6

10

赤は粘土

黒色土

黒掲色土

白黄色土

黒色土

暗褐色土

淡褐色土

明黄色土

暗茶色土

0                                   1m

第30図 森遺跡 S109竃実測図 (1:20)
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第31図 森選跡 S109遺物出土状態 (1:60)

に電が作られているのは明らかで、このピットがS109のなかでどのように機能していにのか不明

である。P4が S109と 全く関係がない可能性もあるが、この周囲に同規模のピットがないことか

ら、他の竪穴住居跡まには掘立柱建物と重複しているとは考えにくく、P4は S109に伴うものと

考えたい。

遺物はほとんどが貼り床より高い位置から出上し、貼り床以下からの出土は少ない (図版13)。

出土遺物は土師器高邪、土師器甕Al、 A4、 A6、 土師器郷、土師器甑などがある (第32、 33図

図版75、 76)。 また、P4からは鉄滓が 1個出土した (図版76)。

出土遺物のうち、第32図 1、 2の高不から、S109はつぎの S110と ほぼ同じ時期と考えられ

る。
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9          ,      JOCm

“
m

第32図 森遺跡 S109出上上器 (1) 1～ 3(1:3) 4～ 9(1:4)
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ん
ど

品
一

/ ′

O                                  10Cm

第33図 森進跡 S109出上土器 (2)(1:2)

S109計測表

半  向  形 隅 丸 方 形

規 模
上    面   1   下    面   1   床  面  積
5.4× 4.8+α m 1 5,3× 47+α m l  約 11.3+α m=

主 軸 N-63Ψ 一E
壁 高 3  ハV  2 4  Clll

電 の 位 置 東 壁 中 央

柱穴

(Cm)

番 号 Pl P2 P3 P4
上面径 70× 60 70× 80 95× 55 70× 130
深  さ
柱痕径

種 間 JH駆

(m)

Pl-2 P2-3 P3-4 P4-1

S109出土逮物一覧表

凶
号
挿
番

倣
号
凶
番

器種 分類
凝 量 Cm

形 態 文 様・手 法 備 考
口  径 器  高 腹  径

図

１

３２

　

一

第 器

郷

師上

高
(35)

雑なミガキ

-2 同上 (82) ミガキ 筒部上端は塞がる

-3
器

脚

師土

低

48・FAが り1こ )(き く

開く

ヨコナデ

-4
土師器

甕
A6 (15.7)

口縁短い 胴部ナデ

-5 同上 A4 12.8 胴部ハケロ

-6 同上 A4 (78) 胴部ハケロ

-7 同上 A6 胴部ハケロ

-8 同上 Al (258) (310) 胴部ハケロ

-9 同上 Al 29,5
口縁短い 胴部ハケロ 下半

ハケロ+ナデ

第33区

―-10

器

つ

師

邦

上

高

ナデ ? 全面風化

― -11

土師器

甑

外面ナデ 内面ケ
ズリ

円孔

―-12
土師器

郷

ヨコナデ 粗いミ
ガキ

―-50-―



1茶褐色土

2淡黒褐色土
3黄茶色土
4黒色土
5黄茶色土
6黒茶色土
7黒色土

第34図 森遺跡 S110実測図 (1160)赤 は粘上、炭化物
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S110(第34～ 40図 図版15～21)平面形がほぼ方形の竪穴住居跡で、一片約45mを測る。底

面はほぼ水平で、貼り床は確認できなかった。この住居跡は非常に残りがよく、最も残りがよいと

ころで壁高35Cmを測る。北東壁の中央には竃が造り付けられているが、それに続く煙道が検出面よ

り高い位置までのびることから、本遺跡で検出された住居跡は検出面である地山よりもっと高い位

置 (黒色土層中一調査時は遺物包含層として除去)から掘りこまれたことが判明した(図版18)。

この住居跡の覆土中には小さなもので挙大、大きいものでは50Cmを超える石が多く混入していた

(第36図 図版16)。 これらの石は北の隅にもっとも集中し、南西および北西に向かって次第に減少

していた。P3の中にも同様な石が入っていたことから (第37図 図版17)考 えると、これらの石

はS110廃絶直後 (さ ほど住居跡内に覆土が堆積しない時期)に北東隅から投げ込まれたように思

われた。また、石および覆土除去後の床面には建築部材と考えられる板状、柱状の炭化物が残って

おり (図版16)、 この住居跡は焼失したものと推定された。

竃は北東壁のほぼ中央に造り付けられていた。焚き口には板状の石を両側に立て、それに連ねる

ように細長い石を横位に置き、上外方に向けて煙道が作られている (第35図 図版18、 19)。 これ

I 暗黄白色上

2黄白色土
3暗黄褐色上
4暗黒色土

1   5暗

黄色土

森遺跡 S110電実測図 (1:20)赤 は粘土
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らの石を骨格とし、さ

らに周囲を粘土で覆っ

ていたようで、石の周

囲には粘土が多く検出

された。 S117、  20な

どの竃をみると本来は

焚き日の石の上には細

長い石を架けていたと

思われる。焚き日の幅

は45Cmである。

床面では周溝、主柱

穴、中央ピットなどが

検出された。周溝は壁

の内側で検出され、壁

と周溝の間には幅約30

～40Cmのテラスができ

ている。周溝の幅は10

～15CIllと狭い。この周

溝は一周せず、竃付近

で途切れている。

第36図 森遺跡 S110石検出状況 (1160)

主柱穴は 4本で周溝の内側で検出された。いずれも深くしっか

りしたもので、Pl― P2、 P3-P4間 がP2-P3、 Pl―

P4間よりやや狭く平面形が長方形である。

中央ピットは、平面形が不整楕円形で、深さ約15Cmと柱穴に比

べ非常に浅い。

出土遺物は住居跡内全面から大量に出土したが、とくに第39、

40図 (図版20、 21)に示した床面直上の上器の出土状態が注目で

きる。第41図の上器はS110の西隅から集積した状態で出上した

(第40図 図版20)。 この集積は須恵器蓋 Aっ 、土師器不 A、 D、

F、 土師器高郷の計13イ固で、いずれも伏せられた状態であった。

支えがなしにこの状態に土器を置くのはほとんど不可能で、1本来 森遺跡 S110P3内
の石堆積状況(1:30)
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森逮跡 S110遺物出土状態 (1:60)

O                             Im

第39図 森遺跡 S110遺物出土状態 (1120)

はかごまたは網など有機質

の入れ物に入れられていた

ものが、入れ物の腐食によ

ってこのような出土状態に

なったと思われる。

第42図 14～ 16は北の隅か

ら、16が14と 15に挟まれて

一列に並んだ状態で出土し

た (第39図 図版21)。 こ

れらは15と 16が土圧によっ

て潰れていたものの、いず

れも完形に復元することが

でき、本来は正位に置かれ

ていたものと思われる。

まだ、第42図 17～ 19は原

位置とはいえないが、床面

直上での出土であった。

出土遺物は須恵器蓋 A2、

須恵器不A、 須恵器高邪A、

須恵器壺、土師器郭A、 B、

C、 D、 F、 土師器甕 Aェ

～ 6、 土師器把手付き甕、

土師器高不、土師器甑、砥

石、鉄器 (小刀か)な どが

ある (第41～47図 図版77

～85)。 このうち特に注目

できるのは、大和からの搬

入土器と考えられる第41図

3の上師器邪Fである (図

版77)。

この土師器邪が飛鳥Ⅱ式
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B
282.5m

B′

0                    2m

S110計測表

第40図 森遺跡 S110遠物出上状態 (1:20)

平  面  形 隅 丸 方 形

規 模
上     面 下     面 床  面  積
4 9X4 5m 4.6× 4.2m 約 12.4m9

主 軸 N-44° 一 E
壁 一局 7 ～  24 Cn
竃 の 位 置 北 東 壁 中 央

周 溝 幅 10～ 20 Cm 深さ  2～ 7 cn

柱穴

(C4)

番 号 Pl P2 P3 P4

上面径 40X50 40× 45 80× 60 45× 60
深  さ 100 101

柱痕径

柱 間 距 離

(m)

Pl-2 P2-3 P3--4 P4-1
1 35 2 1 1 4 1 9
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とされることや須恵器から、S110は 7世紀初頭頃と思われる。

S110出土遺物一覧表  ( )は現存値

凶
号
師
番

倣
号
凶
番

器種 分類
法 量

形 態 文 様・手 法 備 考
口  径 器  高 底  径

第41図

一
-1

須恵器

蓋
A2

ヘラ切り後静止

ヘラ削り

床面上器集積内で

出土 (第40照 )

-2 77
土師器

邪
D

ミガキ 同上 赤色塗彩

-3 77 同上 F 55
口縁部わずかに外

反

ミガキ ケズリ
放射状暗文

同上 大和産 (飛
鳥 I)

-4 77 同上 A
外面ケズリ 床面直上で集積

(第40図 )

-5
土師器

高 邸
(54)

ミガキ 同上 赤色塗彩

-6 77 同上
脚やや低い 外面ケズリ 床面直上で集積

(第40図 )

-7 同上
同  上 脚ケズリ 同上

赤色塗彩 ?

-8 77 同上
同上 脚端部うす
い

外面雑な ミガキ 床面直上で集積

(第40図 )

-9 77 同上
同  上 ′ヽケロ 雑なミガ

キ

同上 赤色塗彩

―-10 同上
脚低く大きく広が

る

ミガキ 脚内ケズ
リ

同  上

― -11 同上 ハケロ ミガキ 同上 赤色塗彩
―-12 同上 ハケロ ナデ 同上 赤色塗彩
―-13 同上 ミガキ 同上 赤色塗彩
第42図

―-14

土師器

甑
254

把手なし 胴部ハケロ 二方に円孔 床面
直上 (第39図 )

―-15 同上
把手付 底部端面
取

胴部ハケロ 床面直上

(第39図 )

―-16
土師器

甕
A〕 222

口縁やや長い 胴部ハケロ 床面直上

(第39図 )

―-17
土師器

邦
A

ややうすい 外面ケズリ 床面直上

―-18
土師器

甕
A3

口縁やや長い 胴部ハケロ十ナデ 床面直上

―-19 同上 Al 297 やや長胴 胴部ハケロ 床面直上

第43図

―-20

須恵器

蓋
Al

稜は洗線 ヘラ切り後ナデ

―-21
須恵器

邪
A (26)

―-22 同上 A (24)
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郎
号
挿
番

似
号
凶
番

器種 分類
な 重 cm)

形 態 文 様・手 法 備 考
口  径 器  高 底  径

―-23
須恵器

邪
A (28)

-24 同上 A
たちあがり非常に

低い

外面にうすく自然

釉

―-25 同上 A ヘラ切り後ナデ

―-26 同上 A (19)
外面にうすく自然

釉

―-27 同上 A (27) ヘラ切り後ナデ

―-28 同上 A (20) ヘラ切り後ナデ

―-29 同上 C? (140)

―-30
須恵器

望

(18)
口縁肥厚し外面に

段

―-31 輔
謙

最大径

264
(6.1)

肩部あまり張らな

い

カキロ 回転ナデ

―-32
器

郷

恵須

高
A (140) (46)

三角形の透し 回転ナデ

―-33
土師器

ヌ
E

ミガキ

―-34 同上 B (37) 口縁大きく開く ミガキ 赤色塗彩

―-35 同上 B 11.4
口縁端わずかに屈

曲

ナデ ハケロ

―-36 同上 A 深身 胴～底部ミガキ 赤色塗彩

―-37 同上 B ミガキ ナデ 赤色塗彩

―-38 同上 A 口縁外面に段 胴～底部ケズリ 赤色塗彩

―-39 同上 C 胴～底部ケズリ

―-40
土師器

高 郷

脚部は筒状ではな

く塞る

ミガキ 赤色塗彩

-41
須恵器

甕
(125)

口縁端肥厚 外面平行叩+カキ

目 内面同心円当
具痕十回転ナデ

―-42
平行叩十一部カキ

目 同心円当具痕
第44図

―-43

土師器

甕
A (75)

口縁短い 胴部ハケロ+ナデ

―-44 同上 A] 156
口縁短い 胴部上半ハケロ

下半ナデ

―-45 同上 AJ (200) (177) 全体に扁平な感じ 胴部ハケロ+ナデ

―-46 同上 A (60) 口縁短い 胴部ナデ

―-47 同上 A] 249 (49) 口縁外反度5Bい 胴部ハケロ

―-48 同上 A〕 (80) 胴部ハケロ細かい

―-49 同上 Aェ (92) 口縁短い 胴部ハケロ

―-50 82 同上 Al (11.0) 胴部ハケロ

―-51 同上 Al (7 胴部ハケロ

―-52 82 同上
口縁直立気味に外

傾 うすい
ヨコナデ

―-57-



凶
号
挿
番

凶 椒

番号
器種 分類

法 重 (CIll,
形 態 文 様・手 法 備 考

口 笹 器  高 ほ  径

―-53
土師器

甕
Al (158)

胴部ナデ

第45図

-54
同上 A4 (74)

胴部粗いハケロ

.―-55 同上 Al (100) 口縁外反度BBい 胴部ハケロ

―-56 82 同上 As (87) 胴部ハケロ

―-57 82 同上 A4 173 胴部ハケロ

―-58 同上 A, (75) 胴部ハケロ

一-59 同上 A4 (52) 胴部ハケロ

―-60 同上 A4 (67) 胴部細かいハケロ

-61 同上 A4 (57) 口縁直立気味 ナデ ヨコナデ
-62 同上 B 口縁わずかに屈曲 胴部粗いミガキ

―-63 同上 A4 (87) 胴部ハケロ十ナデ

―-64 同上 A4 (74) I同部ハケロ

―-65 同上 A4 (67) 胴部ナデ

―-66 同上 A4 (52) 胴部ハケロ

―-67 同上 A4 200 (40) ヨコナデ

―-6[ 同上 A4 (95) 胴部ハケロ

第46図

―-69
同上 A4 237 (50)

ヨコナデ 内面斜
行するキズ多い

-7C 同上 A4 324 (54) ヨコナデ

―-71 同上 A2 (122) 外面粗いハケロ

―-72
土師器

把手付

甕

A] 207 (100)
I同部ハケロ+ナデ

―-73 同上 A6 (226) (175)
胴部上半ハケロ

下半ナデ

―-74
土師器

甕
Ae (64)

胴部ハケロ

―-75
土師器

把手付

甕

(280) (131)

胴部ハケロ+ナデ

―-76
土師器

甑
(80)

端部面取 外面ミガキ 内面
ナデ

―-77 同上 (90)
外面ミガキ 内面
ナデ

第47図

―-78
同上 (190)

外面ナデ 肉面 ミ
ガキ ナデ

―-79 砥石
長

62
幅

42
厚

06
表裏面とも凹面状 砥痕不明瞭 四面使用

一-80 同上
長

82
幅

獅

厚

31

三面使用

―-81
鉄器

小刀 ?

長

(96)

幅

31
厚

鰤

茎か ?

―-58-―
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第41図 森遺跡 S110床面直上出上の土器 (1)(1:3)
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第42図 森遺跡 S110床面直上出上の上器 (2)14～ 16、 18、 19(1:4)17(1:3)
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第43図 森遺跡 S110出土土器 (3)20～ 40(1:3)41、 42(1:4)
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第45図 森遺跡 S110出土土器 (5)(1:4)
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第47図 森進跡 S110出土土器 (7)78(仕 4)砥 石 79・ 80(1:3)鉄器 81(1:2)
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I黒茶色土
2暗茶色土
3暗茶色土
4黒色土

第48図 森遺跡 S111実測図 (1:60)

第49図 森遺跡 S111遺物出上状態 (1:60)

S111(第 48～ 50図

図版21～23) 3m

×4mの長方形の竪穴

住居跡である。地形が

北に向かって次第に低

くなること力>ら 、耳ヒ倶I

の壁の残存状況は悪い。

医面はわずかに凹凸が

あるが貼床は確認でき

なかっ淀。

竃は南壁のやや西寄

りに造り付けられてい

るが(第50図 図版22、

23)、 石組などはなく、

粘土や焼上が2m× 1.1

mと比較的広い範囲で

検出できただけである。

この竃部分では住居跡

の壁が一部削り込まれている。周溝

は地山面では確認されなかった。床

面には小ピットが 71回検出されたが、

いずれのピットも形状、配置とも竪

穴住居の主柱穴になりうるものでは

ない。

遺物は住居跡内全面から出土した

が (第49図 図版23)、 その量は比

較的少ない。また、細片が多く図示

できたのは第51図に示しただけであ

る。

出土遺物は須恵器蓋A、 須恵器郭

A、 土師器甕Al、 A2である (第51

-66-



図 図版85、 86)。

出土遺物のうち第51図 1～ 4の須恵器から、S111は 7世紀初頭頃と思われる。

S111計測表

平  面  形 長 方 形

規    模
上 面 下 面 床  面  積
4.0× 3.Om 3.8× 2.8m 約 10,6m=

主    軸 N-9°一W

壁    高 3  -  2 0  c皿

竃 の 位 置 南 壁 西 寄 り

|:會
g土
 :種
奎異き土:魔鍾多古ック

| 0                             'm

第50図 森遺跡 S111電実測図 (1:20)赤 は粘土
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図
号
挿
番

版
号
図
番

器種 分類
法 cn,

形   態 文 様・手 法 備 考
口 径 器  高 畷  径

第51図

-1
須恵器

蓋
A

ヘラ切り後ナデ

-2 同上 A」 回転ナデ

-3
須恵器

邦
A

回転ナデ

-4 同上 A (23) 回転ナデ

-5
土師器

甕
Al 24.5

口縁短く外傾 口縁ハケロ

胴部ナデ

-6 同上 Al 247 (102)
I同部ハケロ+ナデ

顎部指押圧痕

-7 同上 A2 胴部ナデ

-8 同上 Al (217) 胴部ハケロ十ナデ

-9 同上 Aュ (173) 胴部ナデ

―-10 同上 Al (199)
器壁厚い 胴部ハケロ十ナデ 胴部にヘラ記号

-11 同上 Al (262) 胴部ナデ

S111出土遺物一覧表  ( )は現存値

S112(第 52～53図 図版24、 25) 3× 3.5mの小型の長方形の竪穴住居跡である。壁の一部は

水田の排水溝によって壊れている。残存状態は非常に悪く、全体にいびつな平面形である。底面は

凹凸が非常に著しく、とくに中央部は大きく凹むようになっている。調査時には確認できなかった

が、おそらく貼り床をして床面を整えたと思われる。

この住居跡では竃は検出できなかったが、北側隅で焼け石やわずかながら焼土が検出できたこと

から本来は竃が造り付けられていだ可能性がある。地山面では周溝や柱穴は検出できなかった。

遺物は住居跡内全面から出上したが (第53図 図版25)、 その量は比較的少ない。また、細片が

多く図示できたのは第54図に示しただけである (図版87、 88)。

出土遺物は、須恵器郷 C、 土師器襲Aュ 、A3である。第54図 1の高台内面には漆が塗られていた

(図版87)。 このうち第54図 1か ら、S112は 8世紀代と思われる。

本遺構から出土した土器のうち製塩土器小片が一片出上しに。これはS113出上の製塩土器片と

接合できたため (第58図 5)、 S113の項に  S112計測表
半 ltl杉

規   模 上 面  1 下 面 床 ltl積

3.5X30m 34X29 m 約 99m・
王   鞄

高 Z  ^ψ  l 彦  Cm
の 位 置 典 壁 北 野 り ?

入れることにする。同一個体の破片がS112、

13で出土したことから、この 2つの住居跡は

ほぼ同時に廃棄されたものと思われる。
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1黒色上
2暗掲色土
3灰掲色上

第52図 森遺跡 S112実測図 (1:60) 第53図 森遺跡 S112遺物出土状態 (1:60)

＼ ＼＼
＼＼   

＼

＼＼  ＼    
＼

1         //4

第54図 森遺跡 S112出土上器 1

0                               10 cm

(1:3) 2～ 5(1:4)
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図
号
挿
番

倣
号
凶
番

器種 分類
法 重 (cm,

形   態 文 様・手 法 備 考
口  仔 器 F 底  径

第54図

-1
須恵器

邸
D 142

糸切後回転ナデ 底部に漆

-2
土師器

甕
A5

口縁短し 口縁内面ハケロ

十ヨコナデ

-3 同上 Aa (150) 口縁非常に短い 胴部ナデ スス付着

-4 同上 Al (190)
月同部ハケロ P

不明瞭

スス付着

-5 同上 Al (156) 器高低い 胴部ナデ

S112出土遺物一覧表  ( )は現存値

S113(第 55～57図 図版25～28)2.4× 2.9mの長方形の竪穴住居跡である。比較的残存状態

はよく、深さは約30cmである。底面はほぼ水平で、貼り床は確認できなかった。

竃は北壁のやや東寄りに造り付けられていた。竃の構造は柱状の石を立てて側壁とし、粘土を覆っ

たものと思われる (第57図 図版26、 27)。 焚き口の幅は30C■である。この周辺には大きな柱状ま

たは板状の石が多くあり、これらも竃を構築していた部材と考えられる。なお、篭部分の住居跡壁

はわずかに削り込まれている。

周溝、柱穴は検出されなかった。

遺物は住居跡内全面から大量

に出土した (第56図 図版28)。

出土遺物は土師器郷A、 土師器

甕Al、 製塩土器、土師器甑で

ある(第 58、 59図 図088～ 90)。

なお、第58図 5は S112出土

の上器片と接合した土器片であ

る。

第55図 森遺跡

―-71-―

S113実測図 (1:60)赤は粘土



S113計測表

第56図 森遺跡 S113遺物出土状態 (1:60)

第57図 森遺跡 S113電実測図 (1:20)赤は粘土

Ｅ
Ｏ
．
∞
∞
斡

平面形 長  方  形

規  模
上  面 下  面 床 面 積

29X2 5 m 2_7X23m 約 6_2m:

壁  高 2 2  -  3 0  Cm

電の位置 南 西 西 寄 り
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0 20 Cm

第58図 森遺跡 SH3出土土器 (1) 1～ 5(1:3) 6～11(1:4)
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|(に′、ィ、_、

監巨工

0                               20 Cm

第59図 森遺跡 S113出土土器 (2)(1:4)

S113出土逮物一覧表 ( )は現存値

図
号
挿
番

版
号
図
番 器種 分類

法 cn,
形 態 文 様・手 法 備 考

口 径 器  高 畷 径

第58顕

-1
土師器

邪
A

浅身 幅広のミガキ

ナデ

-2 同上 A 浅身 ハケロ ナデ
-3 同上 A やや深身 ハケロ 指押圧痕

-4
製塩土

器

直ロ 内面網ロ ナデ

-5 同上
肉面網目 S112出土土器と

接合

-6
土師器

甕
Al 248 (57)

口縁短く外傾 胴部ハケロ+ヨ コ

ナデ

-7 同上 Al (62) 胴部粗いハケロ

-8 89 同上 A5 (6.4)
口縁直線的に伸び

る

胴部粗いハケロ

-9 同上 Al 236 口縁短い 胴部ナデ

-10 同上 Al 口縁短い 胴部ナデ
―-11 同上 Al 2775 胴部ハケロ+ナデ

第59区

―-12

土師器

甑
242 270

環状把手 外面ハケロ+ナデ 底部に 2個一対の

円孔

―-13
土師器

甕
Al (7.0)

口縁短い 胴部ナデ

―-14 同上 Al
口縁短い 胴部押圧痕多い

ナデ

底部内面にスス

-74-



S114(第 60～62図 図版

28～32)24× 2.4mの ほぼ

正方形の竪穴住居である。こ

の住居跡は、緩やかに傾斜が

変換する緩斜面に作られてい

る。残りは非常によく、検出

面からの深さは約50Cmである。

底面はやや凹凸があるものの

ほぼ水平で、貼り床は確認で

きなかった。

竃は南側壁の中央に造り付

けられていた。竃の構造は柱

状の石を立てて側壁とし、粘

土を覆ったものと思われる

(第62図 図版29、 30)。 炊き

日の幅は35Cmである。両側の

立石の間には細長い大きな石

が落ち込んでおり、竃天丼に

架けられていた石と思われた。

煙道に当たる位置にも長さ約

50cmの石が煙道に直交するよ

うに置かれていた。また、こ

の他にもこの周辺には大きな

柱状または板状の石が多くあ

り、これらも竃を構築してい

た部材と考えられる。なお、

竃部分の住居跡壁は煙道構築

のために削り込まれていた。

周溝、柱穴は検出できなか

った。

遺物は、出土量はあまり多

0                  2m

森遺跡 S114遺物出上状態 (1:60)

1暗褐色±  2黒 掲色±  3黒色土
4濃黒掲色±  5黄褐色±          0            2m

第60図 森遠跡 S114実測図 Ｉ
К

…
罵

ヽ

(1:60)

趾

「ぶ

く
倒

―――

斑

守
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平 面 形 方 形

規   模
上  面 下  面 床 面 積

34× 33 m 3 1× 28 m 約 85m2

主   軸 N-23° 一 E

壁   高 32 - 55 Cn

篭の位置 南 壁 中 央

S114計測表 くはないが床面近くから良好な状態で出上し

た (第61図 図版31、 32)。 これらは竃付近

と住居跡中央部に主に集中していた。

出土遺物は須恵器蓋 B、 土師器邪 E、 土師

器甕Al、 土師器甑である (第 63、 64図  図

版90、 91)。 このうち、第63図 2は内面に螺

旋状、「十」字形、放射状の暗文がほどこさ

れ、器面には赤色塗彩が施されている (図版

90)。 暗文や器形から

見て、平城宮 2式の邪

を模倣した土器と思わ

れる。また、第64図13

の胴部中央には、焼成

後に穿孔された円孔が

ある。

第63図 1、 2か ら、

S114は 8世紀代の住

居跡と思われる。

1 暗黄白色土

2暗黄白色土
3灰色土
4赤茶上

いm

第62図 森遺跡 S114電実測図 (1:20)赤は粘土
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o                                 20 Cm

第64図 森遺跡 S114出土土器 (2)(1:4)

S114出土遺物一覧表 ( )は現存値

凶
号
師
番

倣
号
凶
番
器種 分類

凝    量 cm)
形   態 文 様・手 法 備 考

口 径 器 高 底 径
第63図

-1
須恵器

蓋
B

輪状つまみ 切離し不明 (ヘラ

切か)

-2
土師器

邦
E 口縁外反

ミガキ 削り
暗文 (ラヤン 放
射 「 +」 字形)

赤色塗彩

-3
土師器

甕
Al

胴部ナデ

―-78-―



挿図

番号

版
号
図
番
器種 分類

法
形 態 文 様・手 法 備 考

口  径 器  高 ほ  径

-4
土師器

甕
A (40)

肩少し張る ヨコナデ

-5 同上 Aュ (84) 胴やや張る 胴部ナデ

-6 同上 Al
ヘラ状工具による

縦方向のナデ

-7 同上 Al 227 (184) 胴部ナデ

-8 同上 Al 208 胴部ナデ 胴部凹凸顕著

第64図

-9
土師器

塞
A (99)

胴部指押え ?

周面快ったような

削り 口縁ハケ日
―-10 同上 Al (135) 胴部ナデ

―-11 同上 Al 胴部ナデ

―-12 同上 Al 胴部ナデ スス付着

―-13 同上 A4 胴～底部ナデ 胴部焼成後に円孔

―-14
土師器

甑
237

雑なナデ 底部に 2個一対の

円孔 (焼成前 )

S115(第65～67図

図版32～35)45× 37

mの長方形の竪穴住居跡

である。北に向かって次

第に傾斜する緩斜面にあ

り、北側の壁は非常に残

りが冦訥 。ヽ厄夏面はほぼ水

平で、貼り床は確認でき

なかった。また、中央に

は大きな炭化物が残って

いだ。

竃は東南壁のやや南寄

りに造り付けられていた。

S115の竃は石組などは

なく、だんに粘土が90×

60Cm、 厚さ20Cnの軸囲で

確認 されただけである

2黄褐色±         0          2m

第65図 森遺跡 S115実測図 (1:4)
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(第67図 図版34)。

周溝、柱穴は確認されなかった。

遺物は住居跡内全面から出土し

た (第66図 図版33、 35)があま

り多くはなく、とくに】ヒおよび東

側からまとまった状態で出土した。

出土遺物は、須恵器邪A、 須恵器

直口壺、土師器不 C、 土師器甕

Al、 A3、 把手付き甕、甑がある

(第68、 69図 図版92、 93)。 第69

図16の把手付き甕は焼成後に胴部

中央に大きな穴が空けられてい

る。

第68図 1～ 5の須恵器からSI

15は 6世紀末～ 7世紀前半の頃と

思われる。

S110計測表

第66図 森遺跡 S115遺物出上状態 (1:60)

|

I 責白色± 2黒色■   3黄 白色土
4黒色上  5淡 黒色上  6黒 掲色土
7淡黒色± 8暗黄褐色土

0                     1m

第67図 森遺跡 S115電実測図 (1:20)赤は粘土

平 面 形 長  方  形

規  模
上 面 下 面 床面積

44X
375m
355X
425m 約15.lm:

主  軸 N-39° 一W

壁  高 2  ^ψ  32  CIl

竃の位置 東南壁 中央
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第68図 森進跡 S115出土土器 (1) 1～ 8(1:3) 9～ 14(1:4)
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第69図 森遺跡 S115出土土器 (2)(1:4)
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図
号
挿
番

倣
号
凶
番

器種 分類
法 量 cn,

形 態 文 様・手 法 備 考
口 径 器 高 底 径

第68図

-1
須忘器

郷
A

ヘラ切り後ナデ 一部にうすく自然

釉

-2 同上 A
ヘラ切り 「 ×」のヘラ記号

一部に自然釉

-3 同上 A ヘラ切り 自然釉

-4
器

壷

恵

口

須

直
(5.1)

うすく自然釉

平瓶の可能性あり

-5
須恵器

邸
(2.0)

ヘラ切り後ナデ 焼成不良

-6
須恵器

望
(6.0)

肩部張る 底部回転ヘラ削り うすく自然釉

-7
土師器

郷
A

ヨコナデ ナデ

-8 珊
肝

長

６
．
２

幅

関

厚

３
．
８

接合部埋込み状況

明瞭

-9
土師器

甕
Al (16.5)

口縁短く外傾 胴部ハケロ+ナデ

―-10 同上 A (33) 口縁直線的に外傾 肩部ハケロ?

― -11 同上 A3 (110)
長胴 口縁ハケロ 胴部

ハケロ+ナデ

全体にいびつ

―-12 同上 Al 17.2 (14.2) 胴部ハケロ十ナデ

―-13 同上 Al (22,7)
胴部ハケロ 下半
ハケロ十ナデ

―-14 同上 Al 11,1

底部平底気味の丸

底

胴部ハケロ+ナデ

第69図

―-15

土師器

甑

最大径

302
(14.5)

外面ナデ

-16
土師器

把手付

甕

A6

底部平底気味の丸

底

外面ハケロ+ナデ 胴部に焼成後の円

孔

―-17
土師器

甑
(113)

外面ハケロ後ナデ

-18 同上 277 12.2
外面ハケロ 底部に一対の円孔

(焼成前)

S115出土遺物一覧表  ( )は現存値

S116(第 70～72図 図版36～39)一片 6mのほぼ正方形の竪穴住居跡である。非常に残 りが

よく、壁高は30～40C■である。底面はやや凹凸があるもののほぼ水平で、貼り床は確認できなかっ

た。

竃は北壁のほぼ中央に造り付けられている。焚き日には板状の石を両側に立て、その上に細長い

石が架けられ、さらに粘土で覆われていた (第72図 図版38)。 また偏平な石が焚き口をふさぐよ

うにあった。焚き日の幅は約30Cnである。

周溝は検出できなかったが、北壁中ほどから西壁にかけて幅10Cn程度の細い溝が検出されに。

―-83-―
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③

I― I濃黒色上
卜2淡黒色土
卜 I黒色土   c__
2-2黒色土
3 暗茶色土
4 淡黒色土
5-1暗茶色土
5-2暗茶色土
5-3暗茶色土
6 茶褐色上 A
7 暗茶褐色土
8 灰茶色上

283 0m

A′

第70図 森進跡 S116実測図 (1:60)



第71図 森遺跡 S116遺物出土状態 (1:60)

ピットは計 8個検出されたが、柱穴となり得るのはPl～ P6である。このうちS116に伴うも

のはPl～ P4と思われ、それぞれの柱間は間隔がふぞろいである。P2と P3は平面形が不整形

であるが、これは建て替えによるも

のか、柱穴の抜き取り痕の可能性が

ある。建て替えとすれば、P2-P

3-P5が対応すると思われるが、

土層の観察ではそのどちらであるわ>

は確認できなかった。

遺物は住居跡内全面から多くは破

片の状態で出上したが、原位置を保

S116計測表

半  向  形 隅 丸 万 形

規 模
上   面 下   面 床 面 積

60X59 m 5.6X5.6 m 約11.2+α ∬

王 軸 N―-69-“ :
高 20 - 39 cm

電 の 位 置 東 壁 中 央

畝
＜ｃｎヶ

番  号 Pl P2 P3 lJ 4 P5 P6
上面径 4U X 35 60X50 40× 60 50X45 50X45 35X30
深  さ
柱痕径

臣 岡 JE RE

(m)
Pl-2 P2-3 P3-4 P4-5 P5-6 P6-1

―-85-
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ヨ

4茶色± 5茶色上     |灰茶色± 2黒色上 3茶黒上
暗責色± 3明茶色土 O                                  Im

第72図 森遺跡 S116竃実測図 (1:20)赤 は粘土

つものはなかった (第71図 図版39)。 出土遺物は須恵器蓋A2、 須恵器邪A、 須恵器小壺(?)、 須
恵器壺、土師器邪 A、 土師器高邪、土師器甕Al～ A5、 B、 土師器甑、土製支脚、鉄製鎌、不明鉄

器片 (茎 ?)が出上している (第73～75図 図版93～96)。 また、鉄滓が 1点出土した (図版96上
の右下 )。 第73図 1～ 7の須恵器からS116は 6世紀末～ 7世紀前半の頃と思われる。

S116出土遺物一覧表 ( )は現存値

師凶

番号

凶倣

番号
器種 分類

云 量 cm)
形 態 文 様 。手 法 備 考口  径 器 高 底  径

第73図

-1
須恵器

蓋
Al 139

ヘラ切り後ナデ

-2 同上 A2? (29) 口唇部ノミ刃状 重の蓋か
-3 同上 A2 136 ヘラ切り後ナデ
-4 同上 A2 137 (35)
-5 同上 A] 126 (24) 稜は沈線による

-6
須恵器

郷
A 104 静止ヘラ削り

-7 同上 102 ヘラ切り後ナデ

-8
須恵器

望
(44)

丸底 外面全面回転ヘラ

削り

-9 同上
カキロ 平行叩同
心円当具痕

うすい器壁

―-10 土師器

邪
A 131 (45)

指による押圧

削り

-86-―



凶
号
挿
番

版
号
図
番

器種 分類
及 量 C血 〕

形 態 文 様・手 法 備 考
口 径 器 高 医  径

― -11
土師器

脚

指による押圧

裏面は削り?

不整形

―-12
器

邪

師上

高
(朧 )

113
ミガキ ハケロ

-13 同上
ミガキ

脂射状膳す

―-14
土師器

率
Al 245

頸部屈曲強く肩部

の張り強い

肩部ナデ

―-15 同上 Al 肩部ハケロ

―-16 同上 Al
口縁直線的に伸び

る

口縁肉縦方向に細

かいキズ
―-17 同上 Al 口縁外反度弱い 肩部ヨコナデ

-18 同上 Al 232 299
同  上 桐部ミガキ十ナデ

ー部ハケロ 左右非対称

第74区

-19
同上 A5P (51)

口縁うすい

―-20 同上 Al (38)
口縁直線的に伸び

る

肩部ハケロけ デ

―-21 同上 Al (165) 同  上 小型

-22 同上 Al (96) 口縁先細 1同部ナデ
―-23 同上 Aェ 175 肩にわずかに稜 桐部～底部ナデ

-24 同上 AG 胴部ほぼ球形 胴部ハケロ

-25 同上 Al (140) 口縁うすい 桐部ハケロ

―-26 同上 A3 (169) (212)
胴部上半ハケロ

下半ハケロ+ナデ
器面凹凸顕著

-27 同上 A2 (25,7) (122)
胴部ハケロ 下半
ナデ

第75図

―-28
同上 Al (334) (130)

胴部ハケロ

―-29 同上 B (13.0)
器壁全体にうすい 胴部ハケロ+ミ ガ

キ
―-30 同上 A5 (36)
―-31 同上 A4 (96) 胴部ハケロ+ナデ

―-32
土師器

甑
(72)

外面ナデ

―-33 同上 (2.3)

口縁わずかに外反 外面に凹線状の凹

み 2条 (文様でな

い)

―-34
器

脚

師土

支
(136)

中央に棒状工具刺

突による3X38Ca
のコ

指押圧による整形

全体にいびつ

―-35
器

手

師土

把

長

０

全

Ｑ
指押圧による整形

―-36
器

？

鉄

茎

全長

(5,6)

幅

悧

厚

Ｈ

―-37 鉄 器

鎌

長
　
・
８

全

１９

鱚
中
４

厚

孵

曲刃鎌 着装部折
曲 折曲方向に全
体に湾曲

着装部に木質残る
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第73図 森遺跡 S116出上土器 (1)

0                                   20 Cm

l～13(1:3)14～ 18(1:4)
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第74図 森遺跡 S116出土土器 (2)(1:4)
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第75図 森遺跡 SH6出土上器 (3)

0                                         20 Cm

28～34(1:4)35(1:3)鉄 器36～ 37(1:3)
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S117(第 76～ 79図 図

版39～42)3× 3.4mの長

方形の竪穴住居跡である。

非常に残りがよく、壁高は

30～40cnである。底面はや

や凹凸があるもののほぼ水

平で、貼り床は確認できな

かった。

竃は北西壁のやや北寄り

に造り付けられている。焚

き日の幅は約30Cnである。

竃の構造は焚き口に板状の

石を両側に立て、その上に

細長い石が架けられている

が、土圧で西南方向に傾い

ていた (第79図 図版40、

41)。 これらの石の周囲に

はさらに粘上が覆われてい

1毎
轟号読 ク含 

黒茶色± 3灰茶色土

4淡黒茶色± 5黒色上

第76図 森遺跡 S117実測図 (1:60)

た。煙道部分は住居跡の北西壁が掘り込まれていたが

この部分には石は置かれていなかった。

周溝および柱穴は検出できなかった。

遺物は全面から出土したが、電付近での出上が多く、

竃とは反対側 (東北側)の壁際では少なかった (第77

図 図版41)。 出土遺物は須恵器郷 C、 須恵器横瓶、

S117計測表

第77図 森遺跡 S117遺物出土状態
(1 : 60)

平 面 形 方 形

規   模
上   面 下   面 床 面 積

34X3 m 29× 265 m 約 77m2

主   軸 N-32° 一 E

壁   高 24 - 31 cコ

竃の位 置 西 北 壁 北 寄 り
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10鰺 円
0                  5。 い

第78図 森遺跡 S117
出土鉄器 (1:2)

S117出土遺物一覧表  ( )

土師器郷 E、 土師器甕 Aュ 、A2、 土師器甑、砥石、不明鉄器片 (茎 ?)

鉄塊系遺物がある (第79、 80、 81図 図販96～ 98)。

第80図 2の須恵器からS117は 8世紀代の住居跡と思われる。

は現存値

凶
号
挿
番

放
号
凶
番

器種 分類
法    量 Cn

形   態 文 様・手 法 備 考
口  笹 器  高 医  径

舅ヨtjOじ当

-1
須思斎

横瓶

平行叩 同心円当
具痕

-2 97
須恵器

邦
C

回転糸切後ナデ

-3
土帥器

邪
E

口縁端部内側にわ

ずかに屈曲

雑な ミガキ 赤色塗彩 ?

-4 97 同上 E ヨコナデ

-5
土帥器

塞
Al

口縁短い 胴部ハケロ+ナデ

O                       Im

第79図 森遺跡 S117竃実測図 (1:20)赤 は粘土

―-92-―



10 Cm

0                                 10 Cm

(1) 1～ 4(1:3) 5-12(1:4)
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第80図 森遺跡 S117出土土器



OCm

10Cm

13～ 17(1 :4)  砥石 18(1 :3)第81図

S117出土遺物一覧表

森遺跡 S117出土土器 (2)

( )は現存値

凶
号
挿
番

倣
号
凶
番

器種 分類
法 軍 cm,

形 態 文 様・手 法 備 考
口 径 器 高 底  径

弔bO凶

-6
上H巾希

甕
Al 101 (2.5)

小型

-7 同上 Al 138 158
口縁短い 胴～底部不整方向

のナデ

-8 同上 Al 209 (39)
頸部指頭による押
圧痕

-9 同上 A] 212 (63) 同   上

―-10 同上 Al 287 (105)
胴部ナデ 下半ハ
ケロ+ナデ

― -11 同上 A2 206 (131) 阿部ハケロ
―-12 同上 A2 307 (114) 阿部ハケロ

弟bl凶
―-13 同上 Al 298 (9,4)

阿部ハケロ十ヨコ

ナデ
―-14 同上 A 245 (6.2) 阿部ハケロ後ナデ
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凶
号
挿
番

厭
号
凶
番

器種 分類
法    重 cn,

形   態 文 様 。手 法 備 考
口  件 器  高 ほ  径

第81区
―-15

土師器
甑

ヨコナデ +ナデ 四方に円孔

―-16 同上
端部平坦面 ヨコナデ

―-17 同上
口縁部屈曲 口縁
あまり広がらない

胴部粗いハケロ

下半ナデ
底部に小孔

―-18 砥石
長
岡

幅

４

厚
明

一面は使用により
凹面をなす

砥痕細かい

第78区
―-19

器

？

鉄

茎
長
０
鴨
岬
厚
山

S118(第 82～ 84凶 図版42～46)2.8× 32mの不整楕円形の竪穴住居跡である。底面はやや

凹凸があるもののほぼ水平で、貼り床は確認できなかった。

竃は南西壁のやや西寄りに造り付けられている。焚き日の幅は約30Cmである。竃は焚き口に板状

の石が両側に立てられ、その間に長さ40cmの細長い石が落ち込んでいた (第 84図 図版44、 45)。

この石は本来 2つの板状の石の上に架けられていたと思われる。これらの石の周囲はさらに粘土で

覆われ、住居跡の上外方まで粘土が検出された。煙道の部分では石は使われておらず、煙道上端部

で底部を打ち欠いた土師器甕を倒立状態に置いて煙道に転用していた (図版45)。 この転用された

土師器 (第85図 7、 第86図 11、 13、

14)が遺構検出面である地山面より

約30Cm高い位置にあることから、調

査時には確認できなかったが、この

住居跡は本来地山面より高い位置か

ら掘り込まれていたことがわかる。

床面からのほぼ中央からは、柱状

の炭化物が出土し、この住居跡が焼

失したことが想像される(図版43)。

遺物は竃付近からやや浮いた状態

での出上が多く、竃とは反対側の東

側および東北側壁近くからの出土は

少ない (第83図 図版45)。 原位置

を保っていると考えられるのは煙道

に転用されていた第85図 7、 第86図

11、 13、 14である。

■章,14ヽ
`↓

ⅢⅢl手1114i撃とと難 |:

1暗掲色上
2黒褐色上
3黒色土

第82図 森遺跡
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S118実測図 (1:60)



S118計測表

o               2m

第83図 森遺跡 S118遺物出土状態 (1:60)

I 淡掲色上

2濃褐色上

3暗褐色上

4焼上

5黒掲色上 0                              1m

第84図 森遺跡 S118電実測図 (1:20)赤は粘土

平 面 形 不 整 円 形

規  模
上  面 下  面 床 面 積

3.2× 2 9rn 3 ×2 75rn 約 8.3mを

主  軸 N-42° 一E

壁  高 8 - 19 Cm

竃の位置 西 南 壁 北 寄 り

-96-



出土遺物は須恵器蓋 B、 土師器邦 E、 須恵器高邪 B、 土師器甕Al、 A3、 B、 土師器鉢、砥石で

ある (第85～87図 図版98～ 100)。

第85図 1の須恵器からS118は 8世紀代の住居跡と思われる。

S118出土遺物一覧表  ( )は現存値

凶
号
挿
番

倣
号
図
番
器種 分類

法 軍 cn,
形 態 文 様・手 法 備 考

口  径 S 高 畷  径

第85図

-1

須恵器

蓋
B

輪状つまみ 回転糸切後回転

ナデ

内面摩滅

-2 100
土師器

郷
E

暗文 ミガキまた
はケズリ

赤色塗彩

-3
須恵器

高 邦
B 1605

底部回転ケズリ

-4 100
土師器

甕
A 25,8 (38)

口縁短い 頸部に指押圧痕

-5 100 同上 Al (50) 口縁短い 胴部ナデ

-6 同上 A】 (225) 口縁短い 胴部ハケロ

-7 同上 A] (245) 口縁短い 胴部粗いハケロ

-8 同上 A] 239 (246) 口縁短い 胴部粗いハケロ

-9 同上 1965 口縁短い 胴部ナデ

第86図

―-10
同上 A3 (23,3)

胴部ナデ

― -11 同上 AG 25.5 (190) 胴部扁平気味 胴部ナデ

―-12 同上 AI
口縁短い 胴部ヨコナデ

ナデ

―-13 同上 Al (190) 胴部ナデ

-14 100 同上 Al (130)

口縁直立気味 1同部ハケロ+細沈

線状の調整痕

ナデ

―-15 同上 B 172 (9.6)
口縁端わずかにつ

まみ上げる

ハケロ

―-16 鉢 口縁わず力剌こ外反 ハケロ+ナデ

第87図

―-17
100 砥石

長

1695

幅

73

厚

5,4

断面六角形 砥痕明瞭

-97-―
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第85図 森遺跡 SH8出土止器 (1) 1～ 3(1:3) 4～ 9(1:4)
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第86図 森遺跡 S118出土土器 (2)(1:4)
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第87図 森遺跡 S118出土砥石 (1:3)

|

S119(第 88～91図 図版46

～48)38× 2.9mの長方形の

竪穴住居跡である。非常に残り

がよく、壁高は40Cmである。底

面は凹凸が著しく、10～ 20Cmの

厚さで貼り床をして床面として

いる。

竃は南壁のやや西寄りに造り

付けられていたが、粘土だけが

検出され石組などはみられなか

った (第91図 図版48)。 煙道

の部分は、わずかに住居跡の壁

を削り込んでいる。

周溝は10～ 2∝mの幅で北、東、

西壁際で検出された

が、途切れ途切れで

連続していない。周

溝は底面よりやや高

く、貼り床面上面と

ほぼ同じ高さに掘ら

れている。

柱穴は検出されな

かった。

遺物の出土量は少

なく、すべて貼り床

より高い位置で出土

した (第89図 図版

48)。

出土遺物は須恵器

蓋 B、 須恵器邦 C、

土師器邪 B、 土師器

10 Cm

1黒色±   2茶 褐色上 3掲色± 4暗茶褐色土
5明 茶掲色上 6嗜黒色± 7掲 色± 8黒 色土 (貝占床) 9

第88図 森遺跡 S119実測図 (1:60)

―-100-―



2m

第89図 森遺跡 S119遺物出土状態 (1:60)

第91図 森遺跡 S119電実測図 (1:20)

赤褐色土

暗掲色上

Attr
B― B′

c a c′

0-S Cm

第90図 森遺跡 SH9
出土鉄器 (1:2)

|

1 黄白色土

2灰褐色土

0

-101-



甕Al～ A3、 土製支脚 (?)、 鉄鏃が出土している (第 90、 92図 図版100～ 102)。 第92図 1、 2の

須恵器からS119は 8世紀代の住居跡と思われる。

S119計測表

S119出土遺物一覧表  ( )は現存値

平 面 形 長 方 形

規  模
上 面 下 面 床  面  積

3.9 × 2 9m 35× 2.45m 約 68m!

主  軸 N-12° 一 E

壁  高 34 ～  48 Cm

竜の位置 南 壁 中 央

周  溝 幅 7～ 2 0Cn

図
号
挿
番

版
号
図
番

器種 分類
な 営

形 態 文 様・手 法 備 考
口  径 器  高 底  径

第92図

-1
100
須恵器

蓋
B

輪状つまみ

偏平

切離し不明

-2 100
須恵器

邪
C 13.05

回転糸切の後軽く

ナデ

-3 100
土師器

郷
B

ケズリ

-4 101
土師器

甕
Aュ 275 (117)

胴部ナデ

-5 100 同上 A (37)
口唇うすい 外面ケズリ状のナ

ア

-6 101 同上 A] (6.8) 胴部ヨコナデ

-7 101 同上 A2 (120) 胴部ナデ

-8 101 同上 Al (7.0) 胴部ナデ

-9 101 同上 A2 (196) 胴部ナデ

―-10 101 同上 A〕 (8.1) I同部ナデ

― -11 101 同上 A】 (63) 胴部ハケロ十ナデ

―-12 101 同上 A2 (9.5) 胴部ナデ

―-13 101
土 製

支脚 ?
(6.2)

底部凹み底 雑なナデ

第90図

-14
102
鉄 器

鏃

長

95

幅

2_4

厚

0,4

―-102-―



I

|  |  |

せ こ と こ と ≧ 里

`±

)13

Om
|

第92図 森遺跡 S119出土土器 1～ 3(1:3) 4～ 13(仕 4)

9    .    Cm
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~o~^                 2m

第94図 森遺跡 S120遺物出土状態
(1160)1黒色土

2黒茶色上
3茶色土

第93図 森遺跡 S120実測図 (1:60)

I 茶色土

2暗黄色土
3黒茶色土
4黄色土
5暗黄茶色上
6暗茶色土

0
―

第95図 森遺跡 S120電実測図 (1:20)赤 は粘土

-104-



OCm

| |
| ||
ナ '1

0               1ocm

第96図 森遺跡 S120出土土器 1、 2(1:3) 3～ 5(1:4)

S120(第93～95図 図版49～51)2.3× 2.6mの長方形気味の竪穴住居跡である。底面はほぼ

水平で、貼床は確認できなかった。

竃は西壁の北寄りに造り付けられている。焚き日の幅は約25Cnである。電は非常に残 りがよく、

焚き日に板状の石が両側に 2個ずつ立てられ、その上に長さ50Cmの細長い石が架けられていた (第

95図 図版50、 51)。 これらの石の周囲はさらに粘上で覆われ、住居跡の上外方でも粘土が検出さ
れた。

◎

常
理
椰
Ｗ
‐‐鰺

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

８

　

　

５ ｃｍ

‐
‐

雨

口
山
　

珍

　

珍

日
煎
悧側脚‐‐‐‐イー‐‐
脚
略
‐ｉ
‐‐
卵

一

一
　

　

　

　

　

　

　

　

６

S120計測表

平 面 形 方 形

規  模
上 面 下 面 床 面 積

25× 23 m 2.4× 2.15 m 約 5.2∬

主  軸 N-27° 一E

壁  高 15 - 30 cn

竃の位置 北 壁 中 央
第97図 森遺跡 S120
出土鉄器 (1:2)

―-105-―



周溝、柱穴は検出されなかった。

遺物の出土量は少なく、竃から中央付近での出土が多かった (第94図 図版51)。

出土遺物は、須恵器邪 C、 D、 土師器甕Al、 針形、リベット形の鉄器である (第 96、 97図 図

版102)。

S120出土遺物一覧表 ( )は現存値

S121(第 98～ 102図  図版52～55)一片3.2mのほぼ正方形の竪穴住居跡である。底面は凹凸

が著しく10～ 20Cmの厚さで貼り床が確認された。貼り床面はほぼ水平である。調査時の遺構確認面

はこの貼り床の面で、実際には貼り床面より30～ 40Clll高い面 (黒色土上面)から掘り込まれている

ことが土層の観察で判明した (第98図左の土層図 図版53)。

貼り床面には多くの炭化物塊があり (図版52)、 S121は焼失したものと思われる。

竃は東壁のほぼ中央に造り付けられている。焚き回の幅は約40CIllである。竃は焚き口に板状の石

が両側に立てられ、その間に細長い石が落ち込んでいた (第100図 図版53、 54)。 この石は本来 2

つの板状の石の上に架けられていたと思われる。これらの石の周囲はさらに粘上で覆われていたが、

焚き日付近に立てられた石はとくにていねいに粘土で包まれていた。煙道は住居跡の壁を削り込ん

で作られていた。

周溝、柱穴は確認できなかった。

遺物は住居跡南側で多く、比較的床面直上からの出土が多い (第99図 図版54)。 比較的原位置

を保っていると思われるのは、第104図 14、 15である (第101図 図版55)。

この住居跡は焼失したために、本製品が完全に炭化して残っていた。これらは横櫛、筒状木製品、

手網と思われる木の皮で結わえられた木製品で、住居跡のほぼ中央で床面直上からまとまって出土

凶
号
挿
番
図倣

番号
器種 分類

法    重 cn,
形   態 文 様・手 法 備 考

口 径 ユ
０ ほ  径

第96図

-1
須恵器

邪
D

糸切 ? 後ナデ

-2 同上 C
回転糸切後回転ナ

ア

口縁部にうすく自

然釉

-3
土師器

襲
Al (16.3)

口縁短い 胴部ハケロ

-4 同上 As 257 胴部ナデ

-5 同上 Al 282
胴～底部ハケロ+

ナデ

第97図

-6
鉄器

長

(44)

幅

哨

上端径

1

頂部は丸く リベ
ット形

-7 鉄器
幅

陣

針状鉄器

-8 鉄器

―-106-



撃
令
ト

1茶掲色±  2淡 黒掲色上
4黒色上   5黄 茶色土
7黒色上   8暗 黄茶色上
10暗茶褐色上 H淡 黒褐色上
+3濃茶掲色土 14茶掲色土

3黄茶色土
6黒茶色土
9暗黄色土
12濃暗褐色土

第98図

した (第102図 図版55)。 横櫛

(第105図16 図版103)は大き

く湾曲しており、歯は非常に細

く繊細に作られている。筒状の

木製品 (第105図 17～ 26 図版

106)は器種不明であるが、向

きを同じくして出土したこと、

一端に紐を縛り付けたと思われ

る凹みが残っているものがある

ことから、数個を組み合わせて

使用したものと思われる。筒状

木製品の 1つ (第 105図24)に

S121実測図 (1:60)

第99図

-107-

S121進物出土状態 (1:60)



は網の一部が残っている。これは、手網の網か、またはこれらの木製品をいれていた網が付着した

ものと思われる。手網 (第105図27 図版103)は結束部分の残欠である。

出土遺物はこのほか須恵器郷 B、 須恵器高邪A、 須恵器横瓶、須恵器壺、土師器甕Al～ A3があ

る (第103～ 104図 図版103～ 105)。 高郷Aは 4個体出土している。これらは透かしの有無、形な

どは違うものの、形態、法量はほぼ同じである。いずれも不部内面には重ね焼き痕が明瞭に残って

|.茶褐色土

2.淡黒褐色土
3.黄茶色上
4.黒色土
5.黄茶色土
6.黒茶色上
7.黒色土

第100図 森遺跡 S121竃実測図 (1:20) 赤は粘土

―-108-―



おり、それぞれの脚部径とほぼ同

じ径である。

出土須恵器のうち第103図 1～

5からS121は 7世紀前半の住居

跡と思われる。

S121計測表

282,5m

O                                Im

第101図 森遺跡 S121遺物出土状態 (1:20)

♀           |           lm

第102図 森遺跡 S121本製品出土状態 (1:20)

Φ
一
ガ^
″
旧
Ｈ
Ｓ
ｕ
　
ド
∞
―
‐
卜
一

Ｋ

　

　

韻

珊 長  方  形

規模

上 面 下 面 床面積

3.rb X
rt,m
31b×
27m 約85m2

主軸 N-53° 一W

壁高 7  -  64  Cn

電の
怖詈 東 南 壁 中 央
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第103図 森進跡 S121出土土器 (1) 1～ 5(1:3) 6～ 10(1:4)
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0                             20Cm

第104図 森遺跡 S121出土土器 (2)(1:4)
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第105図

0                                 10 Cm

森遺跡 S121出土木製品 (1:2)

S121出土逮物一覧表

挿図
番号

版
号
図
番
器種 分類

法    量 (Cm)
形 態 文 様・手 法 備 考

口  径 器  高 底  径

第ll13図

-1
103
須恵器

邪
B

ヘラ切り後ナデ 肉面一部黒く変色

-2 103
須恵器

高邪
A

線状の透し 邪部回転ケズリ

-3 同上 A (34)

-4 103 同上 A 1065 線状の透し 回転ナデ 邦内面重ね焼痕

-5 103 同上 A
回転ケズリ 脚部
沈線 2条

部内面重ね焼痕

―-112-―



凶
号
師
番

倣
号
凶
番

器種 分類
法 量 (Ca)

形 態 文 様・手 法 備 考
口 径 器 高 医  径

第ll13図

-6
103

器

瓶

恵須

横

ボタン状の浮文 カキロ 回転ケズ
リ

全面に釉

-7 103
須恵器

甕
(176)

平行叩 カキロ
同心円叩痕

口縁

釉

肩部に自然

-8 104
土師器

甕
A2 293

口縁やや長い 胴部ナデ

-9 103 同上 A5 (59) 胴部ヨコナデ

―-10 104 同上 A〕 (188) 胴部ハケロ

第l14図

一-11
104 同上 A〕 (163)

口縁短い 胴部ハケロ

―-12 104 同上 A] (143) 胴部球形 胴部ハケロ

―-13 104 同上 A]
底部平底気味の丸

底

胴部ナデ 底部ハ
ケロキナデ

―-14 104 同上 A3 平底気味 胴部ハケロ+ナデ

―-15 105 同上 A3 255
平底気味 胴部ナデ 底部外面リング状

にスス付着

第105図

―-16

木 製

櫛

長

106

幅

(42)

厚

09
湾由 (製作時か) 一面に製作時のキ

ズ多い

炭化

―-17 106
不 明
木製品

長

94
径

13

筒状 上部に凹み
(結縛痕か )

上下端面取 全面
ミガキ

化

か

炭

時

湾曲は炭化

―-18 106 同上
長

89
径

12

筒状 上下端面取 全面
ミガキ

炭化 湾曲は炭化
時か

―-19 106 同上
長

(55)

径

13

筒状 上端面取 全面 ミ
ガキ

炭化 湾曲は炭化
時か

―-20 106 同上
長

(6)

径

11

筒状 上端面取 炭化

―-21 106 同上
長

(64)

径

1

筒状 上端面取 炭化

―-22 106 同上
長

(4)

径

14

上部のみくり抜く

身部に凹み (結縛

痕か )

上端面取 炭化

―-23 106 同上
長

(6)

径

12

筒状 上部に凹み
(結縛痕か)

上端面取 ミガキ 炭化

一-24 106 同上
長

(5)

径

14
筒状 上端面取 ミガキ 炭化 表面に網状

の組織痕

―-25 106 同上
長

(58)

径

14

筒状 上部に凹み
(結縛痕か )

上端面取 炭化

―-26 106 同上
長

14
径

08
筒状 上端面取 ミガキ

―-27 103
製

？網

本

手

長

(46)

厚

06
樹皮で結ぶ

―-113-



(2)掘 立 柱 建 物

S B01(第 106図 図版56) 2間 ×2間の総柱の建物で、S113と S102の間にある。一辺約

3.6mのほぼ正方形の平面形である。周囲に多くのピットがあるが、比較的深くしっかりしたピッ

トを選ぶとこの配置になり、建物があったことがわかる。

S B02(第 107図 図版56) 2間 X3間の建物で、S110の南に接している。梁行4.5m、 桁行

5mである。

森遺跡  S B01実測図 (1:60)

-114-一

第106図
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第107図 森遺跡 S B02実測図 (1:60)

S303(第103図 図版57) 2間 ズ3間の総柱の建物である。S120の北に隣接している。梁

行3.6m、 桁行 5mである。

S B04(第109図 図版57) 4間 X4間で、梁行 6m、 桁行9.6mの大型の総柱建物である。調
査区の慕端で検出された。ここは今回の調査では最も低い位置で、S D01の さらに東にあり、配置

的にみても他の遺構と性格が違うような印象を受ける。ピットは深く大型なものが多く、他の掘立

柱建物とかなり様相が違う。P3、 11、 19、 20は他のピットより浅く、補助的なピットかもしれな

い。

この周囲にも深くしっかりしたピットがあり、またPと 、6な どのように重複しているピットも

多いことから、S B01は 何回か建て替えがあったかもしれない。

Φ
」

Ｅ

Ｏ
　
∞
∞
『
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森遺跡 S B03実測図 (1:60)
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S B01計測表

規 模
梁 行 き 和 衛 き

2 間 (3.5m) 2 間 (385m)
主 軸 N-9ロ ーW

柱穴

(Cn)

番 号 Pl P2 P3 P4 P5 P6
上面径 90× 60 55× 60 45× 45 60× 55 45× 45 40× 40

深 さ 17

番 号 P7 P8 P9
上面径 105× 50 75× 45 20X20
深  さ 32

柱 間 距 離
(m)

Pl-2 P2-3 P3-4 P4-5 P5--6 P6-7
1 8 1. 6 1  9 1.95 1 85 2 0
P7-8 P2-9 P6-9 P8-9 P4-9

205 1 6

S B02計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

2  間 (435m) 3 間 (48m)
主 軸 N―-72▽ ― E

柱穴

(Cm)

番 号 Pl P2 P3 P4 P5 P6
上面径 30× 30 30× 30 35× 25 30X30 35X35 30X25
深   さ 11

番 号 P7 P8 P9 10P
上面径 30× 25 35× 40 35× 40 30× 35

深   さ

柱 間 距 離
(m)

Pl-2 P2-3 P3-4 P4-5 P5-6 P6-7
2 2 2 15 1.65 1 3 1.85 2.3
P7-8 P8-9 P9-10 P10-1
2 1 1, 7 1  6 1.5

S B03計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

2 間 (36m) 3 間 (4.8m)
主 軸 N-50。 ―W

柱穴

(Cm)

番  号 Pl P2 P3 Ｏ
ｆ P5 P6

上向径 60× 50 45× 40 45× 40 50× 45 45× 45 45× 45

深   さ
番 号 P7 P8 P9 P10 P ll P12
上面径 40X40 50× 50 45× 45 45× 45 45× 45 40X45
深  さ 37

柱 間 距 離

(m)

Pl-2 P2-3 P3-4 P4-5 P5-6 P6-7
1.85 1.8 1  6 1 5 1 7 1 65
P7-8 P8-9 P9-10 P10-1 P10-11 P ll-4
1 8 1. 7 1 7 1 65 1 8 1  8

P7-8 P2-9 P6-9 P8-9 P4-9
1 6 2.0 1 7 1 65 1.55

S B03計測表

規 模
梁 行 き 桁 行 き

1 間 (18m) 4 間 (7.55m)
主 軸 N-25∇ ―W

柱穴

(Cm)

番 号 lJ l P2 P3 P4 P5 P6
上面径 45× 50 50× 55 70× 50 60× 50 50× 50 95X85
深 さ 37

柱痕径

柱 間 距 離
(m)

Pl-2 P2--3 P3-4 P4-5 P5-6
1.8 2 0 1.8 1. 8 1 9
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側 S B05(第■0図 図版58) 2間

以上×4間の建物である。梁の一部は

調査区外のため調査を行わなかった。

桁行き7.6m、 梁 1間1.8mを測る比較

的大型の建物である。

(3)上

平面での観察では土坑状の落ち込み

は80以上確認されだが、図示したのは

明らかに土坑と考えられる491固に限っ

た。土坑は、平面形が長方形の土坑墓

と考えられるものと、平面形が不整円

形まには楕円形で底部がすり鉢状の性

格不明の土坑がある。

ほぼ土坑墓に間違いないと思われる

のはS K01～13(第■2、 ■3、 116図

図版58～63)で、調査区の北東側に集

中してい花。大きなもので長軸が2.5

m、 短軸が1.3m、 小さいもので長軸

が1.65m、 短軸が0.95mを 測る。底面

両端には小日板の痕跡と思われる小穴

があるものが多い。いずれも西向きに

作られているが、主軸方向をみるとS

K02、 09が N-43° 一Wと もっとも北

向きで、S K01が N-86° 一Wと もっ

とも西を向いている。主軸方位別に分

類すると、(1)S K02、 09(N-43°

～57-W)、 (2)S K07、 10、 11、
4

12(N-61～ 66° 一W)、 (3)S K08、

13(N-74～ 76° 一W)、 (4)S KOl、

03～06(N-82～ 86° 一W)に分けら

坑

第110図 森遺跡 S B05実測図 (1



柱 間 距 離

れる (第111図 図版 1)。 これらは主軸方向にややばらつきはあるものの総して西向きであること

などから、それぞれが無関係とは考えられずいずれも連続して作られたものと想像される。

土坑墓内からは縄文土器、弥生土器、石器が多く出上した。これらの土器片は、いずれも細片で

供献された状態ではなかった。時期的には縄文後・晩期の上器が多いものの、弥生後期土器なども

土坑墓主軸方位別の配置
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第143図 森遺跡 S K07～ 11実測図 (1:40)
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第115図 森遺跡 S K07出上管玉実測図 (2)(1:1)

入り混じっていることから、土坑墓の時期を決定できるものではないといえる。もっとも新しい土

器は、弥生後期の甕A、 B4、 B5である (第120図 1、 5、 7)。 これにより、これらの上坑墓は少

なくとも弥生時代後期以降のものと考えられる。

土坑墓内から出土した遺物で、副葬されにと考えられるのはS K07か ら出上した管玉141個であ

る(第 114、 115図 図版106～ 108)。 これらの管玉はS K07の西寄りでまとまって出土した(図861)。

いずれも壁玉製の濃緑色を呈し、長さ4.9～ 12.65111111、 直径2.4～ 4.lllllllの管玉である。

性格不明の土坑は36個図示した (第116～119図 )。 平面形は不整円形や不整楕円形が多く、大き

さも小さいもので径 lm、 大きいもので径 2mと さまざまで、定型的なものではない。底面はすり

鉢状になるものが多い。S K23の底面には30CIll大の石が致かれていた (図版58)が、他の上坑には

このような施設はみられなかった。

上坑内からは、縄文土器をはじめ弥生土器、石器などの細片が多く出土した。縄文土器だけが出

上した土坑もあるが、S K21、 37～39のように縄文土器に混じって弥生時代後期の上器が出土して

いる土坑もある。これらは縄文土器も弥生土器もすべて細片で、土坑内からまんべんなく出土する

という状況で出土しており、周辺の包含層での出土状況と変わりがない。そのため、単純に縄文土

器だけが出上した土坑が縄文時代の上坑、弥生土器が混入している土坑が弥生時代とはいいきれな
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い。中には縄文時代の土坑あるいは弥生時代の土坑もあるかもしれないが、それを抽出することは

困難である。一応一覧表では時期のわかり得る土器については明記し、第120図 (図版108)では縄

文土器と弥生土器が一緒に出上した土坑について両者を図示した。それ以外の土器については次項

縄文土器、弥生土器の項で掲載した。

S K07出土管玉計測表
(mm)

番 号
側  辺  長

上 面 径 下 面 径
孔 径

重 量(夕 )左側辺 右側辺 上 面 孔 下 面 孔
5 1

2 9X2 35
0 ■4

3_4X34
0 ■4

0_20
■ 5

36X35

22

0_■4

8 2

32X32

3_6X3_5

■ 2X13
43

6 7
■ 45X■ 45

3_5X3 55

■_7X■ 7

■ 4X1 35

0 32
■ 2X■ 2

9_3

3_35X3 35
0_■4
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(mm)

番 号
側 i 長

上 面 径 下 面 径 孔 径
重 量(7)左側辺 右側辺 上 面 孔 下 面 孔

■21
595 O_■0

6 9 O_08
3 7X3 6

7 3

0 25
7 7 39× 395

1 5X1 5 0 ■0
8 0 2 7X27 O 09

25X25 125X■ 2
73 ■ 65X16 0 ■■

83 36X34 0 ■8
12X■ ■5

0 ■5
8 6 0_■0
8 7

■ 45X■ 4 0 ■4
9 0 0 ■2

335X34

9 3 2 7X27 0_■2
3 6X3 7

105 ■85X■ 8
9 6 0 23
97 37X38 ■ 7

■■_8

0_■3
■ 00

■ 04

0 ■2
78 0 ■2

108

1■ 0 25X25
0_■7

38X39 0 23
1■ 3

14X145 α 21

■ ■ 7

0 20
120
■ 2 ■ ■ 5X■ 5

0_■3
0_25

124 355X36 155X■ 5
0 29
0 23

127 33X335 15 15 45 X l
0.25
0 3■

130 63

0,■4
0_■7

134 33X3 3

0 ■5
0 ■3

■ 3 8 84

O_16
140 3 3X33 ■ 55X■ 65 O_■7

■ ■■ 9 1■ 9 2 9× 2 9 3 0X30 1 7X■ 7 ■ 55X155 0 ■6
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S K32～ 41実測図 (1:40)
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黒色± 2
茶色土地山

責茶色上

合のブロック

I 黒色± 2黄茶色上

1 黒色± 2黄茶色土

第118図 森遺跡



―

S K 42 282.5m

暗褐色± 2灰掲色± 3黄白色土

第119図 森遺跡

282.5m

o                     2m

S K43

282.Om

282.5m

282.Om

S K42～ 49実測図 (1:40)
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SK46

1黒色± 2茶色土
1 黒色■ 2灰茶色土

D
SK47

1黒色上 2灰褐色土



Ｈ～

山中

10Cm 0                       10Cm

第120図 森遺跡 土坑出土土器 1、 4、 5、7(1:4)

上坑計測表 (出土遺物のうち「縄」は縄文、「弥」は弥生、単位 m)( )は 現存値
番号 平面形 平面規模 深 さ 主  軸 出 土 遺 物 備  考
（
υ 長方形 1.75× 13 0.4 N-86°一W 土坑墓

02 長方形 2.1× 1.2 0.25 N―-57° 一W 縄後・晩 土坑墓

03 長方形 25× 1.2 025 N-83°一W 縄後・晩 土坑墓
〔
Ｖ 長方形 1.65× 1.05 0.3 N-82°一W 土坑墓

05 長方形 1.7× 1.1 0.35 N-83°一W 縄晩 土坑墓

06 長方形 2.45× 1.4 0.35 N-85°一W 縄後・晩 弥後 土坑墓

07 長方形 2.2× 1.3 0.45 N-61°一W 管玉 縄後・晩 弥後 土坑墓
08 長方形 (14)Xl.2 0,4 N-74°一W 縄後・晩 弥後 土坑墓

09 長方形 2.15× 125 0.35 N―-43°一W 縄後・晩 土坑墓

10 長方形 1.75× 1 0.3 N-65°一W 縄後・晩 土坑墓

11 長方形 2× 1 0.3 N-66°一W 縄後 。晩 土坑墓

長方形 17× 1.1 0.25 N-65°一W 縄後・晩 土坑墓

13 長方形 1.5× 0.95 0.2 N-76°一W 縄晩 土坑墓

14 不整円形 1.65× 1.45 0。 15

不整円形 15× 1.15 03 縄 弥前
16 不整円形 1.2× 1.2 05 縄後・晩

17 不整円形 1.75× 1.3 0.35 縄 弥後
18 不整円形 1.05× 08 0,4

19 不整円形 135× ? 03 縄後・晩

20 不整円形 15× 15 縄後 2穴重複か

不整円形 15× 15 025 縄後・晩 弥後
22 不整円形 24× 2.3 0,45 縄後・晩 弥前
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番号 平面形 平面規模 深 さ 主  軸 出 土 遺 物 備  考
23 不整円形 17× 1.5 06 縄後・晩 底面に石敷

24 不整楕円形 1.15× 0.8 0.3 縄晩

25 不整楕円形 1.4× 0,9 0.25 縄後・晩

26 不整橋円形 1.75 X O.85 縄後・晩

27 不整楕円形 1.2× 09 0.25 縄後・晩

28 不整楕円形 1.5× 0.8 0.2 縄後

29 不整楕円形 1.1× 1 0,35 縄後・晩

30 示整楕円形 12× 0,9 025 縄後

3ユ 不整楕円形 125× 0.9 0,3 縄後・晩

32 不整楕円形 1.3× 1 0,3 縄晩

33 不整楕円形 1.1× 0.9 0.3

34 不整楕円形 1.1× 1
つ
０
（
Ｖ 縄後・晩

つ
じ 円形 0.8× 0.8 0.25

36 不整楕円形 1.4× 1,2 0.4 縄後・晩

37 不整楕円形 1.3× 1.05 0.2 縄晩弥後

38 不整橋円形 18× 1.3 0.35 縄後・晩 弥前・後
39 不整楕円形 14Xl.5 035 縄後・晩 弥前・後
40 不整橋円形 1× 0.95 035 縄後・晩

41 不整楕円形 1× 0.95 0.3 縄晩 弥前
42 円形 1.5× 1.3 0.2 縄後 。晩

43 不整楕円形 1.35 X O,95 0.3 縄晩

44 方形 1.25 Xl 0.3 縄晩

45 長方形 1.8× 065 0.4 縄後・晩

46 円形 1.lXl

47 円形 1,15× 1.35 0.4 弥後

48 円形 2.15× 2.4 0.4

49 楕円形 2.3× 1.1 0.5

土坑出土土器一覧表

捕図
番号
図版
番号

器種
坑
号
土
番

な 重 cm)
形 態 文 様・手 法 備 考

口 径 器  高 囁  径
第120図

-1 108
弥 生
甕

口縁肥厚 擬凹線 3条 クシ
刺突

後期

-2 108 又
鉢

穏
深

稼
目
況
刻
違孤ヌ 彦崎K2

-3 108 同上 突起 口唇突起上に刻目
2枚貝 条痕

晩期前半

-4 108 又
鉢
縄
浅

口縁円I頃 ミガキ 晩期後半

-5 108 弥 生
甕

口縁端困傾 凝凹線 3榮 後 期

-6 108 悔 叉
深 鉢

口縁屈曲 院線端刺突 刻目 彦崎K2

-7 108 弥 生
甕

口縁肥厚 凝凹線 3条 後期

-8 108 又
鉢
縄
深

口唇平担 失情又 (V子刻 口)
口唇内面 V字刻 目

晩期後半

-9 108 同上 口縁鈍く屈曲
内面段

巻貝条痕  ミガキ 晩期前半

―-10 108 弥 生
塞

肩部 床u突 況線
ケズリ

後 期
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栗色土

暗褐色土

灰褐色土

282 0m

282 0m

(4)溝 状 遺 構

調査区の北寄りで検出された。この

河岸段丘をほぼ東西に走るように作ら

れ、さらに今回の調査区の東に延びて

いるようである (第 2図  図版64)。

この溝状遺構は調査区でも低い位置に

作られている。検出できた鞄囲では、

全長約80mにおよび、深さは30～40Cm

である(第121図 )。 溝底は東端がやや

高く中央部でもっとも低く西端で再度

高くなるようであるが、高低差は最大

で25Cmと ゎずかで、長さから考えると

黒色上

黒掲色土

黄掲色上

第121図 森遺跡 S D01土層堆積状況 (1120)

ほぼ水平といえる。なお、東端と西端の高低差は15Clllで ある。

出土遺物は中央東寄りの位置で、土師器が出土しており (第122図 図販105)、 この遺構が古墳

時代末～奈良時代住居跡に関係する遺構である可能性は高い。 1は土師器甕A4、 2は甕Alで、日

径は 1が 21 3Cm、 2が19 6Cm、 器高は 1が 33CШ、2が24.7Cmを測る。

0                1o cm

第122図 森遺跡 S D01出土上器 (1:4)
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3.遺構に伴わない遺物

(1)縄 文 上 器

縄文土器は小片ながら大量に出土した。これらは調査区の西北部の高い位置に集中しており、東

および南側ではほとんど出上しなかった。調査では地山面で遺構が確認されず、地山面までの層を

包含層として一括で遺物を取り上げた。しかしこの部分に集中することを考えると、これらの遺物

が遺構の存在をある程度反映していたかもしれない。

縄文土器は有文土器を中心に以下のように分類できる。

第 1類 (第123図 1～14 図版109)第 2類より古い様相の上器を一括した。いずれも縁帯文土
器と思われる。第123図 1は浮線を枠状に貼り付けている。同 6～ 14は縄文が施される土器である。

今回の調査では、縄文が施される土器はほとんどなく、胴部文様に縄文が使用されているのはこれ

がすべてである。これらは彦崎Kl～ 2式に相当すると思われる。

第 2類 (第123図 15～第124図59 図版109～■0)磨 消縄文だが、擬縄文が施されるものを集め
た。16、 17は屈曲した日縁部の屈曲部に縄文が施されるが、他の第 2類土器と同時期と考えたため

この類に入れた。

磨消縄文を縁取る沈線は、21や25のように幅 3～ 4 unと広いものがあるが、ほとんどは幅 1～ 2

1111nの細沈線である。また18、 31、 38な どのように沈線末端を刺突するものが多く、19や 44のように

沈線内を刺突するものもある。胴部屈曲部には沈線と刻み目が施されるものも多く、その上に連弧

文が施されることが多い。連弧文は弧文一単位の幅が比較的狭い。51は弧文一単位の幅がかなり広

く、また沈線幅が広いことなど、他の上器とやや趣を異にしている。この土器は関東地方の加曽利

B式の可能性があるとの指摘もある1)。

擬縄文は貝によるものとへら状工具による刺突状の擬縄文がある (49～ 50)。 へら刺突による擬

縄文をもつものは沈線端部に刺突が加えれない。貝による擬縄文はほとんどが巻き貝によるが、わ

ずかに52は二枚貝の刺突による。

この類は注目土器が非常に目立つ。彦崎K2式に並行すると思われる。

第 3類 (第124図60～第125図 82 図版110～ 111)縄文、擬縄文は施されず沈線間または沈線直
下に刻みか刺突が施される。多くは平行沈線の間に刻みが施されるが、まれに連弧文内に施される

ものがある (70、 77)。 沈線文は 2類に比べ 2 mm～ 3 mm前後と太く、直線的なモチーフが多い。沈

線端部に刺突を加えるものは71のみである。沈線内に刺突を施すものもなく、62が押し引き状に沈
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線が引かれるだけである。

器形は日縁部が「 く」の字形に屈曲するものが多い。深鉢、浅鉢以外の器種としては高邦 (81)、

注目土器 (82)があるが各一点出上したに過ぎない。注目土器には沈線だけが引かれ、刻みは施さ

れていない。

彦崎K2式に並行すると思われる。

第4a類 (第125図83～第126図 106、 108 図版111～ 112) 口縁部内面に沈線が引かれ、刻み目

が施されるもの。刻み目の代わりに刺突が施されるものもある (91)。 また沈線、刻み目に加え、

さらに刺突を入れるものもある (92、 93)。 沈線は基本的には 1本だが、91は 2本である。97は沈

線が途切れ、その端部を刺突する。96、 98は沈線内に刺突が 1点または 2点加えられている。

器形は単純口縁のものばかりで、頚部が「 く」の字形に屈曲して口縁部が外反する深鉢と、皿形

の口縁部が大きく開く浅鉢がある。小片が多いため頚部や胴部の文様は不明なものが多いが、83、

84の頚部には連弧文 (端部に刺突はない)と直線文が施される。また87の頚部には直線文とそれに

直交する短沈線がある。

日縁端部は平坦に面取りされるが、92、 93は端部がうすく作られている。日唇部分は基本的には

無文だが、95には縄文が施されている。

馬取式に並行すると思われる。

第4b類 (第126図 107、 109～116 図版■2～■3) 日縁部内面に沈線が引かれ刻み目が施され

るが、外面にも沈線または凹線が引かれるもの。外面は沈線だけのもの、沈線に刻みが加えられる

ものの両者がある。器形、日縁端部の特徴などは4a類と同じだが、113は端部が丸く、他の上器

とはやや違う趣である。

馬取式に並行すると思われる。

第4c類 (第126図 117～ 124 図版113) 日縁部内面に沈線だけが引かれ、刻みは施されないも

の。外面は基本的に無文だが、119、 120には細い爪形の刻み目が施される。

第 5a類 (第126図 128～第127図 135、 137～ 138、 140～ 151 図版113～114) 凹線文が施される

土器で、凹線内をていねいに磨いたりなでたりするもの。凹線内を再調製するため凹線の間隔が狭

く、凹線肩部は丸くなる。150、 151のように密着するものもある。

文様は凹線文間に刻み目を施すものがよくみられ、注目土器には注目部分で巻き貝尾部による刺

突が施される。また、140、 150には粕土粒を貼りつけ刺突する押点文がある。143は凹線間にへら

描きによるX字形の文様がある。

器形は深鉢、浅鉢の多くは口縁部が逆「 く」の字形に屈曲するものであるが、148は頚部がやや

屈曲し口縁部が大きく外反ずる特異な形態である。注目土器は 2類同様肩部で屈曲し段がつくもの
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がある (139～ 142)ほか、たまねざ形の胴部のもの (150、 151)がある。

第 5b類 (第127図 136、 139、 154～ 155、 157～ 158 第128図 160、 162～ 163、 165、 168～ 174、 176

～179、 181、 191、 第129図202～203 図版113～ 116) 凹線文土器のうち、凹線内面を雑に再調製

するもの。そのため凹線の間隔は広く、凹線内に巻き貝条線が残るものもある。また凹線肩部には

稜がつく。文様は凹線以外には、巻き貝による刺突 (158)、 扇状圧痕 (167、 181)、 押点文 (179)

がある。ほとんどは外面のみに施文されるが、166は日縁部内面にも凹線がある。

器形は深鉢、浅鉢の多くは日縁部が逆「く」の字形に屈曲するものである。 5a類に比べやや器

竪が厚い。

191、 202、 203は注目土器でいずれも肩部に凹線が施される。203にはさらに注目部付近に巻き貝

による刺突が加えられる。

福田KⅢ式に並行すると思われる。

第 5c類 (第127図 152～ 153、 156 第128図 159、 161、 164、 166～ 167、 175、 180 図版114～■5)

凹線文土器のうち、凹線内面を調製しないかごくわずかにするもの。そのため凹線の間隔は広く、

凹線内に巻き貝条線が残り、凹線肩部には稜がつく。文様は凹線以外には、扇状圧痕 (153、 180)

がある。

器形は5b類と同じである。178は肩に段がつく注目土器である。

福田KⅢ式に並行すると思われる。

第 5d類 (第128図132～190 図版115) 口縁部が大きく外反するもので、日縁部内面に 1～ 2

条の凹線が施されるもの。凹線内は再調製されるものが多い。183は外面にも凹線が施されるが、

その他は内面だけの施文である。

第 6類 (第128図 192～199 図販115)九州地方の西平式系と思われる土器を集めたが、間違い

なく西平式系であるという確証はない。日縁部が逆「く」の字形に短く屈曲するもので回縁端部に

1条か 2条沈線が入る。194と 196は さらに屈曲部に刻み目が施される。199は胴部片で羽状に刺突

文が入っている。

第 7類 (第129図204～215 図版116～ 117)後期の粗製無文土器を集めた。日縁端部は面取り

し平坦である。206、 207は口縁端部にジグザグに刻みを入れている。調整は巻き貝条痕のものが多

く、まれに215内面のように 2枚貝条痕が施されるものがある。

第 8類 (第129図216～第130図228 図版117) 5類に比べ口縁部の屈曲が弱いものや (216～

222)、 わずかに肥厚して屈曲の名残があるもの (223)。 日縁端部外面には沈線が施されるものがあ

る。第130図225～228は強く張る胴部で、日縁部の形態は不明だが、土器の様相が 8類に似ること

からこの類に入れておく。
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晩期前半と思われる。

第 9a類 (第130図229～247 図版117～118)頚部がくびれ、日縁部が外反する単純口縁の上

器である。229～ 231、 247のように日縁部が短いものと、233～242のように口縁部が長いものがあ

るようである。第 7類に比べ全体に器壁はうすい。胴部はやや張るが、245のように強く張るもの

もある。

晩期前半と思われるが、8類より新しいかもしれない。

第 9b類 (第131図248～ 260、 262 図版118～■9)頚 部がくびれ口縁部が外反する単純口縁の

上器で、日唇部に刻み目があるもの。刻み日は249～255、 258～259のように棒状または巻き貝によ

る刺突状の刻み日と248、 256、 257、 260のように線状の刻み目んゞある。2591よ巻き貝による押し引

き状の刻み目が施される。260の外面には巻き貝による斜線文様が見られるが、文様か調整かは不

明である。

晩期前半と思われる。

第10a類 (第131図261、 263～第132図 279、 283、 285～291 図版119～ 120)器形は 9類 と同じ

だが、口縁内面に刺突が施されるもの。棒状工具によるD字の刺突(263、 265～ 266な ど)と半裁竹

管状工具によるC字の刺突 (261、 271、 273な ど)がある。刺突の位置はやや低い位置にあるもの

(263～ 274)、 日唇部に接しているもの (275～ 279、 283)とがある。さらに口唇部に刻み目を入れ

るものもある (265～ 267)。 外面にはほとんど文様はないが、263はヘラによる、2641こは巻き貝に

よる山形文が施されている。

285～291は胴部外面に刺突がある土器である。10b類の胴部とも考えられるが、この類に入れて

おく。

谷尻式に併行すると思われる。

第10b類 (第132図280～ 282、 284 図版119)器形は9類、10a類 と同じだが、日縁部外面に

刺突が施されるもの。280の外面には巻き貝による斜線文 (山形文か)がある。

谷尻式に併行すると思われる。

第11類 (第132図 292、 294、 296、 298、 306 図版120)深鉢胴部で頚部と胴部の境に沈線が入

るもの。滋賀里 3式の影響と思われる。292は頚部に格子文、298は胴部に刺突が施される。296は

頚部と胴部の境が突帯状になっており、この時期より新しいものかもしれないが、突帯文土器とは

様相がかなり違うことからこの類に含めた。

第10類と併行すると思われる。

第12類 (第132図 297、 302、 304～305 図版120)晩期前半の浅鉢で以下の類に入らないものぞ

一括した。297、 304はボール形、305は皿形、302は日縁端部が短く外反する浅鉢である。304は頚
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部が短く屈曲し突起部に押点文がある。297は非常に器壁がうすい。

第13類 (第 132図299～301、 303 図版120)浅鉢で、日縁部は短く外傾し頚部は屈曲するもの。
晩期前半と思われる。

第14a類 (第133図307～ 309、 311～312、 325 図版120～121)胴部が屈曲し鋭い稜ができる浅
鉢で、日縁部は短めに内傾まには直立するもの。口縁内面に沈線があるもの (307、 308)、 胴部に

沈線があるものなど (325)が ある。磨きまたはなでで非常にていねいに器面調整が施される。

晩期前半と思われる。

第14b類 (第133図310、 313～ 318、 320～ 324、 326～ 330、 332～333 図版120～ 121)胴部が屈
曲し鋭い稜ができるもので、日縁部は外反する。13a類に比べ口縁部はやや長いが、長頚浅鉢ほど

長くないもの。日縁内面に沈線が入るものがある。

晩期前半と思われる。

第15a類 (第134図334～340 図版121～ 122) いわゆる長頚浅鉢で、日縁部は大きく長く外反

する。内面に太い凹繰気味の沈線が入るものもあり、14類との区別はあいまいだが、器壁がうすく

調整が比較的雑なものが当地の長頚浅鉢に多いことから、同様な要素をもつ土器をこの類に入れ

た。

晩期前半と思われる。

第15b類 (第134図 341～346 図版122) いわゆる長頚浅鉢で、日縁部は大きく長く外反する。

日縁端部が玉縁状に肥厚するか、または繰り上がるものである。

第16a類 (第134図 351、 352 図版122)突帯文土器で、日縁内面に刺突文があるもの。日唇部
は厚くしっかりしている。突帯は、日縁の下に付けられやや低いものの断面方形で、突帯上の刻み

日も刺突状の大きな刻み目である。

前池式に併行すると思われる。

第16b類 (第134図 349～ 350、 353～第135図363、 365～383 図版122～123)突帯文土器のうち
口唇部と突帯上に刻みをもち、突帯が日縁の下に位置するもの。 (1)日唇部が厚く平坦面をもつ

もの (347～ 350、 354～ 359な ど)と 、 (2)日唇部がうすいもの (361～ 367な ど)がある。前者は

突帯が太く断面台形を呈し、後者は突帯が細く断面三角形を呈すものが多いようである。刻み日は

大きな刺突状のものは (1)が多くやや幅の狭い「 V」 字に近い「 D」 字刻み目のものは (2)が

多いようである。日唇部の刻みの位置は内側から施文するもの (349、 368)、 真上から施文するも

の (354～ 363な ど)、 前面から施文するもの (376～ 383)な どである。

器形は354のように日縁部が内湾するものと、349、 368のように外反するものとがある。

(1)は前池式に併行するかもしれない。
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第16c類 (第135図384～ 392、 394、 398～406、 408～409 図版123～ 124) 突帯文土器のうちロ

唇部に刻み目をもたず、突帯上のみに刻み目が入るもの。口唇部は385以外は面取 りされず、先細

りになるものも多い。刻み目は385、 386が大きな刺突状の刻み目である以外は比較的小さなD字ま

kはV字である。398～ 399、 404、 409は
'F常

に小さな刻み目である。突帯の位置は384～ 394が日縁

部の下に付けられるほかは日縁端部と密着している。突帯の高さは16b類に比べると、408の よう

に)F常に低いものも多い。

沢田式に併行するかもしれない。

第16d類 (第135図393、 395～ 397、 407、 410 図版123～124) 日唇部、突帯上とも刻み目が施

されないもの。393、 395は 日縁部のやや下に突帯がつくが、他は日縁部と密着している。410は 日

縁部に突帯が 2条つく特異な土器である。

沢田式に併行するかもしれない。

第17類 (第135図411～417 図版124) 2条突帯文土器の胴部突帯である。いずれも刻み目が施

される。刻み目は413が刺突状であるほかは「 V」 字または「 D」 字である。

第18類 (第136図418、 433 図版124)浅鉢で、胴部が強く張り、日縁部が短く屈曲するもの。

いわゆる黒川式土器。

第19a類 (第136図422、 435 図版124)浅鉢で肩部が強く張り、稜ができるもののうち頚部外

面に段がつかないもの。

第19b類 (第136図423～ 425、 429～ 430、 436～437 図版124)浅鉢で肩部が強く張り、稜がで

きるもので頚部外面に段がつくもの。肩部が強く張り稜がつき、日縁部内面が肥厚して玉縁状にな

る。

第20類 (第136図 434、 438 図版124) 日縁部が短く外反するもの。頚部は緩く屈曲する。器壁

は非常にうすくてていねいに磨かれている。

底部 (第136図439～452 図版124～125)平底の底部を一括した。高台状のもの (440～ 441)、

断面三角形の高台状のもの (445～ 446)、 中央がくばむもの (442～ 443)、 全面がくばむもの (447

～452)、 丸底のもの (439)な どがある。

注 1)大塚達朗氏の教示による。
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第125図 森遺跡出上縄文上器 (3)(1:3)
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縄文土器一覧表

分類 挿図番号 出土地点 器 種 形 態 文 様 手 法 偏 考

1
第 123凶

-1
109 N12--20E8-20

波状口縁 微隆帯上に縄文 ナデ ?

-2 109 口縁肥厚 深い沈線 沈線間
に縄文または刻目

1 -3 109 N15--25
E10-20

斜繰文 擬縄文

1 -4 109 N8-14E8-20
重下況線間に刺突
上端に沈線

1 -5 109 N9--10 口縁肥厚 太い沈線 刻目(上
面施文)巻 貝条痕

1 -6 109 N20-25
E20-25

況線 十機文 (LR)

1 -7 109 N30--35
E30-35

沈線十縄文 (RL)

l -8 109 沈線十 (擬 ?)縄
文

赤色顔料塗彩

1 -9 109 N10-25
E10-15

沈線十縄文(LR)
だ円形の刺突

1 -10 109 N12-20E8-20
況線十縄文 (LR)

1 -11 109 SI-10 況裸 n黙J失
縄文 (RL)

1 一-12 109 N25-30
E20-30

縄文 (RL)

1 ―-13 109 N20-30
E15-20

沈線 +刻目十縄文
(RL)沈線端刺突

ユ ―-14 109 沈線 +縄文 (LR)

―-15 109 N8-9E8-9

画 口 琢町日十籾勢暴+榜研電

文 円形浮文上に
押点立

-16 109 N5-10E25-30
口縁屈曲 沈線文

縄文(RL?)

2 -17 109 N20--30E15-20
口縁屈曲 沈線文 縄文 (R

L)ミ ガキ

2 ―-18 109 N14-20E7-20
口縁屈曲 琢J日 疎穏又 況

線端刺突 右端沈
繰内束W窄

―-19 109 N8-9
E12-13

沈線肉刺突 擬縄
文

2 ―-20 109 N8-14E8-20
沈線 擬縄文

2 ―-21 109 太 い況腺  震穏又

―-22 109 N8-14
E8-20

況線文 擬縄文 ミガキ

巻貝条痕

2 一-23 109 N20-30
E10-20

沈線 擬縄文 ナデ

2 ―-24 109 N13-23
E30--40

擬縄文 沈線
刻目

番貝条猥
+ミ ガキ

―-25 109 N10--25
E10-15

擬縄文 沈線文 く刀 千

ケズリ P

2 ―-26 109 N10--20
E10-20

沈裸円刺突 擬縄
文

ケズリ
ー部 ミガ

キ
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分類 挿図番号 図版番号 出土地点 器種 形 態 文 様 手  法 備 考

2 ―…27 109 N20-25
E20-25

沈線端刺突 右下
端浮文 +刻目

ミガキ

ナデ

2 ―…28 109 N12-20E8-20
沈線端刺突 擬縄
文

2 一-29 109 沈線 擬縄文 ナデ

2 ―-30 109 N15-25
EO―■0

沈線 擬縄文 沈
線端末」突 刻目

ミガキ

ナデ

2 ―-31 109 N15--20
E20-25

激縄又 π裸瑞All
突

ミガキ

ナデ

2 ―-32 109 擬縄文 沈線 刻
目

2 ―-33 109 N15--20
E20-25

撰縄又 界W失 況
線内刺突 連弧文
(沈線端刺突 )

ミガキ

2 ―-34 109 N13--23
E30-40

洗線 擬縄文 ナデ

―-35 109 N20ライ
ン

E10-20
沈線 擬縄文 ミガキ

ナデ

-36 110 N15-25
E10-15

注 口 口唇肥厚 刻口 汐引呆 跡団囁
文

ミガキ

ナデ

口径 15CШ

―-37 110 N25-30
E20-30

注 口 口唇肥厚 肩に段 刻口 況裸琉刺失
洗線内刺突 擬縄
文 円形浮文

ミガキ 口径 9 1Cm

―-38 110 N10--20
E10-20

症 口 玉葱状の胴部 死稼瑞All突 狡縄
文

ミガキ

ナデ

月同署番宅そ19 4Cm

―-39 110 N10--25
E10-15

注 口 玉葱状の胴郡 侃裸 撰樋又 刻
目

ミガキ

巻貝条痕
+ナデ

I同名語ぞ騒29 8Cm

第124図
―-40
110 N13--20
E20-30

注 口 口唇肥厚 肩部段 刻目 沈線端刺突
擬縄文 円形浮文

ミガキ

-41 110
N12--20
E8-20

注 口 肩部段 '伴
已Xr  しにお【r」 小Щ
突 洗線端刺突
擬縄文 連弧文

'端
に沈繰

2 ―-42 110 注 目 肩部段 注口部 擬縄文 沈線 ミガキ

ナデ

2 ―-43 110
N20ラ イン

E10-20
脚
？

沈繰間に刺突 擬
縄文

ナ デ

2 -44 110 N20-30
E15-20
帥
？

院裸間に刻日

擬縄文

沈線内刺突

ミガキ
2枚貝条
痕

2 -45 110 N10-25E10-15
注 口 玉葱状の胴部 洗線 擬縄文 ナデ

2 ―-46 110 N30-40
E20-30

注 口 玉葱状の胴部 況稼踊411突 激樋
文

ミガキ

巻貝条痕
十ナデ

2 ―-47 110 N13-20
E20-30

と 口 玉葱状の胴部 況裸脚 ll失 琢」ロ
擬縄文

ミガキ

巻貝条痕
十ナデ

2 一-48 110 N20--30
E10-20

擬縄文 沈線肉 1
点束‖窄

ミガキ

2 ―-49 110 N13-23
E30-40

刺突による擬縄文

沈線 束」突 連弧文

ミガキ

2 ―-50 110 N12--20E8-20

刺突による擬縄文

連弧文 下端に沈
綽

ミガキ
巻貝条痕
+ミ ガキ

2 ―-51 110 N12-20E8二20
擬縄文 洗線 刻
目 連弧文?

ミガキ カロ曽不可B?
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分類 挿図番号 凶版番号 出土地点 器 種 形 悪 又 檬 手  法 僑 考

2 ―-52 110 S I-04 沈繰 刺突による
擬縄支 連弧文?

ミガキ

ナデ

―-53 110 N20-30
E10-20 文

裸
縄
孤
擬

界畦無ヤこよ る

遠弧文

ミガキ

2 ―-54 109 N8-14E8-20
江 口 玉葱状の胴部 刻目 ミガキ

巻貝条痕
最大径19 9Cm

2 ―-55 110 SI-18 注 口 肩部段 況線 刻目 刺突 ミガキ ?
ナデ

―-56 110 N8-14E8-20
注目 肩部段 沈線 刻目 ミガキ

ナデ

―-57 110 N20-25
E25-30

注 口 肩部段 及u口 況裸  鴻又
?

ミガキ

―-58 110 N12--20
E8--20 憐，・

況裸 刻劇 下端
沈線内刺突

ナ デ

―-59 110 N8-14E8-20
把 手 沈線 擬縄文 ? ナ デ

―-60 110 ・５
近
一Ｓ

付
口縁屈曲 沈線 刻目 ナデか

ミガキ

―-61 110 N15-20
E10-15

口縁屈曲 沈繰 荻u目 ミガキ

―-62 110 N8-14E3-20 脚Ｐ
沈線 中央に押引
状の沈繰

ミガキ

―-63 110 N10--20
E5--10

口縁屈曲 沈線 刺突 ミガキ

―-64 110 N12--20E8-20
口縁屈曲 況裸  刻 日 く刀 千

―-65 110 ぷ 8-14E8-20
沈線 刻目

―-66 110 N12--20E8-20
口縁屈曲 沈線 刻目 ミガキ

―-67 110 N10--20EO-10
口縁長く屈曲 洗線 刻目 ミガキ

―-68 110 SK10-34 口縁屈曲 沈線 刻 目 ナデ

―-69 110 口縁屈曲 沈線 刻 目 ナ デ

―-70 110 N27--28
E14-15

擬縄文 (2棋貝刺
突)沈線
連弧文

ミガキ

ナデ

―-71 110 N10--20
E10--20

沈線 刻目
沈繰端刺突

ナデ

―-72 110 N15--20
E10-15

沈線  2棋貝によ
る束‖牢

ミガキ

―-73 111 N15--20
E10-15

枕裸 刻 日 巻貝条痕

―-74 111 N15--25EO-10
沈線 刻目 ナデ

巻貝条痕

―-75 lll N20-30
E10-20

沈線 刻目 ナデ

―-76 111 N20--30
E10-20

沈線 刻目 ミガキ

―-77 111 N30--40
E20-30

沈線 刻目 運弧
文

ミガキ

―-78 111 N12--20E8-20
況線 刻目 ナデ

巻 目寡朝蔵

3 ―-79 111 N12--20
E8-20

沈線 刻目 ナデ

―-80 111 N12--20
E8-20

沈線 刻目 ミガキ

巻貝条痕
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分類 補凶番号 凶版番埼 出土地点 器種 形 懸 又 様 手 法 備 考

第125図
―-81
111 高郷 籾朝泉 亥J日 ミガキカ>

ナデ

円形透 し

―-82 111 E8--20N15--20
E10-15

注 口 抗裸のみ ナ デ

―-83 111 N10--25
E10-15

口唇半坦 洗線 刻日 運jlA
文

呑 貝 朱 恨

十ナデ

―-84 111 N10--20
E10-20

連弧文 ミガキ

ナデ

―-85 111 N15--25
E10-20

口唇平坦 刺突状刻目 2段
沈繰

ミガキ

―-86 111 口唇平坦 刺突状刻目2段
沈線

ミガキ

―-87 111
Ｎ

Ｅ

8-9
8-9

口唇平坦 閤面沈繰 刻目
外面短沈線

ナデ

―-88 111 N10--25
E10--15

口唇半坦 況線 刻 日 巷 貝 条 恨

十ナデ

―-89 111 N20--30E9-10
嶺 鉢 口唇半坦 沈線 刺突 条痕 ?十

ナデ

―-90 111 N12-20E8-20
浅鉢 口唇丸い 沈線 刻目 (2枚

貝 P)
巻貝条痕
+ナデ

―-91 111 N15--20
E10-15

口唇外反 沈線間に刺突 巻貝条痕
ミガキ

―-92 111 N10-20EO-10
浅鉢 口唇丸い 沈線 亥1目 刺突 ミガキ

―-93 111
N12-20
E8-20

浅鉢 口唇丸い 洗線 刻目 刺突 ミガキ

-94 111 N20-30
E15-20

口唇半坦 腕線 刻 日 ミガキ

-95 111 N15-20
E13-15

口唇半坦 沈線 刻目 口唇
ι乙紹立

ナデ

―-96 111 N20--30
E10-20

演 鉢 口唇半坦 沈線内に刺突 2

荻1目

ミガキ

―-97 112 N15--25
E10-20

口唇平垣 沈線端刺突 刻目 ナ デ

―-98 112 N12-20E8-20
口唇平坦 沈線肉刺突 1

刻目

ミガキ 補修孔

―-99 112
N10-25
E10-15

口唇平坦 腕線円rll突 2

亥W日

ナ デ

―-100 112 N9-11
E12-18

口層半坦 擁線 刻 日

―-101 112 N20-30
E15-20

口唇半坦 沈線 刻目 外面
頸部に凹線 (内 ミ

ガキ)

ミガキ

-102 112 N20-30E10-20
口唇平坦 沈線 刻 目 香貝条娠

+ナデ

―-103 112 N25--30
E20-25

口唇半坦 沈線 刻目 ミガキ

第126凶
―-104
112 N17--20
E15-20

口唇平坦 沈線 刻目 ナデ

―-105 112 N15-25
E10-20

口唇平坦 沈線 刻目 ナ デ

―-106 112 N10--20
E10-20

口唇平坦 沈線 刻目 ナデ

4b ―-107 112 N20--30
E10-20

口唇丸い 関外とも況稼
十亥1目

内面に押点

ナデ
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分類 椰凶番号 図版番号 出土地点 形 悪 文 様 手 法 嬌 考

―-108 112 N15--20
E10-15

口唇平坦 沈線 刻目 ナデ

4b ―-109 112 N25--30
E20-30

口唇半坦 口唇刻国 内 1条
外 2条の太い沈線

ナデ 巻
貝条痕 +
ナデ

4b ―-110 112 N19-20
E45--50

口唇平坦 内外刻目 内 1条
外 2条沈線 外沈
線内束」突 1

ナ デ

4b ― -111 113 SI-18
Nd  44

口唇平坦 器竪厚
い

内巻貝凹線 1

外巻貝凹線間に刻
目

ナデ

4b ―-112 113 N20--25
E25-30

口唇平坦 円刻日+巻貝 P凹
線 1 外巻貝凹線
間に刻目

ミガキ

4b ―…113 113 N15-25
E10--20

口唇外反 丸い 内スu国 十凹稼
凹線間に刻目

線肉 ミガキ

外

凹

ミガキ

4b -114 113 N10-20
E10

口唇半坦 関琢U日 十籾研暴
刻目+凹線
にも凹線

外

顎部

ミガキ

4b ―-115 113 N15-20
E13--15

口唇平坦 隅刻目+沈線 外
凹繰

ナ デ

4b ―-116 113 N8-9
E8-9

口唇平坦 円湾 肉刻目+沈線 外
沈線 2

ナ デ

―-117 113 N15-25
E10-■ 5

口唇半坦 困面沈線(巻貝?) 巻貝条痕
?

-118 113 N20-30
E15-20

口唇平坦 円向況線 ナデ

―-119 113 N15--20
E10-15

口唇平坦 肉面沈線 外面爪
形文

ミガキ

―-120 113
口唇平坦 内面沈線 外面爪

形文
番只条猥
+ナデ
ミガキ

―-121 113 N20--25
E20-25

口唇平坦 わずか
に外反

円向況裸 ミガキ

―-122 113 N12--20E8-20
肉面巻貝凹線 ミガキ

―-123 113 N20--30
EO-10

蔑 鉢 口唇平坦 関面巻貝沈線 ミガキ

―-124 113 口唇半坦 困面沈線 ナデ  ミ
ガキ

―-125 113 N8-14
E8-20 嗣Ｐ

胴部張 る 巻貝による刺突 キガ

デ
ミヽ
ナ

―-126 113
N8-20
E12-20
N8--14

注 目 月に段 違 rJA択の倣隆裸 く刀 千

―-127 l13 SI-11
No  98

況線文 ナデ 後期 ?

―-128 113 N20-30
E10--20

口縁屈曲 凹線困 ミガキ 刻
目

ミガキ

―-129 113 N15-25
E10-15

口縁屈曲 凹線困ナデ ロ唇
にも亥1目

ミガキ

―-130 113 N20-25
E20-25

口縁屈曲 凹線周ナデ 刻目 巻貝条痕

第127図
―-131
113 N25-30
E20-30

波頂部 凹線肉ミガキ ロ
覆韓こも亥1目

ミガキ
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分類 挿図番号 凶版番号 出土地烹 器種 形 慇 文 様 手  法 備 考

―-132 113 N15--20
E13-15

口縁屈曲 凹裸困ナデ ナ デ

―-133 113 N12-20
E8--20

口縁屈曲 凹線周ナデ ナ デ

―-134 113 N12--20E8-20
凹線内ナデ 内面
にも巻貝凹線

ミガキ

ナデ

―-135 113 N13--23
E30-40

凹線肉ナデ ナデ

5b ―-136 113 N9--10E9
凹線円軽くナデ

条線残る

ミガキ

―-137 113 N9-18
E20-30

凹線困ナデ ナデ

―-138 113
N10--25
E10-15

凹繰困ナデ ミガキ

ナデ

5b ―-139 114
SI-10
No   2

注 口 肩に段 凹線肉軽くナデ ナデ

ミガキ

―-140 114
N15--20
E13--15

注 口 肩に段 凹線周ミガキ 刻
目 押点文

ミガキ

―-141 114
N12--20
E8-20

注 口 肩に段 凹線困 ミガキ ミガキ

ナデ

―-142 114
N12--20
E8-20

注 口 肩に段 凹線困 ミガキ 刻
目

ミガキ

ナデ

―-143 114 N12--20
E8--26
脚
つ
胴部屈曲 凹線円ナデ|× 」子

の刻目 巻貝刺突
く刀キ

―-144 114
N12--20
E8-20 部？

胴部屈曲 凹線内ミガキ 刺
突

ミガキ

―-145 114 N25-30
E20-30

胴部屈曲 凹線肉ナデ 刻目 ミガキ
ナデ

―-146 114 N15-25
E10-15

凹線内ナデ ナデ

―-147 114 N12-20E8-?
凹裸隅ナデ 条痕 ?十

ナデ

―-148 114
N15-20
E13-15

口縁わずかに屈曲 凹線困ナデ ナ デ 口径 37 1Cm

―-149 114 N15-20
E10-15

凹裸困 ミガキ 刻
目

ミガキ 胴部径17 1Cm

―-150 114 N20--25
E10--15

注 口

?

玉葱状の胴部 凹線内ナデ 下部
に浮文 +刻目

ナ デ B同著話ぞ監22 2Cm

―-151 114 N20-25
E10-15
胸
？
玉葱状の胴部 凹線肉ミガキ ナデ 月同署話ぞ登20 8Cn

―-152 114
N7-12
E6-20

口縁屈曲 沈線 2条 巻貝条痕 口径 26cm

―-153 114 N6-7
E20-23

胴部屈曲 巻貝凹線未調整

扇状圧痕

ケズリ

ナデ
層同言語そそ22 7CIl

5b ―-154 115 N12--20
E8--20

口縁屈曲 凹線円雑に ミガキ

亥U目

ミガキ

ナデ

5b ―-155 114 N9-14
E10-20

口縁屈曲 凹裸困雑に ミガキ

変1目

ミガキ

―-156 114
N20--30
E15-20

口縁屈曲 巻貝凹線未調整 ナ デ

5b ―-157 114 N20--30
E10-20

口縁屈曲 凹線肉雑にミガキ ナデ  2
枚貝条痕
+ミ ガキ

―-158 114 N10-20
E10

口縁屈曲 凹線内雑なナデ

巻貝刺突

ナ デ

舅もlZもじ当
―-159
114
N8-14
E8-20

口縁屈曲 凹線内禾調整 全面風化
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分類 挿図番号 図版番号 出土地点 器 種 形 態 文 様 手  法 廂 考

5b? ―-160 114 N8-14E8-20
口縁屈曲 凹線内ナデ P 全面風化

―-161 114 N20-30
E25-30

口縁屈曲 巻貝凹繰肉禾調整 ナ デ

5b ―-162 114 N12--20E8-20
凹繰7J雑なナデ ナ デ

5b ―-163 114 口縁短 く屈曲 凹線円看干ナデ ? ナ デ

5C ―-164 114 N8-9E8-9
巻貝凹線未調整 ナ デ

―-165 114 N10-20E5-10
凹繰肉若千ナデ 2枚貝条

痕 +ナデ

5C ―-166 114 N15-20
E13-15

巻貝凹線禾調整

内面にも凹線

ナデ

5C ―-167 114 N8-9E8-9
凹線肉禾調整 ?

雨汁序痛

ナデ ?

―-168 114 N15--20
E13-■ 5

口縁外反 凹繰円ナデ ? ナデ

5b ―-169 114 N10-20
E10-20

凹裸円看十ナデ

亥1目 巻貝刺突
ナ デ

5b ―-170 114 S I-09
No  57

凹繰肉ナデ ナ デ

5b ―-171 l14 N8-9E8-9
凹線内ミガキ ミガキ

ナデ

5b ―-172 114 S I-04
2の配39

凹線隅ミガキ ミガキ

5b ―-173 114 N12-20E8-20
凹線困ナデ ナ デ

5b ―-174 115 N8-9E8-9
凹線困雑な ミガキ ミガキ

ナデ

5C ―-175 115 N12-20
E8-20

凹線内未調整 く刀キ

5b ―-176 115 N8-9E8-9
口縁大きく外反 凹線隅軽くナデ 条痕 P十

ナデ

5b ―-177 115 N10--25
E10-15

凹線内雑にナデ 巻貝条痕
+ナデ

5b ―-178 115 N15--25
E10-15

と 口 肩に段 凹線困ナデ ミガキ

5b ―-179 115 N5-15
E30-35

凹線 押点文 ミガキ

5C ―-180 115 N8-10
E22-25

巻貝凹繰禾調翌

扇状圧痕

ナデ

―-181 115 SK-10
Nd  ll

凹線円看千ナデ ?

浮文上に扇状圧痕

巻貝刺突

巻貝条痕

5d ―-182 115 口唇半坦 困面凹線再調整 ナデ

5d ―-183 115 N12-20E8-20
口唇平坦 内外凹線 ナデ ケ

ズリ

5d -184 115
N12-20
E8--20

口唇平坦 内面凹線肉ミガキ ミガキ

5d ―-185 115 N5-15
E30-35

口唇平坦 肉面凹線内ミガキ ミガキ

―-186 115 SI-15
付 近

口唇平坦 肉面凹線肉 ミガキ ミガキ

―-187 115 N13-20
E20-30

口唇平坦 ハ回凹橡 再調整
P

ミガキ
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分 類 神凶番号 凶倣番サ 出土地点 器 種 形 悪 文 様 手 法 備 考

5d ―-188 115 S I―
-05

Nb439
口唇平坦 内面凹線 ナ デ

5d ―-189 115 口唇平坦 肉面凹線 ミガキ
ナデ

5d ―-190 115 N8--14E8-20
口唇平坦 円面段 ナ デ

5b ―-191 115 N20--30EO-10 押Ｐ
月同引更る 凹線困 ミガキ ミガキ

―-192 115 N20--25
E25-30

口縁短く屈曲 況繰 1条 キガ

デ
くヽ
ナ

―-193 115 N6-10
E14-18

口縁短く屈曲 況裸 2条 ミガキ

―-194 115 N20--30EO-10
口縁短く屈曲 沈線 2条

縄文RL
く刀キ

―-195 115 N8-14E9-20
口縁短 く屈曲 洗線 1条 ミガキ

―-196 115 N15-20
E20-25

口縁短く屈曲 況裸 2条 刻目 元住吉 Iの可
能性もあり
今面鳳イレ

―-197 115 N8-10
E10-13

口縁短く屈曲 沈線 2条 全面風化

―-198 115 口縁短く屈曲 沈線 1条 ミガキ

―-199 115 N13-15E8-13

璽 卜況稼  羽状刷
突文

2枚貝条
痕

―-200 115 N15--20E4-10
注 口 注口短い ミガキ 長3 9clll

径2 5Clll

―-201 115 N10--13
E27-28

注 口 凹繰 ミガキ づ三7 6Cm

径2,7CIll

5b
第129図
―-202 116

N10-20
EO-10
P-11

注 口 口縁夕Ч頃 凹線関雑な ミガキ ミガキ 口径12 5Cm

器高(11)Cm

5b ―-203 116 N10-20E5-10

凹線肉ミガキ

巻貝刺突
大きな刺突

ミガキ

7 -204 116 N12--20E8-20

丸底 巻貝条痕
ミガキ

ナデ

7 ―-205 116 N20-30
E15-20

内湾気味に外傾 ミ刀キ 口径 19 5Cn

―-206 116 N20-25E9-10
口縁内湾 口唇 2列に刻目 巻貝条痕

+ナデ

7 ―-207 116 N30-32
E20-22

口唇わずかに外反 口唇 2列に刺突 ナデ

7 ―-208 116 N20--30
E15--20

肉面に巻貝凹線 ナデ ?

巻貝条痕

7 ―-209 116 N30-40
E20--30

困湾 強いナデ

? 2枚
目婆痛

7 ―-210 116 N20-30
E15--20

口唇細い ミガキ
2枚貝条
痕

7 ―-211 116 N15-25
E10--20

口唇平垣 審貝条猥

ナデ

7 ―-212 116 N15--20
E10-15

口唇平坦 巻貝条痕
ナデ
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分類 伸凶番号 凶版番号 出土地点 器 種 形 態 文 様 手  法 備 考

7 ―-213 116 N20-30
E10-20

口唇平坦 巻貝条痕
十ナデ

7 ―-214 117 N15-20
E20-25

口唇平坦 巻貝条痕
ナデ

7 ―-215 117 N2-10
E25-30

口唇平坦 外反 2棋貝条
痕 +ナデ

8 ―-216 117 N20-30
E10-20

口縁屈曲 況線 2条 2棋貝条
痕?ナデ

8 ―-217 117 SI-10
N6  10

口縁屈曲 肉面段 外面凹線状の段 く刀 千

8 ―-218 117 N12-20
E8-20

口縁に段 ナデ

8 ―-219 117
SK-66
ATo 2

外面意識的な稜 P 沈線 2条 巻貝条痕
十ナデ

8 ―-220 117
N15-25
E10-20

口縁屈曲 沈線 2条 ミガキ

8 -221 117
SI―-04
No  35

凹繰 2条 ミガキ

8 -222 117 N13-15E8-13
沈線 2条 ナデ

8 ―-223 117 N30-35
E25-30

削出突帯状に肥厚 石貝衆恨
2枚貝条
痕 ナデ

8 ―-224 117
SI-10
No  23

波頂部 香貝条狼
+ナデ

8
第130凶
―-225
117 N8-14E8-20

胴部強く張る 香貝条恨

ナデ

8 ―-226 117
Ｎ

Ｅ

胴部強く張る 2枚貝条
痕 ナデ

8 ―-227 117 N12-20E8-20
肩部に稜 巻貝条痕

ナデ

8 ―-228 117 N12--20E8-20
胴部やや張る ミガキ

―-229 117 N5-15
E10-35

口縁短 く外反 ナ デ

―-230 117 N20-30
E10-20

口縁短 く外版 ナ デ

―-231 117
N15--20
E10-15

口縁短く外反 ナデ

―-232 117 N15-20E4-10

口縁短く外反 ミガキ

巻貝条痕
十ナデ

―-233 117 N8-14E8-20
口縁長 く外版 ミガキ

―-234 117 N17-21
E19-23

口唇平坦 巻貝条痕

9a ―-235 117 N8-9E8-9
口唇厚い ナ デ

―-236 117 N13-20
E20-30

口唇平坦 ナ デ

―-237 117 N12--20
E8-20

口縁肉湾 円形浮文 2棋貝条
痕 ?

9a ―-238 117 S I-09
No  74

突起 ナデ

―-239 l17 SK-08 突 起 ナデ

―-240 117 N20--30
E15-20

口唇平坦 ナ デ

-163-



分類 挿図番号 凶版番号 出土地点 器種 形 態 文 様 手 法 備 考

-241 117 N13-20
E20-36

突 起 突起外面に刺突 ナ デ

―-242 117
N12--20
E8--20

突起 突起上面に刻目 巻貝条痕

―-243 117
N12--20
E8-20

突起 円形浮文

「 XJ字文 刻目
巻貝条痕

9a ―-244 117
N12--20
E8-20

巻貝条痕

―-245 118
N8-14
E8--20

肩部に稜 胴強く
張る

ミガキ 胴部径26 3Cm

―-246 118 N8-■
4

E8-20
巻貝条痕
+ナデ

口径25 7Cm

―-247 118 SK  08
No  45

口縁短い 巻貝条痕
ナデ

口径 48 3Cn

第131図
―-248
118 NK-08

V字亥1目 2枚貝条
痕

口径 31 9Cm

9b ―-249 118 S I-09
卜b 14

O字刻目 (指押圧
?)円形浮文

ナデ

―-250 118 N8-14E8-20
口縁短い O字刻 目 ナデ

9b ―-251 l18 N20-30
E10-20

O宇刻 日 ナ デ

9b ―-252 118 N12--20E8-20
O字刻目 (2枚貝
?)

2枚貝条
痕 +ナデ

―-253 118 N12--20
E8--20

浅いD字荻1目 ミガキ

9b ―-254 118 SI-11
No 213

O字刻目 ナデ

9b ―-255 118 N12--20E8-20
O字刻目 番貝条猥

,

―-256 118 N12-20E8-20
V字刻 目 呑 貝 条 猥

十ナデ

9b ―-257 118 N10--25
E10-15

口唇半坦 。円捨 V刻日 ナ デ

9b ―-258 118 N20--30
E15-20

口唇平坦 外方からD刻目 巻貝条痕

―-259 118 N12-30E8-20
巻貝による押引状
のD字亥1目

巻貝条痕
+ナデ

9b ―-260 118 N20-25
E20-25

口縁内湾 V刻目 巻貝によ
る斜行沈線 (調整
か)

巻貝条痕
+ナデ P

―-261 119 N20-25
E20-30

口縁外反 巻貝による刺突 ?

口唇刻目か ?

ナデ

―-262 119 SK-08 小 さなD字亥J目 ナデ

―-263 119 N8-14E8-20
突起 巻貝による界」突

外面山形文

2棋貝条
痕 +ナデ

―-264 119 SK  75
No  13

巻貝による押引状
の刺突
III干ケば ¢祭目Ⅲ

ナ デ

―-265 119 N10--20E5-10
D字の刺突 V字
亥1目

ナ デ

―-266 119 SI―
-11
N, 251

巻貝による刺突
浅いV字刻目

巻貝条痕

―-267 119 SK-12
No  25

巻貝による刺突
小さなD字刻目

ナ デ

―-268 119 S I-04
No  33

巻貝による刺突 ? 2枚貝条
痕 ナデ
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挿図番号 図版番号 出土地点 形 悪 又 檬 手 法 偏 考

―-269 119 N8-14
E8--20

C字の刺突 2枚貝条
痕 +ナ デ

―-270 119 N30-35
E60-65

貝による刺突 2棋貝条
痕 +ナ デ

―-271 119 N8-9E8-9
突 起 C字の刺突 2枚貝条

痕 +ナデ

―-272 119 N30-35
E25-30

肉湾 D字の刺突 巻貝条痕
十ナデ

―-273 119 N15--20E8-11
C字刺突 2枚貝条

痕 ナデ
―-274 119 N20--30

E15-20
D字刺突 2枚貝条

痕 ナデ
第132図
―-275
119 SK-08

Nb  46
字刺突 呑貝条展

十ナデ

10a ―-276 119
Ｎ

Ｅ

D字刺突 2枚貝条
痕

―-277 119 N19-20
E44-50

三角形を 3つ合わ
せたような刺突

巻貝条痕
+ナデ

―…278 119 N20--25
E20-25

肉面凹線 ? 押圧
文外面細沈線 P

ナ デ

―-279 119 SI-10
酌  52

D字刺突 巻貝条痕
ナデ

10b ―-280 119 N5--15
E30-35

口縁わすかに関湾 し子界」突 呑只に
よる斜行文 (山形

?)

ナデ

10b ―-281 119 ・１
近

Ｓ‐
付

困湾 巻貝による刺突 巻貝条痕

10b ―-282 119 N20--25
E20-25

円湾 2棋貝による刺突 2枚貝条
痕 +ナデ

―-283 120 N15--20
E20-25

巻貝による刺突 巻貝条痕

10b ―-284 119 ・１
近

Ｓ‐
付

巻貝による刺突 ナデ 巻
目察郭言

―-285 120 N25-30
E20-30

巻貝による刺突 ナデ 月同部

―-286 120 ・１
近

Ｓ‐
付

C字刺突 2列 ナデ 胴部

-287 120
Ｎ

Ｅ

巻貝による刺突 春貝条狼
十ナデ

胴部

―-288 120 N10-20
E5-10

D字刺突 香貝条狼
?

胴部

一～289 120 N8-14E8-20
巻貝 ?によるrll突 2枚貝条

痕キナデ

―-290 120 N20-30
E15-20

C字刺突 (半蔵竹
管)

ナデ 旭同部

-291 120 N12--20E8-20
巻貝による刺突 ナデ ? 胴部

-292 120 N12-20E8-20
X字文 沈線 ナデ

ケズリ

-293 120 N12-20E8-20
細洗線 (巻貝 ) ナ デ

-294 120 N12-20E8-20
洗線 ナデ

-295 120 N12--20E8-20
2棋貝条
痕 +ナデ

―-296 120 SI-09 突需状に肩郡隆起

沈線 ?

ナデ

ミガキ
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出土地点 形 態 文 様 手 法 備 考

―-297 120 N8-9E8-9
浅鉢 外面に段 X字文 ミガキ

―-298 120 N12-20E8-20
巻貝による段 巻貝刺突 2列 キガ

デ
ミヽ
ナ

―-299 120 N8--14E8-20
浅鉢 円面に段 リ

キ

ズ

ガ

ケ

ミ

―-300 120 N22--36
E50-60

浅鉢 突 起 く刀 千

―-301 120 N15-25
E10-20

浅 鉢 突起 ミガキ

―-302 120 N25-30
E30-35

浜 鉢 口縁短し 2枚貝条
痕

―-303 120 N12-20E8-20
浅鉢 突起 ミガキ

一-304 120 N25-30
E35-40

炭鉢 頸部短 く屈曲 押点文 短裸文 ミガキ

-305 120 N10-20E8-10
浅鉢 突起 円面に段 ミガキ

11 一-306 120 N8-10
E10-13

深鉢 胴部張 る 沈線文 巻貝条痕

舅ユ133凶
―-307
120 S I―

-04

2の醜82
廣鉢 内面 1条 外面 2

条の沈線

ナデ

―-308 120 N
20--25

E26-25
浅鉢 口縁肉傾 内面沈線 ミガキ

―-309 120
一

４

Ｉ

�

Ｓ 浅鉢 口縁外反気味に直
立

ミガキ
2枚貝条
痕

14b ―-310 120 N8-14E8-20

歳鉢 ミガキ

2枚貝条
痛

―-311 120
N40E30
SD-01
Nb  7

浅鉢 口屠外反 困向抗線 1条 ミガキ

―-312 121 N12--20E8-20
浅鉢 口唇外反 ミガキ

-313 121
土

３Ｇ

色

第

黒
浅鉢 口唇わずかにくり
上る

ミガキ

―-314 121 N20-30
E15-20

浅鉢 口縁外面に段

波状口縁

キ

リ

ガ

ズ
ミヽ
ケ

14b ―-315 121 排土中
浅 鉢 稜 丸 い ナ デ

14b ―-316 121 N12--20
E10-20

嶺 鉢 稜丸い 沈線 ミガキ

ナデ

-317 121
N8-14
E8-20

浅鉢 沈線 一ア
ズ
ナ

ケ

14b -318 121 N12-20E10-20
浅鉢 口唇平坦 ナ デ

―-319 121 N12--20E8-20

浅鉢 深身 2棋貝条
痕 ミガ
キ

14b ―-320 121 N
20--30

E15-20
浅鉢 口唇平坦 巻貝条痕

ナデ

―-321 121 N12-20E8-20
浅鉢 口唇平垣 困向に沈線 ナデ

14b ―-322 121 N8-14E8-20

口層平坦 困向に況線 ナデ P

-166-―



分 類 静凶番号 凶倣番号 出土地点 器種 形 悪 文 様 手 法 備 考

14b -323 121 N8-14E8-20
肉面に凹線 ナデ ?

14b -324 121 N8--14E8-20
困面に凹繰 ミガキ

14a ―-325 121 SI―-06 口縁円I唄 枕線 2条 ミガキ
ナデ

口径 213Cコ

14b ―-326 121 SI-10
沌  4

波状口縁 口唇困
面に段

ミガキ

ケズリ

口径 21 4Cm

14b ―-327 121 N20ラ イ
ン

E10-20
波状口縁 口唇刻 日 ナデ 口径 28 7Cn

14b ―-328 121 N14--20
E7-20

く刀キ

ケズ リ

月同署悟ぞ乙17 6Cm

14b ―-329 121 N8-14E8-20
稜 凡 い 沈線 ミガキ 河同昌卜?と17Cn

14b ―-330 121 N30
E30--35

凌 凡 い ミガキ 胴部径14.2Cm

―-331 121 N27--28
E50-60

嶺 鉢 ミガキ 最大径25 2CIll

14b ―-332 121 N8--14E6-20
浅鉢 稜丸い ナデ 月同部径25.2CⅡ

14b ―-333 121 N10--25
E10-15

浅鉢 肉面に段 ミガキ 口径 25 2CIll

第134図
―-334 121

N12--20
E8-20

浅鉢 不明 口径 35 6CIll

15a ―-335 122 N12--20E8-20
浅鉢 肉面凹線 ミガキ

―-336 122 N12-20E8-20
残 鉢 隅面に凹線 ナデ

―-337 122 N12-20E8-20
残鉢 困面に沈線 ミガキ

15a ―-338 122 N13--23
E30-40

浅鉢 口唇河巴厚 困向に況線 ミガキ

15a ―-339 122 N20--30
E15--20

桟鉢 ミガキ

15a ―-340 122 N15--20
E13-15

浅鉢 ミガキ

―-341 122 N10--25
E10--15

口縁くり上がる 凹線 ミガキ

15b ―-342 122 N8--14
E8-20

口縁くり上iがる ミガキ

15b ―-343 122 N15-20
E20-25

口縁くり上iがる ナ デ

15b ―-344 122 N12--20E8-20
口豚 土 豚 状 ナデ

―-345 122 残 土 中 口縁玉縁状 ミガキ

―-346 122 N12--20
E8-20

口縁くり上がる ナデ

ミガキ

―-347 122 SK―
-63

Nb  12
深鉢 大きなD字亥1目

山形文

ナデ

―-348 122 SK-20
No  23

山形文 (巻貝 ) 347と 同一個
体力》

16b ―-349 122 N8-■4
E8--20

口唇平坦 口唇隅側に刻目
巻貝による刺突状
刻目 X字文

ナ デ

16b ―-350 122 N12--20E8-20
口唇平坦 口唇上面から刻目

D字刻目 斜線文
ナ デ
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凶版番号 出土地点 形 態 文 様 手 法 備 考

―-351 122 N12-20E8-20

口唇平坦 門向不u失 突帯41u
突状刻目

ナデ 2
枚貝条痕
+ナデ

一-352 122 N30--40
E20-30

口唇平坦 内面刺突 突帯刺
突状刻目

ナデ

16b ―-353 122 SI―
-11
N'  30

口唇半坦 口唇上面から刻目

口唇 突帯刺突状
力I日

ナデ

16b ―-354 122 N15-25
E10--15

口唇平坦 口唇上面から刻目

口唇 突帯刺突状
多耐日

ナデ

16b ―-355 122 SK-67
酌  6

口唇平坦 口唇上面から刻目
D字刻目

ナ デ

16b ―-356 123 SI―
-15

No  62

口唇平坦 口唇上面から刻目
口唇 突帯刺突状
亥1目

ナ デ

16b ―-357 123 N12--20E8-20
口唇平坦 口唇上面力>ら刻日

D字刻目
ナ デ

16b ―-358 123 SI一
-15
6ヽ  42

口唇上面から刻目
D字亥1目

ナ デ

16b ―-359 123 N20--30
E10-20

口唇平坦 口唇上面から刻目
刺突状の刻目

ナデ

16b ―-360 123 N20-25
E10--15

口唇半坦 口唇上面から刻目
D字亥1目

ナデ

16b ―-361 123 S I-15
付 近

口唇上面から刻目
口唇D字 突帯V
字刻目 (幅広)

ナデ

16b ―-362 123 N20-25
E10-15

口唇上面から刻目

D字亥」目
ナ デ

16b ―-363 123 N20--25
E30-35

口唇上面から刻目

広いV字刻目
ナデ

巻貝条痕

―-364 123 N15-25
E10-20

X字文 刺突 刻
目

ミガキ

16b ―-365 123 N20--30
E10--20

口唇_L向つゝら刻口

D字刻目
ナデ

16b 一-366 123 N15--25
E10--15

口層前面から刻目

束W突状の刻目

ナ デ

16b ―-367 123 N20-30
E15--20

口唇困側か ら刻 日

卿牢織の力十日

ナデ

16b 舅
E13b鬱当
―-368
123 N30--35
E30-35

口縁端外反 口唇内側から刻目

束」突状刻目

巻貝条痕

16b ―-369 123 N15--20
E13-■ 5

口唇半坦 口唇上面から刺突 ナデ

16b ―-370 123 N12-20E8-20
口唇半坦 口唇上面から刻目

V字刻目
一ア
ズ

ナ

ケ

16b ―-371 123 S I-10
Nd  70

突帯口唇に接する O字刻目 ナデ

16b ―-372 123 N22--36
E50-60

O字刻目 ナデ

―-373 123 N12--20E8-20
突帯上向き 口唇小さなO刻 目

突帯刺突状刻目

ナ デ

16b ―-374 123 SI―
-11

N航 154

突帯上向き D字刻目文 ナデ

16b -375 123
N8--14
E8-20

突帯上向き D字刻目 ナデ

16b ―-376 123 SI―
-12

Nd・  33
突帯下向き 口唇前面から刺突

束J突状の刻目

ナデ
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16b ―-377 123 N15-25
E10-20

突帯上向 き 口唇前向から刻日

剌突状の刻目

ナ デ

―-378 123 SI-11
No 145

口唇半坦 口唇前向から刻日

D字亥」目

16b ―-379 123 N20-30
E10-20

口唇前面から刻目
V字刻目

ナデ

16b ―-380 123 6   G
口唇前面から刻目
V字刻目

ナデ

-381 123 N25-30
E20-30

口唇平坦 口唇前面から刻目
D字刻目

ナデ

16b ―-382 123 SK-63
血   1

口唇平坦 突帯上
向き

口唇前面から刻目

刺突状亥1目

ナデ

16b 一-383 123 SK-63
尚  7

肉湾 口縁下にTld褒

刺突状の刻目

ナデ

―-384 123 S I-09
Nd  42

突 帝 低 い 下万力>ら V刻 目 ナデ

―-385 123 N15--25
E10-15

口唇半坦

突帯上向き

D子刻 日 ？
痕
り
条
ズ
貝
ケ
巻

？

―-386 123 N12-20E8-20
突 帯 低 い 刺突状の刻日 ナ デ

―-387 123 N25--30
E30-35

口層半坦 やや外
庁

D字刻目 ナデ

―-388 123 N15--25 口稼やや外反 V字亥1目 ナ デ

―-389 123 N10--20E9-10
口縁外反 2棋貝による刺突

状刻目

2枚貝条
痕

―-390 123 N9-11
E12-18

口層厚い V字亥」目 ナデ

―-391 123 雫 帯 は
「
部 に 位 置 D子刻 日 ナ デ

―-392 123 S I ―-15 口唇 うすい V字刻 目 ナ デ

16d ―-393 123 N25-30
E20-25

口唇うすい ナ デ

―-394 123 N25-30
E30-35

口唇うすい V字荻1目 ナデ

―-395 123 SI-15
付 近

口唇わずかに外反 ナデ

―-396 123 N10-25
E10-15

突帯口層に接する ナデ

―-397 123 N15-20
E60-65

外反 突帯口唇に
接する

ナデ  2
粒 目察剣言

玉縁状の突帯

―-398 123 N25-30
E20-30

突帯口唇に接する 小 さな刻 日 ナ デ

―-399 123 N12-20E8-20
突帯口唇に接する 小さな刻目 ナデ 刻目は破面の

可能性あり

-400 123 S I-06 突帯口唇に接する D字亥1目 ナデ

-401 123 N28-29E14-15
突帯口唇に接する
口唇平坦

V字刻目 巻貝条痕
,

16c ―-402 123 N20-25
E10-25

突帯口唇に接する

口唇平坦

V字刻 目 ナデ

―-403 123 N20--30
E10-20

突語口唇に接する

低い突帯

浅いが大きな刻目 ナ デ

―-404 123 N20--30
E10-20

突帯口唇に接する 月ヽさな刻目 巻貝条痕
十ナデ

―-405 123 N12--20E8-20
突帯口唇に接する V字刻目 ナ デ

―-406 124 SI-15
血  1

突帯口唇に接する 竹管状工具による

刺突

ナデ
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16d ―-407 124 N12--20
E10-20

突帯は上部に付け
ム

ナデ

16c ―-408 124 N15--25
E10--20

突蔚は上部に付け

る

V子刻 目 一ア
ズ
ナ

ケ

―-409 124 N8--14
E8--20

突帯は口唇に接す
る

/」 ざ`な刻 日 ナデ

16d ―-410 124
N20--25
E20-25

口縁下に 2条の突
帯

ナ デ

―-411 124 N8--14E8-20
D字刻目 ナ デ 胴部突帯

―-412 124 N12--20E8-20
磯いり子刻 日 ナデ 同上

―-413 124 N25--30
E20-30

D子刻 目 2枚貝条
痕十ナデ

ケズリ

同上

―-414 124 N12--20E8-20
D字刻目 ナデ 同上

―-415 124 N8-9E8-9

刺突状の刻目 ナデ
2枚貝条
痛

同上

―-416 124 SI―
-10
No 135

V字刻目 ナ デ 同上

―-417 124 SI―
-11

N6 114
V字刻目 ナ デ 同上

第136図
―-418 124

N15--25
E10--15

浅鉢 ミガキ

―-419 124 SI―
-11
N6  99

演 鉢 口縁短 く屈曲 ナデ 巻
貝条痕

―-420 124 N25-35
E60-70

摂 鉢 口縁短 く屈曲 ミガキ

―-421 124 N10--25
E10-15

浅鉢 口縁短く屈曲

波状口縁

―-422 124 N13--23
E20--40

震鉢 口縁短 く外反 ミガキ条
痕 +ナデ

19b ―-423 124 N25--35
E60--70

浅鉢 口縁外面に段 ミガ

ズリ
ガキ

キケ

ミ+

19b ―-424 124 SI―
-15

付 近

豪鉢 口縁外向に段 ナデ ケ
ズリ十ナ

デ ,

19b ―-425 124 N15--25
E10--15

浅鉢 口豚外 国に政

口縁わずかに外反

キガ

デ
くヽ
ナ

19c ―-426 124 N20--25
E10--15

炭鉢 口縁円外面に段 ナデ  ミ
ガキ 巻
目条痛

19c ―-427 124 SI―
-05
Nd 501

浅鉢 口縁玉縁状 ナ デ

―-428 124 N20--30
E10-20

浅911 口縁玉縁状 ミガキ

19b ―-429 124 N12--20E8-20
炭鉢 口縁外向に段 キガ

デ
ミヽ
ナ

19b ―-430 124 N35--40
E30-35

炭鉢 口縁外面に段 ミガキ

ナデ 巻
国条痛

―-431 124 洗線 斜行文 キガ

デ
くヽ
ナ
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分 類 挿凶番廿 図版番号 出土地点 形 態 文 様 キ 法 備 考

―-432 124 N20-30
E10-20

浅鉢 口縁短く外傾 ミガキ

―-433 N10-25
E10--15

口縁短く外反 内面沈線 ミガキ

-4艶 124
N19-20
E45-50

胴部に稜 ミガキ 月同昌脳をと19 4Cm

―-435 SI-14
Nd  9

口縁短 く外反 ミガキ
ケズリ+

ナデ P

口径25.2Cm

19b ―-436 124 N20--30
E15-20

口縁外面に段 ナデ 周FwJ昌勝そと17 4Cm

19b ―-437 124 N10--25
E10--15

口縁外面に段 ナデ 胴部径16.5Cm

-438 124 N20-…30EO-10
喬壁 ,丁い 況裸 ミガキ 口雀凱4 5Cm

―-439 124 N10--25
E10--15

ほ 部 半底気味の丸底 ナデ 涯夏ぞ騒17.5Cm

―-440 124 N15--25
E10--15

医郡 高台状 審貝条展

ナデ

[夏[乙6 8Cm

-44ユ 124 N25-35
E60--70

底部 高台状 ミガキ

ケズリ

ナデ

[夏ぞと7C皿

-442 124 N15-25
E10-20

医部 外向中央凹む ナデ  2
枚貝条痕
十ナデ

底径 5,8CIll

-443 125 N10--20
E10--20

底部 外面中央凹む ナデ

ケズリ

底径7cn

―-444 125 排 上 中 底部
凹み底 2棋貝条

痕 ナデ
,騒奮:4.2Cn

-445 125 N10--20
E10--20

畷部 凹みほ 番貝条猥
+ナデ
ミガキ

ほ径7Cn

-446 125 N15--25
E10-20

底 部 凹み底 キガ

デ
くヽ
ナ

泥夏?乙6.2Cm

-447 125 N10-20
E10-20

医部 凹み底 番貝条展
ミガキ

[夏ぞE54Cm

―-448 125 N12-20E8-20
底部 凹み履 ナデ 底径5 1Cm

-449 125 N17-21
E19-23

底部 凹み底 ミ刀千
ケズリ
チデ

涯夏ぞ乙6Cn

―-450 125 N12--20E8-20
厩部 凹み底 ミガキ 厄夏ぞ乙6 7Ca

―-451 125 N20-30
E15-20

ほ 部 凹みほ 2棋貝条
痕 ケズ
リ ナデ

厄夏ぞ乙4.9Cm

―-452 125 N12--20
E8-20

匠部 凹みほ ズ

デ

ケ

ナ

[夏ぞ乙3 9Cm

-171-



(2)弥生上器 (第 4～ 5図 )

弥生土器は前期、中期が少量、後期が多量に出土している。いずれも包含層出土として取り上げ

たが、後期の土器はほとんどがS115付近から出土した。

前期の上器 (第137図 1～ 18、 24～第138図34 図版126～ 127)前期の上器は壺、甕が出土して

いるが、いずれも前期後半の上器である。 1～ 7、 28の 2は壺で、2が多条の沈線文、 3、 4が沈

線間に刺突をもつもの、 5が山形文、6が重孤文、7が木の葉文である。28は日唇部に羽状の刻み

目が施されている。甕は、多くは多条のもので沈線直下に三角形などの刺突があるものもある (10、

12、  17、  24)。

中期の土器 (第137図19～23 第138図 35、 36、 37 図版126～127) 19、 20が前葉、21～23が中

葉、35は後葉の上器である。20は櫛描きの沈線下に小さな爪形状の刺突文が施される。21～23は裏

に削り調整がみられ、後期の可能性もある。

高邪 (第142図132 図版131)は日縁部が屈曲するもので、日唇部が平坦面をもちそこに凹線文

を入れるものである。日縁部外面には櫛描きによる沈線が入っている。

後期の上器 全形がわかるものが少ないため、日縁部の形態によって分類した。甕、壺の分類は

第 2章 (1)竪穴住居跡 での分類と同じである。

甕A(第 138図38～ 42、 47 図版127) 日縁端部が肥厚するもので、端部は内傾する。上方への

繰り上がりはない。日縁端部には凹線または沈線が施されることが多い。

甕 Bl(第138図43、 45、 46 図版127) 口縁端部が上方に拡張し複合口縁となっているが、そ

の幅が非常に狭いもの。口縁端部は内傾する。

警 B2(第138図48～ 50、 52、 第139図74 図版127～128)口 縁端部が肥厚して上下方に拡張する

もの。日縁端部は内傾する。擬凹線を入れるものが多い。

甕 B。 (第138図 53、 54 図版127)日 縁端部は肥厚し、外傾するもの。擬凹線が入る。

磐 B4(第139図56～ 63、 第140図85 図版127～128)頚部から口縁部にかけてやや長いもの。擬

凹線を入れるものが多い。

甕 B5(第138図44、 51、 55 第139区64～ 70、 72～ 73、 75、 77 第140図80～ 81、 83 図版127～

129)日縁端部が複合口縁で、内傾するもの。擬凹線を入れるものが多い。

甕Cl(第 139図 71、 78 第140図 79、 82 図版128～129)日縁端部が複合口縁で、直立気味にや

や長く伸びるもの。櫛描きの沈線が入るものが多い。

甕C2(第 140図84、 89～ 90、 92～94 図版129)複合口縁で口縁端部が長く伸び、外反気味にな

るもの。上端部は肥厚する」櫛描きの沈線が入るものが多い。
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甕C3(第139図 76、 第140図 86～ 88、 91、 第140図95～第141図 103 図版128～ 129)複合口縁だ

が日縁端部は短く外反または外傾する。無文。

甕 Dl(第141図105～109 図版129～ 130)複合口縁で、日縁部の外反は甕Cよ り強い。器壁は

比較的薄く、上端部の肥厚も弱い。櫛描きの沈線が入る。

甕D2(第 141図 110～116 図版130)複合日縁で日縁部端部は長く伸び外傾する。全体に器壁

が厚く、口縁屈曲部の稜は鈍い。日縁部は無文のものが多い。

甕D3(第 141図 104、 第141図 117～第142図122 図版130)複合口縁で口縁端部が長く伸びて外

反するもの。口縁上端部は肥厚するものは少ない。櫛描きの沈線が入る。

壷A(第142図123～124 図版130)単純口縁で、日縁部は短く直立またはやや内傾する。日縁

端部は肥厚する。

壼 B(第142図125 図版130)単純口縁で頚部が「 く」の字形に屈曲する。

壼C(第 142図 126～ 128、 130 図版130～131) 日縁部が上下に拡張し内傾または直立するもの。

擬凹線がが入るものが多い。

壼D(第 142図 129、 131 図版131) 日縁部が複合口縁で、端部は長く外反する。櫛描きの沈線

が入るものが多い。

高坪 (第142図 132、 136～137 図版131)体部口縁部が内湾する、単純口縁の上器である。調

整は雑で刷毛目がよくのこり、器壁はあつい。

器台 (第142図 133～135 図版131)受部、脚部とも複合口縁である。筒部は残らないが長いも

のと思われる。受部、脚部とも外面に櫛描きによる沈線文が入っている。

鉢 (第143図138 図版131)口縁部は甕Cと同じ形態である。日縁部には櫛描きによる沈線、

胴部には櫛による刺突がある。

碗 (第143図 139～ 140 図版131)139は手担ねによる土器で器面には凹凸が多い。140は比較的

ていねいな調整が施される。

脚 (第143図 141～ 142 図版131)鉢形土器の脚と思われる。ともにやや低めの脚である。

以上の後期の土器は、後期全般にわたっているといえる。そのなかで甕についていえばA、 Bュ

～ Bぅ とC～ D類 との間に大きな違いがみられる。日縁部が内傾するか肥厚するA、 Bl～ B5類で

は擬凹線が施され、外反するCl～ Ca、 Dl～ DЭ類は櫛描きによる沈線が施されるからである。ま

た、甕A、 B8、 B4、 D2は出雲地方でも平野部にはあまりみられない土器である。これらは仁多

郡横田町追谷遺跡
ユ)な ど山間部の遺跡で出土しているようで、ひとつの地域色を示しているのかも

しれない。

注 1)仁多町教育委員会『沢日宅裏遺跡 鑓免大池遺跡 渋谷遺跡調査報告』1982
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弥生土器一覧表  (単位はCa) ( )は 現存値

第143図 森遺跡出土弥生上器 (7)(1:4)

分類 挿図番号 図版番号 出土地点
法   量

形 態 文 様 手  法 備 考
口ほ径 器 高

BIJ AIJ
暉

弟 13r凶
-1 126

N30-35
E30-35

口縁外反 口唇に】羽天の刷
牢

ハケ日
ナデ

同 上 -2 126 N20-30E15-20
ヘラ描沈線 5条 ミガキ

ハケロ

同 上 -3 126 N20--30F An__A氏
ヘラ描沈線下に
吏‖空

ミガキ
ナデ

同 上 -4 126 N25--30F,∩―-9氏
ヘラ摘沈線間に
束II牢

ハケロ
+デ

同 上 -5 126 N15--25Fl∩―-9∩
削出突帯上にヘ
ラ注繰綴詢マ

ミガキ
十 デ

同 上 -6 126 N12-20
T「 R―-90

ヘラ描重弧文 ミガキ
ナデ

同 上 -7 126 N12--20F R――ク∩
木葉文 ミガキ

+ギ

Rl」 剛
碧

-8 126 N30--35E30-35
ヘ フ釉 仇 採 ケヽロ+ナデ

同 上 -9 126 N ZU―
-3U
E60-65

ヘ ラ輌尻線 4条 ハケロ
ヨコナデ

同 上 ―-10 126 N30-35E60-65

ヘラ描洗線14条
直下に三角形刺
突文

ナ デ

同 上 ― -11 126 N20-25E30-35

ヘラ摘沈線 6条 ハケ曰
ヨコナデ

可
あ
の
性
鉢
能
め

同 上 ―-12 126 lN 13-―ZU
E20-30

ヘラ摘沈裸下に
東II牢

ナ デ

同 上 ―-13 126 IN 3υ――もう
E30-40

ヘラ摘況裸11条
(細い )

ナデ

同 上 ―-14 126 N30-35E30-40
1司   上 ヨ ヨ ナ デ

同 上 -15 126 N20--25E30-35
口 唇 叛」ロ  ヘ フ
描 沖
rFB

ハケ日
ヨコナデ

同 上 ―-16 126 N17-19FR∩―R,
ヘラ描洗線 ヨコナデ

同 上 ―-17 126 lN Zb― -3υ

E20-25
ヘラ摘況
直下に刺

条７
立
展

慈

ハ ゲ 日
十 ギ

同 上 ―-18 126 N25--30E20-30
ハケ国
ヨコナデ

中 期
霊

―-19 126 N30-35R30-40
クシ摘洗線12条
南下に爪形支

ナ デ

同 上 -20 126 N30-35E30-40
同   上 ナ デ 上t」と||IJ

一個体
か
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分類 挿図番号 図版番号 出土地点
法   量

形 態 文 様 手  法 備 考
口底径 器高

中  期 ―-21 126 N22-36E51-60 亀¥描錦簗 鋸 関向ケ
ス リ

同 上 -22 126 N20-25E10-15
Z条 上早恒の孤
線 連弧文状の
支様

円面ケズ リ の
性
期
能
り

後
可
あ

同 上 ―-23 126 N25-30E20-25
凶繰上に斜格子
ヤ

円向ケス リ 同  上

前 期
甕
-24 126 N13-20E20-30 319

ヘラ摘沈線 7条
百下をと葡I牢

ハ グ 日

ヨコナデ

同 上 -25 126 N20-25R30-35 179
ハケロ
ヨコナデ

同 上 ―-26 126 N13-― Z3E30-40 260 (91)
口縁身F「厨′こ
短い

ハゲ ロ

同 上 -27 126 N21E22-23 158 (56)
ハ ゲ 日
ヨ コ ナ デ

同 上 -28 126 N6-10E14-18 259 (55)
ハケロ
ヨコナデ

前 期
望
-28 N13-19

E30 191 (81)
口唇イこ羽状の床u
突 ヘラ沈線10
条

ハケロ
ミガキ

前 期
甕
第138図
―-29 126

N25-30
E20-25 210 (35)

口唇面取 り 外向ケスリ P
ハケロ ヨコ
ナデ

同 上 ―-30 126 IN ZD~~5υE20-30 240 (74)
ハ グ 日

ヨコナデ

鉢
-31 126 lN tjU一別

E20-22 190 (49)
(カ キ

RIJ 剛
底 部 -32 127

t■113-― Ztj

E30-40
律
０
は
■ (86)

ハケロ
ナデ

同 上 ―-33 127 lbl ZD― -5υ

E20-25
底 佳

56 (35)
く刀 千

指押圧痕

同 上 -34 127 N17--19F負∩――Rタ
佳
２
底
■

全面風
化

中 期
甕
-35 127 N20--30E60-65 200 (71)

口豚肥厚 クシ摘π線 4条 円 回 ドキ グ ス

リ 上半ナデ
ヨコナデ

期
部

甲
底 -36 127 凩 Zυ

~~Z9

E20-25
底 往

40 (22)
く刀 千

ナデ

同 上 -37 127 lAl■9~~とυ

E60-65 '氏
俺

63 (38)
く刀 千

ナデ

期
Ａ
後
甕 -38 127 N30-35E30-40 150 (68)

展 凶 採 Z余  ク
シ刺突

デナ
リ

コ

デ
代
ア

ヨ
ケ
ナ

同 上 -39 127 125--30
)20--25
359 擬凹繰 2条 デナ

リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同 上 -40 127 N ZU―
―tSU
E10-20 120 (39)

羽択の刺突又 デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同 上 -41 127 N25-30E25-30 220 (44)
震凹線 3条 ハケ日+ヨ コ

ナデ ケズ リ

同 上 ―-42 127 N20-30E15-20 150 (25)
デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同BI ―-43 127 N13-23
Tr R∩ __と∩ 190 (18)

デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B5 ―-44 127 IN tjυ一-4U
E20-30 130 (28)

日回の lBLH
Ettt′ ヽ

陵凹裸 3条 デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同Bl ―-45 127 N30-35E25-30 177 (27)
一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同Bl ―-46 127 N20-30E15-20 130 (25)
デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同 A ―-47 127 N15--25E10-15 (47)
凝凶裸 Z tt Z
枚貝による連続
束II牢

アブ
ケズ リ

同B2 ―-48 127 N30-40E20-30 150 (36)
擬凹裸 3条  ク
シ刺突

デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B, -49 127 N25-30E20-30 150 (45)
凝凹線 2条 デナ

リ
コ
ズ
ヨ
ケ
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分類 挿図番号 顕版番号 出土地点
法  量

形 態 文 様 手  法 備 考
口砥径 器 高

同B2 ―-50 127 N20--30E15-20 130
デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ヶ

同B5 ―-51 127 N30--35E25-30 160 (37)
傑凶
シ連
3条  ク
節I牢寸

一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B2 ―-52 127 N30-40E20-30 114 (42)
撰凹裸 3桑 ヘ
ラ刺突

一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B3 ―-53 127 N30-40E20-30 156 (45)
凝凹裸 3条  ヘ
ラ束畔寒

ヨコナデ
ケズリ

同B3 ―-54 127 lN Z8-― bυ

E20-25 173 (41)
威凶稼 3条 ヘ
ラ束‖突

ヨ コ ナ デ

ケズリ

同B5 ―-55 127 N30--40E20-30 137 (35)
太い腕繰 4条 デナ

リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B4 舅吾
139図
――RA 127

N25--30
E20-30

口縁上 卜|こ
/J/hiノ拡櫃

藤凹緑 4条 ヨ コ ナ デ

ケズリ

同B4 ―-57 128 lXI Z9--6UE20-30 204
口
に
:わずか
1彬

凝凹繰 4条 一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B4 ―-58 128 N30--40E20-40 189 (59)
凹
の
擬
状
3条 羽
突 (ヘ ラ)

デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同 B4 ―-59 128 N30--35E30-40 134 (35)
撰凹裸 4条  ヘ
ラ束I「牢

ケスリ

同B4 ―-60 128 N25-30r9n__R∩ 179 (34)
口縁大きく
締 正

擬凹線 4条 ミガキ ヨコ
+ギ オ デ〕〕

同B4 ―-61 128 N25--30E20-25 (57)
顎部長し 擬凹線 3条 ヨコナデ 可

あ
の
性
重
能
う

同B4 ―-62 128
N30--35
E30
B5

(52)
口縁大きく
拡張

擬凹裸 4条 一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B4 ―-63 128 Nあ-30E20--26
雛凹稼 4条 デナ

リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同Bs ―-64 128 N20--30EO-10 140 (31)
凝凹裸 3条 「アナ

リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B5 ―-65 128 N30-35
E25--30

150 (43) 擬凹線 3条 デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B5 ―-66 128 N20-30E10-20 (53) 展凶
クシ
更3条
II突

デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B5 -67 128 lN jυ―-4υ

E20-30 200 (44)
口縁肉傾 凝凹線 4条 デナ

リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同 B5 -68 128 排土中 (55)
口縁月巴厚 凝凹繰 4条

束II牢
「アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B5 -69 128 N30-35E30-40 249 (33)
瀕蛉ギギ長
い

凝凹裸 4条 一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B5 ―-70 128 N25-30E30-35 193 (48)
口縁 PttI唄 凝凹裸 3条 ヨコナデ ケ

ズリ ハケロ

同Ci -71 128 lklを 9-―もυ

E20-30 224 (44)
クシ沈線 7条
束W牢

ヨコナデ ハ
ケロ ケズリ

同B6 -72 128 Ｓ
恥

―-15

111
278 (62) 口縁の反 り

強い
擬凹裸 4条 デナ

リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B5 -73 128 N25-30E30-35 145 (50)
口縁困I唄 凝凹緑 4条 ヨコナデ

ケズ リ

同B2 ―-74 128 l■lZ8-―もυ
E20-30 160 (50)

口縁肥厚 擬凹線 3条 ヨコナデ ケ
ズ リ ハケロ

同B6 ―-75 128 N25-30E20--25 180 (40)
狡凹
クシ
15条
1突

デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同C3 ―-76 128 N25--30
E20--30

130 デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B5 ―-77 128 N30--40Fク∩―Rn
130 (55) 激凹裸 3条

束fW慈
ケ
ロケ

デ

ハ

ナコ
リ
ヨ
ズ

同CI ―-78 INも■
E35 (70)

口層平坦 クシ洗線 7条
束1惚g

ハ
リズ

デ
ケ
ナコ
ロ
ヨ
ケ

同Cl 舅314U彦潤―-79 128
N30--35
E30-35 31 2 (69)

口唇半坦 クシ況線 7条
束II窄

一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同B5 ―-80 128 N30-35E25-30 234 (34)
瀕封 マゝマ長
い

クシ例緑 4 床町
卒

ヨ コ ナ デ

ケズリ

同 B5 -81 129 N20-30E15-20 (35) 擬凹線 3条 ヨ コ ナ テ

ケズリ
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分類 挿図番号 図版番号 出土地点
法   量

形 態 文 様 手  法 備 考
口厩径 器高

同Cl ―-82 129 N20--30E10-20 290 (37)
震凹裸 4条 ヨコナデ

同B5 ―-83 129 N25-30E20-25 146 (28)
太い沈47R2条 デナ

キ
コ
ガ
ヨ

くヽ

同C2 ―-84 129 N20-30E15-20 204 (141)
擬凹繰 5条
クシ束J突

ヨコナデ
ケズリ

同B4 -85 129 N30-35E25-30 190 (30)
擬凹線 3条
束II窄

デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同C9 -86 129 N25--30E20--30 200 (35)
擬凹線 4条 ヨコナデ

同C3 ―-87 129
SD 01
N40
E30
Nd28

150

ヨコナデ
ナデ

同Cs ―-38 129 排土中 Zb υb (bl 凝凹稼 4条 ヨコナデ
ケズ リ

同C2 ―-89 129 IN Zυ―-3υ

E15-20 (37)
クシ況線 8条
束I惚喜

デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同C2 ―-90 129
Ｎ

Ｅ 290 (84) 条１０
突
線
刺
況
貝
シ
枚
ク

２ ズ
デ
ケ
ナコ
キ
ヨ
ガ

同C3 一-91 129 N30--40F9∩――R∩ 200 (39)
H豚 ギ ギ 畑
1′ ヽ

ナデ
ズ
ナ
ケ
コヨ
デ

同C2 ―-92 129 lN tjυ―-3Z
E20-22 2995 (46)

口豚長 い クシ沈線14条 ヨコナデ

同C2 ―-93 129 N30--32E20--22 17 4
2棋貝の運続床u
こ

一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同C2 ―-94 129 lN ttb――Zb
E10--20

259 (65)
クシ況裸 14条 ヨコナデ

ケズ リ

同C3 ―-95 129 N25--30E20-25 194 (34)
ヘラ沈線 4条 ヨコナデ

同C3 ―-96 129 閃30--35E25-30 200 (49)
'シ沈線 4条
II牢

デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同C3 ―-97 129 N30--32F9∩――り, 180 (44)
クシ沈線■条 ヨコナデ  ミ

ガキ ケズリ

同C3 第141図―-9R 129
N20--25
F20-―∩民 163 (33)

器壁うすい ヨコナデ

同C3 ―-99 129 N20--30
T「 ln__,n 164 (62)

クシ沈線 一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ヶ

同C3 ―-100 129 N25--30F2∩――ク民 1795 (45)
刺突 デナ

リ
コ
ズ
ヨ
ヶ

同C9 ―-101 129 N25--30E20-25 (22)
ヘラ沈線2条 (ヨ
コナデでつぶれ
スヽ

デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同Ca ―-102 129 N3υ
――もも
E20-30 975 (35)

/1ヽ型 デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

顎部 t〔
乳

同Ca 一-103 129 N25-30F9fI― R∩ 159
擬凹線 3条 一アナ

リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同D3 一-104 129 N30-40F,rI__全∩ 126 (51) 多藩皆鋪皐条 ミガキ ヨコ
+ギ オ デ ll

同Dl ―-105 129 N25--30F,∩―-9氏 (43)
クシ況線 6条 ヨコナデ

ケズ リ

同Dl ―-106 129 N25--30F2n__R∩ (46)
クシ沈線 3条 一アナ

リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同Dl ―-107 130 N20--25Fれ∩_-1氏 133 率名率詔罷暑島†浄目
ヨコナデ  ミ
ガキ ケズリ

同Dl ―-108 130 N25--30Fク∩――R∩ 166 (41)
クシ沈繰 6条
南I惚軍

ヨコナデ
オ ブ司

同Dl ―-109 130 N25--30E20-30 183 (47)
クシ沈線 8条

ズ
デ
ケ
ナ
　
ロ

コ
キ
ケ

ヨ
ガ

ハ

同D2 ―-110 130 N30--32Fク∩――,,
口豚 1/J反 リ
弱 い

ヨ コ ナ デ

ケズリ

同D2 ― -111 130 N3U一 tjbE30-40 (69)
運続刺突 (2枚
貝)

ヨコナデ
ケズリ

同D2 ―-112 130 N30--32E20-22 209
口縁やや短
い

一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ
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分類 挿図番号 区版番号 出土地点
法   量

形 態 文 様 手  法 備 考
口底径 器 高

同D2 ―-113 130
Ｎ

Ｅ 186 (75) 一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同D2 ―-114 130 凶30--32E20-22 198 (47)
誘壁 う丁 い ヨコナデ

ケズ リ

同D2 ―-115 130
Ｎ

Ｅ 174 (73)
ヨコナデ ハ
ケロ ケズリ

同D2 ―-116 130 囚30--32E20-22 (57)
クシ祝裸 11条

ズ
デ
ケ
ナコ
キ
ヨ
ガ

同D3 ―-117 130 N20--30E60-65 199 (65)
口唇平坦 一アナ

リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同De ―-118 130 N20--30
E20--30 (44)

クシ況線15条 全向風
イ防

同D3 ―-119 130 lN Zυ――tSU
E10--20 (54)

クシ況裸 15条 ヨコナデ
ケズリ

同D3 ―-120 130 N25--30E20-25 (52)
クシ疲状叉 重
Ⅷ寸

一アナ
キ
コ
ガ
一ヨ
ミヽ

同D3 第 142凶―-121 130
N25--30
E20-30 323

クシ沈繰 9条
滞減寸

ヨヨナデ
ケズ リ

同D3 ―-122 130 N30--40E20-30 289
クシ況繰14条 ヨコナデ

ケズ リ

後 期
壺 A ―-123 130 lN lb――Zb

EO-10 12:5 (48)
口唇半坦 2をk歩ミ栞u:疑 キ

リ
ガ
ズ
ミ
ケ

同 上 ―-124 130 N20--30
E15--20 109 (35) 呂履Y霙 

口縁 ヨコナデ

同  B ―-125 130 N30--32E20--22 (30) デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同  C ―-126 130 lkl ZO― -3υ

E30-35 (465
口縁狐張 凝凹線 3条 一アナ

リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同 C ―-127 130 N20--30E15-20 (93)
口豚拡張

ＩＬ
卜
立
ロ

裸口縁 6条
9条

一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同 上 ―-128 130 N30--40E20-30 11 9 (40)
ヒ凹線口縁 3条
1状の束II突

ヨコナデ
ケズ リ

同  D ―-129 131 N25--30E20-25 12.0 (575
口縁に羽状の刺
牢

ヨコナデ
ケズ リ

同  C ―-130 131 lN 50--4υE30-35 1495 (41)
凝凹裸 3条 デナ

リ
コ
ズ
ヨ
ケ

同 D ―-131 131 N35--40E30-35 125 (58)
政凹稼 3条

ズ
デ
ケ
ナコ
キ
ヨ
ガ

高 邪 ―-132 131 N30--35E30-40 203 (50)
唇
シ
ロ
ク

1凹線 2条
線 7条

キ

？

ガ
デ

ミ

ナ

器 台 ―-133 131 N15--25
E10--15 229 (44)

クシ況渡卍5条 一アナ
リ
コ
ズ
ヨ
ケ

器 台 ―-134 131 N25--30E20-30 21 1 (50)
クシ侃裸15榮 一アナ

キ
コ
ガ
ヨ

くヽ

器 台 ―-135 131 N15--25E10-20
凰後
169 (48)

クシ沈線21条 ヨコナデ
ケズ リ

高 邦 ―-136 131
Ｎ

Ｅ 229 (86)
日
キ
ケ
ガ
デ

ハ
くヽ
ナ

高 罫 ―-137 131 N25-30E20-25
ハ ゲ 日

ミガキ

鉢
第143図
―-138 131

N30-35
E25‐-35 183 (80)

クシ沈線 3条
刺突

ヨ コ ナ デ
ハケロ
ケズリ

郷 ―-139 131 嶼 とつ
~~tjυ

E25-30 (375) 悟弾丘痕明瞭

雰 ―-140 131 N25-30E20-30
ヨコナデ

脚 ―-141 131 N30-32E20-22
ほ笹
(1075)

7)
噺 部 厚 t く刀 千

ケズリ

同 上 ―-142 131 N30-40E20-30 '嵐
tq

(78 (38)
ハケロ ケズ
リ

底 部 ―-143 131 三
・２

８

Ｎ

Ｅ
ほ径
40 (42)

困外向ケズリ

同 上 ―-144 131 N25-30E20-30
瓜後
50 (7

困外向ケス リ
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(3)須 恵 器 (第144図 )

包含層からは須恵器の出土は少なく、 1箱程度の出土だった。図示したのは郭、蓋、皿、甕、高

邪である。

1は底脚の高不で線状の透かしを入れる。 2は日径10.2cmの小型の邪である。ともに 7世紀前半

と思われる。

3、 4は蓋で、ともに天丼部に擬宝珠状のつまみものである。 3は邦、4は短頸壺に伴うと思わ

れる。天丼部に4は濃緑色、3は淡緑色の釉が厚くかかる。この釉は非常に厚く、自然釉にしては

均等にかかっている。へら磨きなど器面の二次調整はないが、人為的に灰汁などかけられている可

第144図

須恵器一覧表  (単位はCm)(

能性がある。ともに

8世紀ごろと思われ

る。

5は無高台の皿で

ある。底部には回転

糸切り痕が未調整の

まま残されている。

8世紀後半～ 9世紀

前半と思われる。

6は口縁が大きく

開く邪である。底部

にとよ、 浮子モ」がて)く 。
森遺跡出土須恵器 (1:3)

)は現存値

器 種 挿図番号 出土地点
法  量  形

形 態 文   様 手   法 備  考日底径 器 高 底 径

高 邦 第144図-1
N13-21
E8-20

低脚

慨醤篭む?言ヤ回転
ケスリ

回転ナデ

邪 -2
N10-20
EO-10

ヘラ切り未調整

蓋
邪 -3 N15--20E60-70

口縁端屈
曲

回転ナデ 天丼部全面
に釉

蓋
(短頸壺)

-4 三
・３

８

Ｎ

Ｅ
口縁蔓直
に屈曲

回転ナデ 天非部全面
に厚く釉

皿 -5
N20--25
E25-30

口縁外反 回転糸切禾調整

不 -6 N25--30E25--30
口豚大き
く開く

回転糸切未調整 肉面摩滋
(使用店

甕 -7 N20--30E50-60 醤嵩悪何雪具罹焼成不良
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平安時代後期のものであろうか。

7は日縁部が短く外反する甕である。

(4)石  i器 (第145～150図 図版132～ 134)

石器も縄文土器などと同様、調査区の東側から主に出土している。縄文土器の出土量に比べ、出

土量は少ない。

石鏃 (第145図 2～18 図版132) 凹基式 (2～ 4、 7～ 12)、 平基式 (5、 6、 13～ 18)と も

に出上している。 2、 3、 5、 6は長さがやや長いもの、■、12は基部の幅が広いものである。5、

6、 7は雑に作られており、大きな割離面が残っている。いずれも安山岩質である。

石匙 (第145図19 図版132)一点のみ出土した。比較的大型で、背部つまみ部分をわずかに釧

離しただけで、腹面には主要割離面が残る雑な作りである。刃部には刃こぽれ様の使用痕がみられ

る。安山岩質である。

スクレーパー (第145図20～22 図版132) いずれも刃部のみに二次加工があるもので、一面に

は主要割離面が残っている。すべて安山岩質である。

磨製石斧 (第145図 1、 第146図23～28 図版132) とは全長4.2Cmと 非常に小型の石斧である。

全面非常にていねいに研磨されている。これ以外は主に刃部を中心に研磨され基部付近は雑な研磨

である。23の身中央には着装痕と思われるくぼみがみられる。

打製石斧 (第146図29～第147図 35 図版132～133)29、 32は厚みがあり表裏とも全面に二次調

整のある打製石斧だが、その他は偏平で周辺部分だけに二次加工が施される。自然面が残るものも

多くあまりていねいな加工ではない。29刃部には加工痕がなく未製品にみえるが、使用痕が刃部に

観察できる。34の刃部にも使用痕が明瞭に観察できる。35は強く反り、両面の身部中央部と一側縁

に研磨痕が明瞭に残る。このような研磨痕は刃部などにはみられないことから、35は石皿を石斧に

転用したものと思われる。

結晶片岩 (第147図37 図版133)4.2cmの小片が一片出上している。一面が非常に平滑になっ

ている。石棒の可能性がある。

石錘 (第147図39 図版133)一点だけ出上している。河原石の中央部を打ち欠いてくぽめるも

のである。

砥石 (第147図 36、 38、 第148図40～42 図版133) いずれも表面が非常に平滑になっており、38、

40の一面は凹面をなす。二面から四面が使用されているものが多い。

石棒 (第148図43 図版133)一点だけ出土した。基部端は自然面のままで、基部から中央付近

にかけては打ち欠きによりやや快れ、そこから先端にかけてはわずかに研磨されている。
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磨石・叩き石 (第148図44～第149図54 図版133～ 134) いずれも河原石を使用したものである。

平面形は円形、楕円形、柱状といろいろである。両端または側縁に打痕、表面に擦痕が残るものが

多い。44、 47にはとくによく打痕が残り、50、 51、 53、 54の両面には擦痕がよく残る。50、 51、 53

の表裏両面はとくによく使用されており、平滑になっている。

石皿 (第150図55、 57～60 図版134)57～60は非常によく使用されており、表面が平滑になっ

ている (60)力 >大きな凹面をなす (58、 59)。 60は非常に固い石材であるが、その他はやや柔らか

い石材である。

不明石製品(第149

図56 図版134)

ほぼ球形を呈すもの

で、非常に固い石材

である。全面に加工

痕がみられるが、研

磨痕ではなく、削痕

のようである。
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石器―覧表  ( )は現存値
挿図番号 図版番号 器  種 長さlCn 幅 Cn 厚さω 重量lgl 出 土 地 点 備  考
第145図 1 132 磨 製 石 斧 6 15 S I-70        血42

2 132 石 鏃 (23) 0.35 1.05 SK―-19        N616

3 132 石 鏃 1 29 N12--20   E8-20
132 石 鏃 15 0.60 N20-30   EO-10
132 石 鏃 (25) 0,95 N12-20   E10-20
132 石 鏃 3 15 2.93 SK-08        hr095

132 石 鏃 (1.7) 0,93 N30-40   E20-30
132 石 鏃 0.25 0 80 S I-07        h4
132 石 鏃 (15) (16) 0.57 N26-27   E12-13
132 石 鏃 (17) 0 35 0,70 N20-26   E15-20

11 132 石 鏃 17 0.44 N25-26   E ll-12
12 132 石 鏃 14 0.25 0 26

13 132 石 鏃 0 67 N14--15   E23-24
132 石 鏃 1.3 0 45 N24       E19
132 石 鏃 17 0 77 N12-20   E8-20
132 石 鏃 1 65 0 35 0.64 N9--10   E14-15
132 石 鏃 0.91 N20-30   E30-40
132 石 鏃 0 25 0 63 N10-20   E -10
132 石 匙 27 60 N8-14   E8-20
132 スクレー′ヾ― 51.76 N8-14   E8-20
132 スクレーパー 1.2 23.25 N7-9    E20-22
132 スクレーパー 10 1 61.63 N30-35   E30-35

第146図 23 132 磨 製 石 斧 (123) (25) 175.28 N25-30   E20-30
132 磨製 石 斧 133.80 N9-10   E9--11
132 磨製 石 斧 (8.4) 81 25

132 磨 製 石 斧 (7.3) 314 84 N15-20   E35--40
132 磨 製 石 斧 (177) (5,9) 396.97 SD-l N40 E40 No8
132 磨 製 石 斧 (3.1) (59) 30 33 N18-20   E40-50
132 打 製石 斧 (7.0) 116 57 S 101           配38

第147図 30 132 打 製石 斧 (7.8) 330 93 N24       E8
133 打製 石 斧 (10.8) (9,0) 378.32 N20-30   E10-20
133 打製 石 斧 (72) 24 156 33 S I―-05        Nb264

133 打製 石 斧 1.7 53 57 N6-7    E20-23
133 打 製 石 斧 207 76 N8-14   E8-20
133 打製 石 斧 118.20 N20--30   E60-65 石皿の転用 ?
133 砥 石 (49) (1.15) 49.40 N8-14   E8-20
133 石 棒 (?) (15) 30 95 S I-04       N6148 結晶片岩
133 砥 石 (2.6) 74 98 N8-14   E8-20
133 石 錘 252 93 S K40        No 2

第148図 40 133 砥 石 84 38 N18-28   E40-50
133 砥 石 (9.8) 103 50 S K76      血23
133 砥 石 82 92 N12-20   E8-20
133 石 棒 (15.1) 359 87 N8-14   E8-20
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挿図番号 図版番号 器  種 長さlCn 幅 lCn 厚さ⑪ 重量(動 出 土 地 点 備  考
133 磨石 。叩石 52749 N19-24   E45-50
133 磨石・叩石 36356 N8-14   E8-20
133 磨石・叩石 (26) (76) 9687 N9-14   E10-20

47 133 磨石・叩石 38395 N12-20   E8-20
133 磨石・叩石 711 13 N13-23   E30-40
133 磨石・叩石 34915 N20-30   E15-20

第149図 50 134 磨石・叩石 118664 SI―-05      �397

134 磨石 。叩石 (64) 575 58689 SI-17     bio 8

134 磨石・叩石 1225 159973 S K53          No23

134 磨石・叩石 (94) (98) (62) 101263 N8-14   E8--20
134 磨石・叩石 41583 SI―-1l      No 16

55 石 皿 (102) (77) (51) 691 99

134 不明石製品 4140 N18-28   E40-50

第150図 57 石 皿 (35) 11600 N 7      E20-23
134 石 皿 157 (300) 62400 S I-05 上面凹面をなす

134 石 皿 (322) 74800 S I-05 上面凹面をなす

134 石 皿 377 173800 S I―-02 Nし 290 酌291

(5)装 飾 品 (第151図 図版135)

1は土製の耳栓である。長さ4.5Cm、 径2.4Cmの大型のもので、側面には棒状工具による刺突が全

面に施される。中心は小孔が貫通している。

2は濁緑色の玉である。側面には 7～ 9 mmの大きな円孔が空けられている。

7は耳環であるが、金環か銀環かは表面の損傷が激しく不明である。

5は淡緑色の管玉である。長さ

1 55Cm、 径0.27Cmの 細長い管玉で

ある。

4はガラス製、3は土製の小玉

である。

これらは、 1、  2カ淋毛文時代、

3～ 7が弥生時代～古墳時代と思

われる。

① 2

0                                         5 Cm

0                     5 Cm

第151図 森遺跡出上装身具 1・ 7(1:2)他 (1:1)
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装身具一覧表

挿図番号 図版番号 器  種 長さlCn 幅 ω 径 や0 孔 径 ⑪ 重量他) 色  調 備  考
第151図 1 135 耳   栓 茶 褐 色 縄文

135 玉 07-09 濁 褐 色 縄文
135 土 製 小 玉 0.2^ψ03 黄 褐 色
135 ガラス小玉 025-03 032 青   色
135 管   玉 0,27 01-013 019 淡 緑 色
135 管   玉 03^▼04 082 濃 緑 色

7 耳   環 238 緑   色 金環 ?

銭′凰′②
0                   5 Cm

第152図 森遺跡出土上製品 (1:2)

(6)上 製 品 (第152図 図版135)

土偶とも思われるが、小片のため詳細示明である。土器

突起の可能性もある。平面形は半円形で周縁には小さな刻

み目が施されている。一面は比較的平坦であるが、一面は

厚く膨らむ。表面には何も表現されていず、へら状工具に

よる小さな傷が観察されるだけである。法量は最大長2.5

Clll、 最大幅2 2CⅢ、最大厚1 2Cmである。

(7)中近世陶磁器 (第153図 図版135～ 140)

陶磁器類は耕作土直下の固く締まった耕盤層からまとまって出上した。この層は客土と思われる

ことから、今回出土した陶磁器は原位置を保っているものはない。図示したのは第153図にとどめ、

他は図版137～140に示した。

第153図 1、 2(図版135)、 図版137(下 )-1、 2、 13は須恵器壺である。いずれも焼成は良好

であるが、奈良時代の須恵器に比べ、胎土は空孔が多く締まりが悪い感じである。調整もあまりて

いねいではなく、とくに、第153図 2は器面の凹凸が著しい。同図 1の胴部にはやや太い突線が巡っ

ている。これらは詳細な時期は不明であるが、少なくとも10世紀以前のいわゆる律令時代の須恵器

とは大きく異なることから、古代末～中世のものと考えたい。

第153図 3～ 9(図版135)、 図版137(上)-1～ 12は中国製青磁である。日縁部は端部が外反す
るものが多い。 3、 4と 図版137(上)-1～ 4は蓮弁が描かれている。同図 3、 図販137(上 )一
1は肉厚の蓮弁で、同図4と 理版137(上)-2は線彫りで蓮弁が表現されている。図版137(上 )
-3、 4は蓮弁の幅が狭い。これらの青磁は14～ 15世紀の時期を当てることができる。

図版137(上 )-13～ 17は中国製白磁碗で、いずれも日縁部が外反する。同18～ 201よ中国製褐釉

で、19が小型の器種、18、 20が大型の器種である。同21、 22は中国製焼締陶である。器壁が非常に
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うすい。

図版138は 中国製青花である。いずれも碗、皿など小型の器種である。日縁部は 1が端部が外反、

4が内湾する。高台は 2が低く、3が高い。二次焼成を受けたものがある。

図版137(上 )-23、 24は外面にうすく釉がかかった重である。胎土は普通の須恵器に比べれば

きめ細かい。この釉は自然釉とみることもできるが、全面にまんべんなくかかっていることから、

人為的に施釉された可能性もある。ただし、瀬戸、美濃地方の灰釉陶器より胎土は粗い。

第153図 10～ 14、 17、 図版139は亀山系須恵器である。第153図 10、 11、 17が瓦質であるほかは焼

成が悪く軟質である。同図10、 11、 17、 図版139-4は鉢で、日縁部は肥厚し同図10、 11、 図版139

-4の内面にはカキロ、同図17の内面にはなで調整が施されている。他は外面に格子叩き目、内面

になで (同図14、 図版139-5、 6)またはカキロ (同図12、 13、 図版139-1～ 3、 7)が施され

る。外面の叩き目は同図14が大きいほかは、比較的小さい。

第153図 15は土師器邪である。比較的焼成は良好で、固く焼けている。胎土は非常にきめ細かい。

底部は回転糸切り痕が明瞭に残る。

第153図 16、 18、 図版137(下)-3～ 12、 14は備前焼で、第153図 16、 18、 図版137(下 )-3、

6、 11、 14、 16は鉢である。第153図 16は 日縁部が肥厚するもの、同図18は 口縁部が屈曲し浅い凹

線が入っている。前者が14世紀、後者が16世紀頃である。また図版137(下)-3は 日縁部が屈曲

するが凹線は施されていないことから、15世紀頃のものと思われる。その他は器種不明の胴部片で

ある。図版137(下 )-8、 91こは櫛描きによる文様が入っている。また同 4の内面は叩き痕をて

いねいになでている。

陶磁器一覧表  (単位はCm)

器種 挿図番号 図版番号 出土地点
法 量

形 態 文 様 手   法 備   考
口 径 器高 底径

須恵器
爾

弔l“凶
-1

N20--30
E60-65

肩張 る 沈線 隆帯 回転ナデ う丁 く日然和

同 上 -2 135 N20-30E60-65
回転ナデ 凹凸映者

高 撤
櫛
-3 135 IN 3U―

-38

E30-35
蓮弁肉厚 銅に稜
線

同 上 -4 N15--20
E50-55

蓬升況裸で表現

同 上 -5 135 N20--30E60-65 (365)
口豚外反

同 上 -6
N Zb-3U
E50--55

口縁外反

同 上 -7 N15-20
F氏∩――An

同 上 -8 135 t■lZZ――Zも

E50-60
円向底測

`に
圏fig

高 ほ
皿
-9 135 E20-30 (215)

口縁外反
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器種 挿図番号 図版番号 出土地点
去 量

形 態 文 様 手 法 備 考
口径 器 高 畷径

昆買土器
鉢

―-10 136 N30--35E30-40 21145
口縁肥厚 ヨコナデ

内面ハケロ

同 上 ― -11 136 N30--35E30-40
半ほ 外 口

後ナデ
ハケロ

日
面
ゲ
内
ハ 上Uこ I「IJ~1回杯

力>

亀山系
襲

―-12 136 N18-22E31-40
/Jhざ ば冶十 WW

肉面 ハケ 日
暁灰不艮

同 上 ―-13 136 N15-20E15-20
小 さな格子 WW

内面ハケ日
焼厩小艮

同 上 ―-14 136
大きな格子叩
内面同心円当
旦痛わナギ

焼威不良

土帥器
硫

―-15 136 l・lr― υ
F2∩―-99

深身 凹弘添切本調
整

雨
鉢
購
悟

―-16 136 N13--20E20-30 (6.6)
口縁肥厚
片□

回転ナデ 条目
，
・

し
位
ろ
単
お
１

瓦賢土器
鉢

―-17 136 N25--30E50-55 32.4 (67)
口縁肥厚 ナ デ

前
鉢
備
橋

―-18 136 N13-20
E20--30 (61)

日豚 くt/9

字形に拡
蔦

凶裸 3条 押点又 回 弘 ナ デ

石 硯 ―-19 136
N20--30
E60-65
帳
臨
呵
６
．
２
刷
側

甲ヌラFFに凹

',2次
隣成 P

第154図 森遺跡出上金属器 (仕 2)
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図版137(下 )-17、 18は美濃産の天目茶碗である。17が口縁部、18が底部近くで、ともに内外

面とも茶褐色の釉がかかっている。

図版140は肥前系で17世紀頃のものである。 1、 3、 4は内面に段がつく皿、 2、 5、 9は碗、

6は招鉢、11は鉢である。

(8)石   硯 (第153図 19 図版136)

石製の硯で二次焼成をうけているようでかなり欠損している。中央は非常によく使用されており、

大きくくばんでいる。赤褐色を呈している。

(9)金 属 器 (第154図 図版140)

1は第である。下部は折れ曲がっている。幅は1.2cm、 長さは図上で20.5Cmを 測るが、復元する

と約21 5cmで ある。表の胴部には花をあしらったと思われる文様がある。

2は警である。下部は屈曲し本来の法量は計測できない。上部には釘が残っている。

3は径 5 Cmを測り、円盤状を呈す。側縁には 3 mmの高さで側板がついている。断面形はわずかに

弧を描くが、これが本来の形なのかどうかは不明である。側板には0.5× 1.5111111の小さな長方形の孔

があいている。表面には鍍金がみられる。容器の底部または蓋の一部と考えられる。

4. /Jヽ

調査の結果、森遺跡は縄文時代から中世までの複合遺跡であることが分かった。検出された遺構

は竪穴住居跡21棟、掘立柱建物 5棟、土坑墓13、 土坑36な どである。これらはこれまで資料が少な

かったこの地域の首代を解明するうえで貴重な資料といえる。今回の調査では、集落の変遷を知り

得るほど良好な集落遺構が検出された点がもっとも注目される成果である。また、遺構は確認でき

なかっ比が縄文土器が多数出土した。このうち、後期後半の彦崎K2式から福田KⅢ式に並行する

土器はこれまで県内ではあまり知られていず、今後の研究を進めるうえで重要な資料が得られた。

以下、竪穴住居跡を中心に、今回の調査結果についてまとめてみたい。

遺跡の時期について

森遺跡では前述のとおり、縄文時代後期から中世までの遺構、遺物が出土している。しかし、そ

の間、この遺跡に間断なく人々が生活していたというわけではない。出土遺物、遺構からみると、

ここに人々が居住していた期間は、縄文時代後期後葉～弥生時代前期後半、弥生時代後期中葉～後

葉、古墳時代末～平安時代初頭ということになる。

結
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第155図  竪穴住居跡変遷図 (1)弥 生時代

ところで、1990年頓原

町教育委員会が行った五

明田遺跡の調査結果をみ

ると、縄文時代中期末

(里木Ⅱ式 )、 後期初頭

(福田KⅡ 式 )、 晩期末、

弥生時代前期、中期中葉、

後期中葉、 7世紀後葉

(須恵器)の上器が出土

している。このうち、縄

文時代中期末、後期初頭、

弥生時代前期前葉、中期

中葉、7世紀後半の上器は、森遺跡では出上していない。

両者を対比して気づくのは、森遺跡と五明田遺跡は直線距離にして200mしか離れていないにも

かかわらず、時期的にまったく重ならない時期があることである。とくに、五明田遺跡では大量に

出土した、縄文時代後期初頭の福田KⅡ 式が森遺跡ではまったく出土していないことは注目すべき

である。縄文時代後期を例にするなら、五明田遺跡の集団が別の地にすっかり移住し、彦崎KⅡ式

の時期に再びここに戻って来たか、別の集団が森遺跡に移住して来たと考えることもでき、その繰

り返しの結果、五明田遺跡や森遺跡の在り方となった、との説明も可能であろう。しかし、縄文時

代後期以降、集団の入れ替わりが何回も繰り返された、と想定することは無理があろう。

2つの遺跡に重ならない時期がある事実は、これらが立地する広い河岸段丘上を集落が少しずつ

移勃した結果と思われる。長い間には集団で他地に移住し、まだ他地から移住して来た集団もあっ

沌であろうが、そのような移動は少なかったのではなかろうか。むしろ、この河岸段丘を本拠地と

した集団が、何らかの事情によってこの河岸段丘上で住居地を移動させた結果、森遺跡、五明田遺

跡で欠落した時期が生じることとなったのではないだろうか。森遺跡で時期的に連続しない遺物群、

住居跡群の在り方は、この地での回帰の結果と想像される。

このほか、森遺跡からは平安時代後期から中世の陶磁器が多く出土した。これらはいずれも水田

耕盤層 (第 2層 )から出上しており、水田を作る際他地から客土された上の中に混入していたもの

と考えた。第 2層がどこから運ばれ、この水田に客土されたかは知ることはできないが、水田の造

成が最近ではないことから、遠隔地から運ばれてきたとは考えられない。

今回出上した中世の遺物は、中国製輸入陶磁器、石硯などがあり、有力層が所有し光と思われる
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遺物が多い。そのため、この周辺に中世館跡が存在した可能性が予想される。この近辺の地名をみ

ると、森遺跡の南西方約200mに位置する小丘陵上に「土居ノ上」という地名が残っている。この

ことから、この付近に館跡がある可能性があり、森遺跡出土の陶磁器の出白はここであるのかもし

れない。

弥生時代の竪穴住居跡について

弥生時代後期の竪穴住居跡 (S101～07)は、いずれも平面形が円形で、壁のやや内側に柱穴を

6～ 7個円形に配し、さらに中央にもピットが 1個ある。これは県内で発掘されに、同時代の竪穴

住居跡の特徴と同一で、規模についても径が 5～ 6mと ほとんど変わりがない。広島県、鳥取県、

山口県などでもこの時期の竪穴住居跡は同程度の形態、規模であることから、本遺跡で検出した弥

生時代後期の竪穴住居跡は、ごく一般的な竪穴住居であるといえる。

この時期の竪穴住居跡は、河岸段丘北辺に集中し他の位置には築かれていない (第155図 )。 弥生

時代後期の住居跡は、頓原町教育委員会が行った本調査区東方の試掘でも検出され、これもやはり

河岸段丘縁辺に立地している。ここは眺望がいいものの、段丘下面との比高差が約 4mも あり、崖

崩れの危険性がある場所で、実際にS101は北側の一部が崩壊している。なぜ、このような危険な

場所を選んで居住地としたのか不明であるが、弥生時代後期という時代性が、その背景にあるのか

もしれない。

ところで、S101と その他の竪穴住居跡の間には土坑墓群があり、墓域を挟んでS101と S102

～07の 2つの集落が想定できる。これらの竪穴住居跡は数時期にわたっていた可能性があるが、そ

の集落構成などは不明である。

古墳時代～奈良時代の竪穴住居の分布

古墳時代末から奈良時代にかけての竪穴住居跡は今回もっともいい状態で検出でき沌遺構である。

このころの竪穴住居跡は今のところ島根県では発掘例が少なく、那賀郡旭町重富遺跡
2)、 邑智郡瑞

穂町今佐山遺跡 3)、 鹿足郡匹見町長グロ遺跡 4)、 邑智郡川本町キバタケ遺跡
5)な どで検出されてい

るにすぎない。しかし、近年この時期の竪穴住居跡の発掘例が増加していることや、隣県の広島県

や山口県では多くの発掘例があることを考えると6)、 奈良時代には竪穴住居は一般的だったのかも

しれない。ただし、現段階では県内でのこの時代の竪穴住居跡は山間部での発見にとどまっている。

海岸部に位置する松江市才ノ峠遺跡
7)、
安来市高広遺跡

8)、
隠岐郡西郷町尼寺原遺跡などでは奈良

時代にはすべてが掘立柱建物である例もあるので、奈良時代まで竪穴住居が残るのは、山間部のみ

の現象である可能性がある。

古墳時代～奈良時代の竪穴住居の特徴

本遺跡で検出した古墳時代から奈良時代の竪穴住居の特徴は、まずすべて平面形が方形プランで
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髪 Ъ

あることがあげられる。

隅丸方形や長方形のもの

もあるが、基本的に円形

の住居跡はこの時代には

消失していると考えてよ

かろう。これはやや距離

が離れるが、松江市勝負

遺跡9)で古墳時代中期の

竪穴住居跡がすべて方形

であったことなど、今ま

での調査例とも矛盾しな

い。

第 2にいずれの住居跡

にも壁の一辺に造り付け

の竃とその延長上に煙道

がつけられることである。

竃は石組み構造を基本と

しているものと、石組み

がみられないものんゞある

(S108、 13、 17、 19な

ど)が、石組みがないも

のも本来は石組み構造で

あったと思われる。竃は

焚き口両側に偏平な石を

立ててその上に細長い石

を架け、周囲は粘上で覆

われていたと推定される。

このよう構造の造り付け

の竃は西日本各地で多く

検出されており、竃とし

ては一般的であったよう第156図 竪穴住居跡変遷図 (2)古 墳時代末～奈良時代
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である。旭町重富遺跡では、石組みの周囲に粘土が少なかったことから粘土は補強程度のもの
り、

としているが、本遺跡では石組みは骨格でかなりの部分は粘土で構築されたものと推定される。

煙道の構造がわかるものはS110で、細長い石を煙道側壁に沿って 2列に並べて煙道としている。

一方これとは別に、煙道の残りがよかったS118では素掘りのままである。上部の残りが悪いため、

それぞれの煙道がどちらの構造であったかを知ることは困難であるが、少なくとも石組み構造と素

掘りの 2種類あったことがわかる。S110のような石組み構造の煙道は、広島県松ケ迫遺那
り、熊

本県瀬田裏遺跡のなどに類例が求められるが、総して少ないようである。

煙道の長さは全体に短く、長いものでも60Clll程度 (S110、 18)で多くは20～30Cmである。これ

は重富遺跡の煙道の状況と大きく違う。他地域の例でも重富遺跡のように長い煙道が一般的のよう

ではあるが、森遺跡例程度の長さのものも間々みられる。発掘時には住居跡上部を掘り過ぎねば検

出できないことも多いことから、短い煙道が本来の長さではないかもしれない。しかし、もし煙道

の長さに 2種類あるとしたら、その差異について明らかにする必要があろう。

形態の変遷

今回検出した竪穴住居跡は遺物が多く残されていたため、それぞれ時期を知ることができる。出

土遺物をもとに各住居跡をみると、7世紀初頭とそれ以後に大きな画期を認めることができる。以

下、各時期の竪穴住居跡の特徴について説明する。

6世紀末から7世紀初頭の古墳時代末の竪穴住居跡は6棟検出された (S108～ ■、15、 16)。

いずれも平面形が方形まには隅丸方形で、円形住居跡はすでにない。規模から一辺が 5mに近い大

型のもの (S108～ 10、 16)と 、長辺が 4m以上あり、前者より小型だが次の奈良時代のものより

はやや大きいもの (S111、 15)と に分けられる。前者はすべて主柱穴を 4本もつのに対し、後者

は柱穴をもたない。

竃が調査区中央に向くもの (S108～ 10、 16)と 、南側の丘陵を向くもの (S111、 15)がある

ことから、これらの竪穴住居跡はさらに 2時期に細分できるかもしれない。

7世紀前葉と考えられる住居跡はS121の 1棟である。平面形はやはり方形で、柱穴もない。規

模は長辺でも4m未満とSI■、15よ りもさらに小型である。

奈良時代の住居跡 (S112、 13、 14、 17～ 20)は、7棟検出できた。前代の住居跡 S121と 同様

に一辺 4m未満の小型である。床面にはやはり柱穴がない。竃の位置が、南または南西にあるもの

(S112～ 14、 18、 19)と 、北にあるもの (S117、 20)の 2者があること力>ら 、 これらもさらに

2時期に細分できるかもしれない。

竪穴住居跡の形態の変化について一言でいうなら、小型化の傾向が指摘できる。 6世紀末～ 7世

紀初頭の竪穴住居跡は5m前後の大型と4m程の中型住居跡が併存するものの、これより新しい住
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居跡はすべてが4m未満の小型の住居跡であることから、7世紀初頭から前葉にかけて竪穴住居に

大きな変化があったことがうかがえる。そして、このころを境に床面の柱穴が完全に消失するので

ある。

6世紀末～ 7世紀初頭の竪穴住居跡のうち、大型のものについてはいずれも4本の主柱穴をとも

なう。これらの柱穴の位置はいずれも壁のかなり内側に穿たれている。さらに周溝が噺画下になく、

やや内側につくられている (S108、 10)。 このような特徴は上述の竪穴住居の小型化の傾向と密

接な関係があると考えられる。

S108、 10は平面規模が一辺約 5mと大型ではあるが、周溝は竪穴住居壁の内狽いこ掘られている。

これは、周溝内に板壁が立てられていたことを想定すると、床面積は見かけより小さくなり、SI

ll、 15と 変わらなくなる。繁雑になるが、S108～ 11、 15、 16の計測値を列挙すると次のようにな

る。 (周溝のないものは柱穴外側で計測 単位m2)

住居跡番号(SI) 08 09 10 16

壁下面での面積 22.6 27.2 16.3 10.6 32.4

周溝内側の面積 9 11.3+α 124 10.6 15.1 112+α

このように、居住空間を周溝の内側とするなら、平面規模が大きいS108、 10は実際の居住面積

がかなり小規模であったことになる。とすれば 6世紀末から7世紀には、竪穴住居はすでに見かけ

以上に小型化が進行していたと考えられる。

周溝から壁までの空間は、どのような機能があったかは不明である。小型の竪穴住居跡ではSI

19で周溝が確認された。S119では壁直下に周溝が掘られているので、S108、 10のような周溝外

の空間は奈良時代にはなかったようである。S108、 10と ほぼ同時期と思われるS111、 15がすで

にこのような空間を持たず、これ以後の時期にもないことから、このような空間は短期間のうちに

消失したのかもしれない。

なお、S109、 16は周溝が検出されていないが、貼床などのため確認でなかっただだけで実際に

は周溝が存在した可能性はある。これらは柱穴を中央寄りに穿っていることなど、周溝以外の要素

はS108、 10と 同じであるので、構造的には同じものと考えられる。また、小型の竪穴住居跡も

S119以外は周溝がなかったが、これも調査では確認でなかっただけで、実際には貼床内に作られ

ていたと思われる。S119では、貼床面と同じ高さ (地山面より高い)で検出されだからである。こ

ところで、広島県の調査では竪穴住居の柱穴の位置は、古墳時代前期の古い時期では内狽甲こあり、

前期でもやや新しくなると壁際によっていく傾向があるという。。これは本遺跡での在 り方と矛盾

しているようであるが、古墳時代前期では柱穴の移動に伴って周溝の移動がないことから、6世紀
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末～ 7世紀初頭の変化とは質的な違いがあると思われる。 6世紀末～ 7世紀初頭の柱穴の位置につ

いては竪穴住居の小型化の一環として捉えたい。

集落の変遷

今回の調査では古墳時代末から奈良時代にかけての竪穴住居跡がまとまって検出され、集落の変

遷がある程度把握できた (第156図 )。 この時期の竪穴住居跡は弥生時代のそれとは違い、河岸段丘

縁辺には作られていない。また標高の高い西半部に集中しており、東半部には作られていない。以

下時期毎に概略を説明する。

6世紀末～ 7世紀初頭 調査区の西寄りに集中している。 6棟が検出されたが、S108～ 10、 16

とS111、 15と で竃の向きが違うことから、さらに 2時期に細分できるかもしれない。

7世紀前半 調査区南端部でS121の 1棟だけが検出された。調査区外にさらに存在するかもし

れない。

7世紀後半 今回の調査では検出されていないが、五明田遺跡で 1棟検出されている。森遺跡の

南方約200mに位置し、この周囲にさらにこの時期の竪穴住居跡がある可能性は高い。

3世紀前半 7棟検出されており、調査区北西と中央に集中している。最も北に位置するS112、

13と 中央に位置するその他に分けられる。中央に位置するグループは竃の向きがS114、 18、 19が

北向き、S114、 17が南向きで、さらに2時期に分けられるかもしれない。

このように、7世紀前半から後半にかけてこの地点では集落の規模が縮小し、8世紀になって再

び規模が拡大する。これは最初にも述べたとおり他地への移住ではなく、この河岸段丘上での回帰

の結果と考えたい。

集落の構成

6世紀末～ 7世紀初頭と8世紀前半の時期にまとまった数の竪穴住居跡が検出された。両者とも

各住居跡がきわめて近い位置にありながら竃の方向が 2方向あることから、さらに 2つの時期に分

けられる可能性がある。

もしこれが時期差とするなら、6世紀末～ 7世紀初頭の竪穴住居跡は西端部に位置する4棟 (S

108～ 10、 16)と 、中央寄りの 2棟 (S111、 15)に分解できる。

また、8世紀の竪穴住居跡は北西の 2棟 (S112、 13)と 中央の 5棟 (S114、 17～ 20)に大き

く分けられ、中央の 5棟は電の方向からさらに①北西向きのもの (S117、 20)と ②南西向きのも

の (S114、 18、 19)と に分解できる。もし、竃が同じ方向のものが同時期とするなら北西のグル

ープは②のグループと同時期、竃を向き合わせるものが同時期とするなら北西のグループは①のグ

ループと同時期にあったことになる。どの組み合わせがより当時の実態に近いかはわからないが、

いずれにしても8世紀前半の集落は調査区の北西と中央に 2棟から3棟の単位で 2つのグループが
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